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　新潟大学は、日本海地域に位置する大規模総合大学の機能を活かし、	産金
官学連携により地域及び産業の活性化と発展に貢献いたします。
　そのための一つの手段として、新潟大学では、研究成果から生まれた発明
を特許として保護し、産業界に研究成果をご活用していただくための各種支
援を行っております。
　新潟大学の国内外の特許保有件数の推移は下図のとおりとなっており、
産業界へ特許ライセンス又は特許譲渡によりご活用いただいている研究成果
も増えつつあります。
　本冊子では、新潟大学の出願公開中及び特許登録された発明をご紹介して
おります。
　研究成果を産業界でご活用していただくには、特許ライセンスや特許譲渡
に限らず、特許をキーとした共同研究や受託研究などさまざまな形態がある
と考えております。
　本冊子に掲載された発明が産業界の一助となれば幸いです。

国立大学法人　新潟大学
学長　髙橋　姿
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フロン類を用いた放射性セシウムの回収
方法及び回収装置 緑色および黄色発光リン酸塩蛍光体

メソポーラス酸化ニオブの製造方法、
及び製造装置

特願2014−020307 （出願日：2014年2月5日）

発明者：齊藤 健二、八木 政行
【課題】Ｎｂ電極を用いた電解合成において、人体に極めて有毒な
試薬を用いることなく、低電圧、かつ容易な操作で、不純物を含ま
ないメソポーラス酸化ニオブを製造することができるメソポーラス
酸化ニオブの製造方法、及びメソポーラス酸化ニオブの製造装置
の提供。

【解決手段】Ｎｂ電極に、電圧を印加し、前記Ｎｂ電極を酸化する
Ｎｂ電極酸化工程を含むメソポーラス酸化ニオブの製造方法で
ある。

9 ナノカーボン繊維被覆ダイヤモンド粒子
の製造方法

特願2014−019145 （出願日：2014年2月4日）

発明者：小泉 将治、坪川 紀夫
【課題】本発明は、ナノカーボン繊維で表面を被覆したダイヤモン
ド粒子を製造し、得られたダイヤモンド粒子を砥粒として用いて
めっき被膜との間の密着性を改善して、優れたダイヤモンド砥粒
の保持力と安定した切削能率を有するソーワイヤを提供すること
を目的とするものである。

【解決手段】ナノカーボン繊維存在下においてグラファイト化した
ダイヤモンド粒子表面の芳香族環とフェロセン含有ポリマーとの
配位子交換反応をさせて、ナノカーボン繊維で表面を被覆したダ
イヤモンド粒子を製造し、得られたダイヤモンド粒子をめっき液に
投入して素線の表面をめっき処理し、ダイヤモンド粒子を分散した
めっき被膜を形成したソーワイヤを得た。
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絶縁材料のラマン散乱スペクトルを用いた
２次元薄膜原子構造の積層数決定装置及び
積層数決定方法

セメント成形体の製造方法及びセメント
成形体

プラズマエッチング装置 金属ナノ粒子の製造方法及び金属ナノ
粒子被覆基材の製造方法

特願2014−180272 （出願日：2014年9月4日）

発明者：安部 隆、山田 周史
【課題】被加工材が固定された電極を高温に加熱するための外部
ヒータあるいは埋め込み式ヒータを設けることなく、簡易な構成に
より、難加工材料のプラズマエッチング処理が可能なプラズマエッ
チング装置を提供すること。

【解決手段】チャンバー内に設置された被加工材をプラズマ放電に
よってエッチングするプラズマエッチング装置であって、前記チャ
ンバー内に位置し、前記被加工材を支持する電極を備え、前記電
極と前記被加工材との間には、前記被加工材から前記電極への伝
熱を妨げる伝熱抑制部材が設けられ、前記電極は、前記伝熱抑制
部材を介して前記被加工材を支持する。

特願2014−058798 （出願日：2014年3月20日）

発明者：大川 浩一、佐藤 峰夫、上松 和義
【課題】溶液中での金属イオンの還元反応の反応速度を改善して、
金属ナノ粒子の生産性を高めた金属ナノ粒子の製造方法、並びに
基材表面の酸化を抑制しながらその基材表面に金属ナノ粒子を
付着させて薄膜化する金属ナノ粒子被覆基材の製造方法を提供
する。

【解決手段】本発明に係る金属ナノ粒子の製造方法は、金属塩を
溶媒に溶解させて金属塩溶液を作成する工程と、アルゴンガスを
用いて金属塩溶液に溶存する酸素ガス及び窒素ガスをパージする
と共に、アルゴンガスを金属塩溶液に溶存させる工程と、アルゴン
ガスが溶存した金属塩溶液に前記アルコールを添加する工程と、
アルゴンガス及びアルコールが溶存する金属塩溶液に超音波照射
を行うことにより、金属ナノ粒子を析出させる工程と、を有する。

3 6抗菌効果判定システム、抗菌効果判定
方法及び抗菌効果判定プログラム

金属被覆電極活物質の製造方法、金属
被覆電極活物質、及び電極

特願2014−146465 （出願日：2014年7月17日）

発明者：村松 正吾、坪川 紀夫、皆川 真人
【課題】抗菌剤の抗菌効果について、簡易かつ安価な構成で、自動
的、定量的かつ迅速に人間の目視による判別と同等な判定をする。

【解決手段】開示される抗菌効果判定システムは領域判定部と効
果判定部を具備する。領域判定部は、局所平均画像と局所分散画
像とを観測画像から抽出し、第1の事前確率と、局所平均画像及
び局所分散画像とに基づいて、観測画像の画素ごとに、抗菌剤の
抗菌効果を判定するための有効領域と無効領域とをベイズ推定に
よって判定して二値画像を出力する。効果判定部は、二値画像を
ブロブ解析して有効領域を連結した最大面積を有するブロブを形
成し、ブロブの観測画像における占有率と、ブロブの離心率とを
求め、第2の事前確率と、占有率及び離心率とに基づいて、観測
画像の有効領域の形状をベイズ推定によって判定する。

特願2014−058799 （出願日：2014年3月20日）

発明者：大川 浩一、佐藤 峰夫、上松 和義
【課題】電極活物質を還元することなく電極の充放電特性を改善
する電極活物質の製造方法を提供する。

【解決手段】金属ナノ粒子被覆電極活物質の製造方法は、金属塩
を溶媒に溶解させて金属塩溶液を作成する工程と、金属塩溶液に
電極活物質である粉末を添加して混合溶液を作成する工程と、ア
ルゴンガスを用いて、混合溶液に溶存する酸素ガス及び窒素ガス
をパージすると共に、アルゴンガスを混合溶液に溶存させる工程
と、アルゴンガスが溶存した混合溶液にアルコールを添加する工
程と、アルゴンガス及びアルコールが溶存する混合溶液に超音波
照射を行うことにより、金属ナノ粒子を析出させて粉末の表面に
付着させる工程と、を有する。

特願2014−029881 （出願日：2014年2月19日）

発明者：多島 秀男、難波 昇一、難波 俊輔、水橋 俊男、
 田口 洋治

【課題】排水中に含まれる低濃度の放射性セシウムイオンを安全か
つ容易に回収することのできる、新規の放射性セシウムの回収方
法及び回収装置を提供する。

【解決手段】放射性セシウムイオンを含む排水にテトラフェニルホ
ウ酸又はテトラフェニルホウ酸誘導体を添加して不溶性のセシウ
ム塩とし、これを抽出手段でフロン類により抽出し、さらに前記抽
出の後に加熱器によりフロン類を蒸発、凝縮させてセシウム塩を
回収する。

特願2014−010336 （出願日：2014年1月23日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、金 善旭
【課題】製造が容易であると共に演色性の高い発光素子を得ること
ができる蛍光体を提供する。

【解決手段】蛍光体は、一般式（Ｉ）：	ＭａＰｂＯｃ（但し、前記式（Ｉ）
中、Ｍは少なくともＢａを含む２価の金属元素である。ａは１．８〜
２．２、ｂは１．８〜２．２、ｃは６．８〜７．２の範囲の数である。）で
表される化合物を母体とし、該母体内に発光中心イオンとしてＥｕ
を含有してなる。母体にはＭｇがさらに添加されてなることが好ま
しい。仕込み時の組成として、（Ｂａ１−ｙ−ｘＥｕｙＭｇｘ）２Ｐ２
Ｏ７（但し、０≦ｘ≦０．３５、０．０１≦ｙ≦０．０５）で表されること
が好ましく、さらに好ましくは、ｙ＝０．０３であり、かつ、その発光
色が緑色又は黄色である。ｘ＝０．１５〜０．３５であることがさら
に好ましい。

特願2014−189349 （出願日：2014年9月17日）

発明者：中山 敦子、星野 豪、山田 裕
【課題】グラフェンの積層数を簡便かつ正確に決定することができ、
特に、大がかりな装置や、高度な知識と熟練された技術を要せず、
測定条件に厳しい制限のない、絶縁材料上の２次元薄膜原子構造
の積層数決定装置及び積層数決定方法を提供する。

【解決手段】絶縁材料に支持された積層数未知の２次元薄膜原子
構造に入射レーザー光を照射し、絶縁材料由来のラマン散乱光の
分光ピーク強度比Ｉａ／Ｉ０を取得するための測定を行う顕微ラマ
ン分光計と、絶縁材料に支持された積層数既知の２次元薄膜原子
構造に入射レーザー光を照射して発生する絶縁材料由来のラマン
散乱光の分光ピーク強度比Ｉｂ／Ｉ０と、２次元薄膜原子構造２１
の積層数ｎとの関係を示す標準曲線に基づいて、分光ピーク強度
比Ｉａ／Ｉ０を標準曲線と照合し、積層数未知の２次元薄膜原子
構造の積層数を決定する積層数決定機構とを備える。

特願2014−078906 （出願日：2014年4月7日）

発明者：斎藤 豪、高橋 一誠、佐伯 竜彦
【課題】入手容易な材料を用いて、セメント成形体中に、緻密化さ
れた組織を生成させ、高強度で、且つ、耐硫酸性が改良されたセ
メント成形体を製造しうるセメント成形体の製造方法、及びセメン
ト成形体を提供する。

【解決手段】セメントと、ケイ酸質材料と、アケルマナイト、及びメ
ルビナイトからなる群より選択される少なくとも１種のＣａ−Ｍｇ
−Ｓｉ含有材料と、を含有するセメント組成物を調製する工程、調
製されたセメント組成物を用いて成形体を形成する工程、及び、
成形体を水中養生する工程、成形体を常圧蒸気養生する工程、及
び成形体をオートクレーブ養生する工程から選択される少なくと
も１つの養生工程、を含む、セメント成形体の製造方法である。

特願2014−010335 （出願日：2014年1月23日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、金 善旭
【課題】製造が容易な酸化物蛍光体を、更には、より色純度の高い
発光素子を得ることができる蛍光体を提供する。

【解決手段】蛍光体は、一般式（Ｉ）：	Ｍ１ａＭ２ｂＭ３ｃＯｄ（但し、
前記式（Ｉ）中、Ｍ１は少なくともＳｒを含む２価の金属元素であり、
Ｍ２はＳｃ、Ｙ及びＬｕからなる群から選択された少なくとも１種
を含む３価の金属元素であり、Ｍ３は少なくともＡｌを含む３価の
金属元素である。ａは５．４〜６．６、ｂは１．８〜２．２、ｃは３．６〜
４．４、ｄは１４．０〜１６．０の範囲の数である。）で表される化合
物を母体とし、該母体内に発光中心イオンとしてＣｅを含有してな
る。蛍光体は、仕込み時の組成として、Ｓｒ６（Ｙ１−ｘＣｅｘ）２Ａ
ｌ４Ｏ１５（但し、０．０５≦ｘ≦０．２５）で表され、かつ、その発光
色が橙色又は赤色であることが好ましい。

Ｃｅ３＋を賦活した酸化物蛍光体12

11 Ｃｅ３＋賦活黄色および赤色発光蛍光体

特願2014−010838 （出願日：2014年1月23日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、金 善旭
【課題】強い赤色成分を有した黄色または赤色に発光する新規な
蛍光体を提供する。

【解決手段】スカンジウム酸塩蛍光体は、一般式（Ｉ）：ＭａＳｃｂＯ
ｃ（但し、前記式（Ｉ）中、ＭはＣａ、Ｓｒ及びＢａからなる群から選
択された少なくとも１種を含む２価の金属元素である。ａは２．７
〜３．３、ｂは３．６〜４．４、ｃは８．１〜９．９の範囲の数である。）
で表される化合物を母体とし、該母体内に発光中心イオンとしてＣ
ｅを含有してなる。ＭはＳｒ又はＢａ若しくはこれらの組合せであ
ることが好ましい。仕込み時の組成としては、Ｍ３（Ｓｃ１−ｘＣｅ
ｘ）４Ｏ９（但し、０＜ｘ≦０．１０）で表されることが好ましく、ｘ＝
０．００２５〜０．００３５であることがさらに好ましい。
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酸化タンタルナノワイヤーの製造方法

特願2013−151576 （出願日：2013年7月22日）

発明者：齊藤 健二、奥山 翔平、八木 政行、工藤 昭彦
【課題】人体に極めて有毒な試薬を用いることなく、かつ安易な操
作で大量合成が可能である、酸化タンタルナノワイヤーの製造方
法の提供。

【解決手段】タンタルアルコキシドと、シュウ酸アンモニウムと、ア
ルキルアミンと、アルコールとを混合し、得られた混合物を加熱す
る工程を含む酸化タンタルナノワイヤーの製造方法である。

近赤外イメージング装置校正用ファントム

特願2013−046783 （出願日：2013年3月8日）

発明者：川瀬 知之、桃原 茂
【課題】蛍光色素の長期保存を可能とし、散乱光等の誘発を極力
抑制し、さらに、異なる機種間でもデータ共有を可能とする近赤
外イメージング装置校正用ファントムを提供する。

【解決手段】ファントムは、例えば、少なくとも外表面が光不透過
性の樹脂からなる本体と、本体の上面から下面に向かって延びた
筒状開口部と、筒状開口部内に収容された蛍光色素と、動物組
織の光透過性に近似した光透過性を有しかつ筒状開口部を覆う
キャップと、を備える。筒状開口部は、本体に少なくとも３つ以上
設置される。キャップは筒状開口部の設置数に対応した数が設置
される。キャップの厚み又は蛍光色素の濃度或いは量のうち、い
ずれかのパラメータが変化するように設定されていることを特徴と
する。
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メソポーラス酸化タングステン及びその製造
方法、光触媒、並びにメソポーラス酸化タン
グステン電極

赤色珪素酸窒化物蛍光体及びその製造
方法

特願2013−194449 （出願日：2013年9月19日）

発明者：八木 政行、デブラジ チャンドラ
【課題】水の酸化触媒活性に優れる新たな物質及びその製造法方
法、光触媒、並びに前記物質を含有する電極の提供。

【解決手段】過酸化タングステン酸と、ヘキサデシル−２−ピリジニ
ルメチルアミンと、酸と、有機溶媒とを混合し、メソポーラス酸化
タングステン前駆体を調製する前駆体調製工程と、前記メソポー
ラス酸化タングステン前駆体を焼成する焼成工程と、を少なくとも
含むメソポーラス酸化タングステンの製造方法である。

特願2013−188499 （出願日：2013年9月11日）

発明者：戸田 健司、上松 和義、佐藤 峰夫、石垣 雅、
 坂本 達矢、塩原 利夫

【課題】珪素酸窒化物の蛍光体を、より反応性の高い出発物質を
用いて、低温で、かつ効率的に製造する方法を提供すること、ひい
ては、このような製造方法により、良好な蛍光特性を有する蛍光
体を提供する。

【解決手段】少なくともＬ、ＭＩ及びＭＩＩ（Ｌは希土類元素又はＭｎ、
ＭＩはアルカリ土類金属、ＭＩＩは３価の金属元素）を含み、必要によ
りＭＩＶ（ＭＩＶは４価の金属元素）を含む原料混合物と、ＳｉＯｘ（ｘ
は０．８＜ｘ＜１．２）で表される酸化珪素とを混合したものを焼成する
ことを特徴とする、式（ＬａＭＩ１−ａＭＩＩＭＩＩＩＮ３）１−ｃ（ＭＩＩ
Ｉ（３ｂ＋２）／４ＮｂＯ）ｃ（ＭＩＩＩは珪素原子を含む４価の金属元
素、０＜ａ≦０．１、０≦ｂ、０＜ｃ＜０．３７５、０．００２≦（３ｂ＋２）ｃ
／４≦０．９）で表される赤色珪素酸窒化物蛍光体の製造方法。

21 フッ化物電極材料の合成方法

特願2013−176057 （出願日：2013年8月27日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、石垣 雅
【課題】安全かつ簡便にＭＦ３型フッ化物電極材料の合成を行うと
同時に、電子伝導性の向上したナノサイズのＭＦ３型フッ化物電
極材料を得ることができる新規合成方法を提供することを目的と
する。

【解決手段】安全性、安定性が高いポリテトラフルオロエチレン（Ｐ
ＴＦＥ）をフッ素源として用いることで、安全かつ簡便にＭＦ３型
フッ化物電極材料の合成を行うと同時にカーボンコーティングを
行って電子伝導性の向上を行うことができ、ナノサイズのＭＦ３型
フッ化物電極材料を得る。
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ケイ酸カルシウム水和物を含有する成形
体の製造方法及び成形体

内循環流動層を用いた石炭コークスの
ガス化装置及びガス化法

シリコンウェーハ表層中の原子空孔評価
方法及び装置 マンガン賦活赤色蛍光体

特願2013−272648 （出願日：2013年12月27日）

発明者：斎藤 豪、高橋 一誠、佐伯 竜彦
【課題】有機繊維を補強繊維として用いた場合であっても、有機繊
維を溶融しない加熱条件を適用することができ、緻密化された組
織を有する結晶性のケイ酸カルシウム水和物が形成された成形体
を製造しうるケイ酸カルシウム水和物含有成形体の製造方法を提
供する。

【解決手段】石灰質材料と、ケイ酸質材料と、モンチセライト、アケ
ルマナイト、及びメルビナイトからなる群より選択される少なくと
も１種と、を含有する水硬性組成物を調製する工程、及び、調製
された水硬性組成物を型枠に流し込み、型枠ごと、又は、脱型し
た成形体を、温度１１０℃〜１７０℃のオートクレーブ内で加熱し
て、水硬性組成物内に結晶性のケイ酸カルシウム水和物を生成さ
せる工程、を含む、ケイ酸カルシウム水和物を含有する成形体の
製造方法である。

特願2013−222867 （出願日：2013年10月28日）

発明者：兒玉 竜也、郷右近 展之、松原 幸治、櫻井 篤
【課題】流動層粒子の反応速度が低下せず、ガス化反応を円滑に
進行させることができる、内循環流動層を用いた石炭コークスの
ガス化装置及びガス化法を提供する。

【解決手段】石炭コークス粒子と流動媒体粒子の混合物からなる
流動層を収容した反応器と、反応器に収容された流動層の上面に
太陽光Ｓを集光して照射する地上反射鏡、タワー反射鏡１２とを
備え、反応器は、上下方向に開口し流動層に埋没して流動層２の
中央部に配置された筒状のドラフト管と、下方から反応器内に水
蒸気を導入する分散板とを備え、分散板から導入される水蒸気の
流れによって流動層がドラフト管の内外において循環流動するよ
うに構成した。

特願2013−232352 （出願日：2013年11月8日）

発明者：後藤 輝孝、根本 祐一、金田 寛、赤津 光洋、
 三本 啓輔

【課題】シリコンウェーハ表層中の原子空孔を評価するための新た
な方法と装置を提供する。

【解決手段】シリコン試料の同一面に圧電薄膜を介して一対の櫛
状の櫛状電極を形成する素子形成工程と、シリコン試料を冷却し
て外部磁場を印加しながら櫛状電極の一方から超音波パルスを発
振するとともにシリコン試料の表面を伝播した超音波パルスを櫛
状電極の他方により受信し、櫛状電極の一方から発振された超音
波パルスと櫛状電極の他方により受信された超音波パルスとの位
相差を検出する検出工程と、位相差に基づきシリコン試料の表層
の弾性定数を求め、温度に対する弾性定数の変化又は磁場強度
に対する弾性定数の変化に基づいてシリコン試料の表層中の原子
空孔を評価する評価工程とを備えた。

特願2013−217914 （出願日：2013年10月18日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、金 善旭
【課題】レア・アースフリーであって発光効率がさらに向上したＡｌ
２Ｏ３：Ｍｎ４＋赤色蛍光体を提供する。

【解決手段】本発明のＡｌ２Ｏ３：Ｍｎ４＋赤色蛍光体は、一般式：
（Ａｌ１−ｘＭｎｘ）２Ｏ３、０．０１≦ｘ≦２．００で表される組成か
らなり、合成時にフラックスとしてＭｇＦ２およびＮａ３ＡｌＦ６を
用いたものである。ＭｇＦ２およびＮａ３ＡｌＦ６を用いることでＡ
ｌ２Ｏ３：Ｍｎ４＋赤色蛍光体の発光特性が向上し、反応性が上
がり高輝度の蛍光体が得られる。本発明の蛍光体は、フラックス
としてＭｇＦ２を１０〜５０ｍｏｌ％及びＮａ３ＡｌＦ６を４〜２５ｍ
ｏｌ％混合して合成される。発光イオンの賦活濃度が０．０１〜０．
５０ｍｏｌ％であることが好ましい。

15 18シリコンウェーハ中の原子空孔濃度の
絶対値の決定方法 リン酸塩系白色蛍光体

特願2013−232353 （出願日：2013年11月8日）

発明者：後藤 輝孝、根本 祐一、金田 寛、赤津 光洋、
 三本 啓輔、鹿島 一日兒

【課題】シリコンウェーハ中の原子空孔濃度の絶対値を決定するた
めの新たな方法を提供する。

【解決手段】シリコン試料の弾性定数の低温ソフト化量ΔＣ４４／
Ｃ４４を測定する測定工程と、測定工程で測定された低温ソフト
化量ΔＣ４４／Ｃ４４に基いてシリコンウェーハ中の原子空孔濃度
Ｎの絶対値を決定する決定工程とを備えた。決定工程において、
低温ソフト化量ΔＣ４４／Ｃ４４＝１×１０−４に対して原子空孔濃
度Ｎ＝（１．５±０．２）×１０１３／㎤が相当することに基いて原子
空孔濃度Ｎを決定する。

特願2013−217915 （出願日：2013年10月18日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、金 善旭
【課題】Ｓｎ２＋を発光イオンとし、青色、緑色、赤色の発光領域を
含むレア・アースフリー白色発光蛍光体を提供する。

【解決手段】本発明の蛍光体は、一般式（Ｓｒ１−ｘＳｎｘ）ＺｎＰ２
Ｏ７、０．００３≦ｘ≦０．１００で表される組成からなり、白色に発
光することを特徴とする。さらに発光イオンとしてＳｎ２＋およびＭ
ｎ２＋を共賦活することによって演色性が改善され、純白色に近い
蛍光体の作成が可能である。同様に、Ｓｎ２＋およびＢａ２＋を母
体材料ＳｒＺｎＰ２Ｏ７に共賦活することで演色性が向上する。

改質グラフェンライク炭素材料の製造方法、
改質グラフェンライク炭素材料、及び改質グ
ラフェンライク炭素材料を含む樹脂複合材料

特許第5364866号 （登録日：2013年9月13日）

発明者：和田 拓也、坪川 紀夫
水酸基が導入された改質グラフェンライク炭素材料を提供する。
グラフェンライク炭素材料と過酸化水素とを反応させて、グラフェ
ンライク炭素材料に水酸基を導入する。
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特許第5170283号 （登録日：2013年1月11日）

発明者：小島 康夫、梅村 義仁、梅村 圭
【課題】有機物原料から液化可能な熱分解ガスを製造する連続式
高速熱分解炉であって、ラボスケールでも液化可能な熱分解ガス
を効率的に製造することができる連続式高速熱分解炉を提供する
こと。

【解決手段】本発明の熱分解炉は、有機物供給口および熱分解ガ
ス取出口を有する管状の熱分解炉本体と、熱分解炉本体内に配置
された複数の球状熱媒体と、球状熱媒体を加熱する熱媒体加熱部
とを有する。球状熱媒体は、熱分解炉本体内において、有機物供
給口から熱分解ガス取出口の方向に移動している。有機物供給口
から供給された有機物原料と、加熱された球状熱媒体とを接触さ
せて、有機物原料から熱分解ガスを発生させる。発生した熱分解
ガスは、熱分解ガス取出口から取り出される。

熱分解炉、熱分解油の製造装置および
熱分解油の製造方法36

特許第5831926号 （登録日：2015年11月6日）

発明者：佐々木 順彦、高塚 智正、高橋 功、坪川 紀夫
【課題】特に、従来に比べて耐久性を向上させた高分子アクチュ
エータ素子及びその製造方法を提供することを目的としている。

【解決手段】電解質層と、前記電解質層の厚さ方向の両面に配置
される電極層とを有し、前記電解質層及び前記電極層はイオン液
体を含むとともに前記電極層はカーボンナノチューブを含み、前
記電極層間に電圧を付与すると変形する高分子アクチュエータ素
子において、前記電極層には、オリゴマーをグラフト化した前記
カーボンナノチューブが含まれていることを特徴とする。

高分子アクチュエータ素子及びその製造
方法35

特許第5937813号 （登録日：2016年5月20日）

発明者：和田 拓也、坪川 紀夫
【課題】アミノ基で変成され、表面に正電荷を有している変成炭素
材料、その製造方法、並びにアミノ基により変成された変成炭素
材料を用いた複合材料を提供する。

【解決手段】アミノ基を含有するアゾ系ラジカル開始剤をラジカル
分解することにより得られたフラグメントが、グラフェンライク炭素
材料にラジカル吸着により付加されているアミノ基変成炭素材料、
並びにグラフェンライク炭素材料と、アミノ基を含有するアゾ系ラ
ジカル開始剤とを溶媒中で加熱攪拌する、アミノ基変成炭素材料
の製造方法。

アミノ基変成炭素材料、その製造方法
及び複合材料34

特許第5937812号 （登録日：2016年5月20日）

発明者：和田 拓也、坪川 紀夫
【課題】イソシアネート基で変成された炭素材料及びその製造方法
を提供する。

【解決手段】ジイソシアネート化合物のイソシアネート基がグラフェ
ンライク炭素材料に結合されているイソシアネート基変成炭素材
料、並びにグラフェンライク炭素材料と、ジイソシアネート化合物
とを溶媒中で加熱攪拌させる、イソシアネート基変成炭素材料の
製造方法。

イソシアネート基変成炭素材料及びその
製造方法33

特許第5920734号 （登録日：2016年4月22日）

発明者：馬場 暁、ジャンマニー ラピパン、多田 幸司、
 新保 一成、加藤 景三、金子 双男
シャープな波長幅を有しながら透過光のピーク波長やピーク強度
を制御可能な透過光制御デバイスを提供する。透過光制御デバイ
スは、グレーティング基板と、金属薄膜と、金属薄膜上に導電性
高分子が堆積された導電性高分子層と、電解質又は緩衝液からな
る液体媒体で満たされるとともに、かつ、該液体媒体の一部が導
電性高分子層に接触したセルと、金属薄膜に作用電極Ｗが接続さ
れるとともに、液体媒体に対電極Ｃと参照電極Ｒとが接続された
金属薄膜電位制御手段６と、を備える。基板とセルの少なくとも一
部とは光透過性の材料で作られる。制御手段は、金属薄膜の電位
を変化させることにより、導電性高分子層の複素誘電率を変化さ
せて、導電性高分子層を透過した光を制御する。

透過光制御デバイス32

特許第5935189号 （登録日：2016年5月20日）

発明者：田中 眞人、大村 貴宏
粒度分布が均一な微粒子が、環境負荷が少なく簡便な方法で得ら
れる微粒子の製造方法を提供する。本発明は、樹脂フィルムを幅
０．０５〜５００μｍの等間隔で切断することで微小片を作製する
工程を有する微粒子の製造方法である。

微粒子の製造方法3125 28
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内循環流動層を用いた水熱分解装置及
び水熱分解法

改質グラフェンライク炭素材料の製造方法、
改質グラフェンライク炭素材料、及び樹脂
複合材料

マイナスイオン帯電無機微粉末及び付加硬化
型シリコーン組成物並びに発光半導体装置

メソポーラス酸化イリジウム及びその製造
方法、水の酸化触媒、並びにメソポーラス
酸化イリジウム電極

特許第5986589号 （登録日：2016年8月12日）

発明者：児玉 竜也、郷右近 展之、櫻井 篤、松原 幸治
発生した酸素と水素を確実に分離して回収し、流動層で同時に進
行する反応の反応温度、反応速度、反応時間、反応領域をそれぞ
れ任意に制御し、高効率で反応熱を回収して再利用できる、内循
環流動層を用いた水熱分解装置及び水熱分解法を提供する。熱
還元反応を行う熱還元反応器と、水熱分解反応を行う水熱分解反
応器と、熱還元反応器に低酸素分圧ガスを導入する分散板と水熱
分解反応器に水蒸気を導入する分散板と、熱還元反応器から発生
した酸素を含んだガスを回収する取り出し口と、水熱分解反応器
から発生した水素を含んだガスを回収する取り出し口とを備えた。
熱還元反応器と水熱分解反応器を仕切る仕切り板に形成された
上部連通口と下部連通口は流動層内に埋没して、上部連通口と下
部連通口を通じて熱還元反応器と水熱分解反応器の間で直接的
に流動層が流動できるように構成した。

特願2012−223831 （出願日：2012年10月9日）

発明者：和田 拓也、坪川 紀夫
【課題】官能基導入割合を高め得る、改質グラフェンライク炭素材
料の製造方法を提供する。

【解決手段】グランフェンライク炭素材料と、官能基含有金属錯体
とを触媒の存在下で反応させる、官能基含有金属錯体とを触媒の
存在下で反応させる、改質グラフェンライク炭素材料の製造方法、
並びに該改質グラフェンライク炭素材料の製造方法により得られ
た改質グラフェンライク炭素材料。

特願2012−271133 （出願日：2012年12月12日）

発明者：坪川 紀夫、福田 健、塩原 利夫、柏木 努
【課題】パーフロロアルキル基含有有機ケイ素化合物処理無機微
粉末からなるマイナスイオン帯電微粉末、及びマイナスイオン帯電
微粉末を含有する透明に優れた付加硬化型シリコーン組成物、並
びにその硬化物で封止した発光半導体装置を提供する。

【解決手段】表面に一般式で示されるパーフロロアルキル基含有有
機ケイ素化合物を無機微粉末１００質量部に対して１〜６０質量
部添加処理してグラフト化し、マイナスイオン反発の効果で分散さ
せることを特徴とするマイナスイオン帯電無機微粉末。（式中、Ｒ１
は炭素原子数１〜４の一価炭化水素基、Ｒ２は炭素原子数１〜４
のアルコキシ基又はアシロキシ基、Ｑは炭素原子数２〜１０の二
価の有機基であり、ａは０又は１、ｐは１〜２０の整数である。）

特願2012−222615 （出願日：2012年10月5日）

発明者：八木 政行、デブラジ チャンドラ、阿部 尚人
【課題】水の酸化触媒活性に優れる新たな物質及びその製造法方
法、水の酸化触媒、並びに前記物質を含有する電極の提供。

【解決手段】下記一般式（１）で表される共重合体と、ヘキサクロ
ロイリジウム酸及びその塩の少なくともいずれかと、水とを混合
し、酸化イリジウム前駆体溶液を調製する酸化イリジウム前駆体
溶液調製工程と、前記酸化イリジウム前駆体溶液から前記水の少
なくとも一部を気化させてメソポーラス酸化イリジウムを得る気
化工程と、を少なくとも含むメソポーラス酸化イリジウムの製造方
法である。Ｈ−（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｘ−（ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２）ｙ−
（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｚ−ＯＨ・・・一般式（１）ただし、ｘは、９７〜
１０６の整数を表し、ｙは、６５〜７０の整数を表し、ｚは、９７〜
１０６の整数を表す。

27 30コンクリート構造物の劣化診断ツール及
び劣化診断方法

高透明シリコーン組成物並びに該組成物
で封止した発光半導体装置

特許第5686349号 （登録日：2015年1月30日）

発明者：佐伯 竜彦、松久保 博敬、宮口 克一、上村 豊、
 盛岡 実

【課題】コンクリート構造物をコアリングのように破壊することな
く、一定の品質のモルタルパネルを貼り付けるだけでコンクリート
構造物の劣化環境の診断ができる劣化診断ツールの提供する。

【解決手段】素性のわかっているセメントと、ケイ石系細骨材およ
び／またはアルミナ質細骨材とを使用し、水／セメント比が３０〜
７０％、セメントと細骨材の比率が質量比で１対０．５〜１対４の
範囲にあり、厚さ３〜２０ｍｍの範囲にあるモルタルのパネル１で
あることを特徴とし、該モルタル中のセメント質量１００に対して
増粘材が０．０５〜２．０質量部、消泡剤が０．０５〜２．０質量部が
添加されており、フレッシュ性状でブリィーディングがないことを
特徴とし、モルタルパネル１の面積が、５〜１００㎠であることを
特徴とし、セメントの反応率が８０％以上であることを特徴とする。

特許第5601481号 （登録日：2014年8月29日）

発明者：坪川 紀夫、塩原 利夫、柏木 努
【解決手段】表面に一般式（１）で示されるオルガノポリシロキサン
を処理前のシリカ質量に対して４％以上グラフト化したシリカ粒子
を含有する高透明シリコーン組成物。（式中、Ｒ1は互いに同一又
は異種の炭素数１〜１０の非置換又は置換の一価炭化水素基、Ｒ
2はメチル基又はエチル基、ａは１〜５０、ｂは０又は１、ｄは０又
は１、ｃ及びｅは０〜１０の整数であり、ａ＋ｂ＋ｄは３〜５２の整
数を示す。）

【効果】本発明によれば、シリコーン組成物に配合して高透明性で
腐食性ガスの透過性が小さく、被覆保護性に優れた硬化物を与え
るシリカ粒子を配合した発光半導体装置の封止に好適なシリコー
ン組成物を提供できる。
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48 シリコンウェーハ中に存在する原子空孔濃度の
定量評価方法及びシリコンウェーハの製造方法

特許第5425914号 （登録日：2013年12月6日）

発明者：後藤 輝孝、金田 寛、根本 祐一、赤津 光洋

より効率的にシリコンウェーハ中に存在する原子空孔濃度を評価
することができる定量評価方法、シリコンウェーハの製造方法、お
よび当該製造方法により製造したシリコンウェーハを提供する。シ
リコンウェーハを一定の温度に保持したまま、前記シリコンウェー
ハに外部磁場を印加した状態で、超音波パルスを発振すると共に、
前記超音波パルスを前記シリコンウェーハ中に伝搬させた測定波
パルスを受信し、前記超音波パルスと前記測定波パルスとの位相
差を検出する検出工程と、前記位相差から弾性定数を算出する算
出工程とを備える。前記外部磁場を変化させて、当該外部磁場の
変化に対応した前記弾性定数を算出することにより、前記シリコ
ンウェーハ中の原子空孔濃度を評価する。

46

47

ケイ素含有蛍光体の製造方法

無電解ニッケルめっき廃液の処理方法

特許第5750774号 （登録日：2015年5月29日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、石垣 雅
【課題】演色性がよく、発光強度に優れたケイ素含有蛍光体及びそ
の製造方法を提供する。

【解決手段】ケイ素含有蛍光体の製造方法は、Ｅｕ、Ｃｅ、Ｍｎ、Ｓ
ｍ及びＴｂのうちの少なくとも一つの元素からなる発光イオンを含
んだ化合物と、ＳｉＯｘ（０．８≦ｘ≦１．２）と、を混合し、８００℃
〜１５００℃の温度範囲内で混合物を焼成することを特徴とする。
焼成温度範囲が９００℃〜１４００℃であることが好ましい。また、
ＳｉＯ２をさらに添加して混合することが好ましい。製造方法によ
れば、出発原料の一部であるＳｉＯｘが焼成される段階で、所望の
温度範囲で加熱すると、揮発せずに還元剤として有効に働くため、
発光強度に優れた蛍光体となる。

特許第5750775号 （登録日：2015年5月29日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、石垣 雅
【課題】還元雰囲気下において蛍光体表面にＳｉＯ２を被覆する蛍
光体の被覆方法を安価に提供する。

【解決手段】本発明の蛍光体の被覆方法は、予め合成された蛍光
体粉末を還元雰囲気ガス中に載置し、蛍光体粉末に向けて気相状
態のＳｉＯｘ（０．８≦ｘ≦１．２）を供給して、蛍光体粉末の外周表
面にＳｉＯ２を被覆することを特徴とする。また、以下の方法で被
覆を行っても良い。もう一つの被覆方法は、予め合成された蛍光
体粉末と、固体粉末状のＳｉＯｘ（０．８≦ｘ≦１．２）と、を混合し、
気体を流通させながら混合物を加熱して、前記蛍光体粉末の外周
表面にＳｉＯ２を被覆することを特徴とする。

特許第5628827号 （登録日：2014年10月10日）

発明者：萩原 久大、坪川 紀夫
漏洩がなくリサイクル使用可能であり、リン系配位子の使用を必要
としない高い触媒活性を有する新規のパラジウム触媒と、このパ
ラジウム触媒を用いた新規のビスアリール化合物の製造方法を提
供する。パラジウム触媒及び塩基の存在下において、芳香族ハロ
ゲン化物と芳香族ボロン酸とを反応させてビスアリール化合物を
製造するに際し、前記パラジウム触媒として、シリカ粒子を核とす
るデンドリマーにイオン液体に溶解したパラジウム化合物を担持
させてなるパラジウム触媒を用いた。

特許第5739818号 （登録日：2015年5月1日）

発明者：児玉 竜也、郷右近 展之
ビームダウン集光システムによって得られる太陽エネルギーを高
効率で利用することのできる、水熱分解による水素製造法及び水
素製造装置を提供する。金属酸化物の粒子からなる流動層を反応
器内で循環させながら、低酸素分圧ガスである窒素雰囲気下で前
記流動層の一部を太陽光Ｓにより加熱して金属酸化物から酸素を
放出させる酸素発生反応である熱還元反応と、酸素を放出した後
の金属酸化物に水蒸気を接触させ水素を発生させる水素発生反
応である水熱分解反応の２つの反応を同時に進行させる。

水熱分解による水素製造法及び水素製造
装置

ＳｉＯｘを用いた蛍光体の被覆方法45

パラジウム触媒及びそれを用いたビスア
リール化合物の製造方法44

43

特許第5709268号 （登録日：2015年3月13日）

発明者：田中 眞人

生産性が高く、粒径を任意にコントロールでき、機能発現のため
に添加できる異種物質に制限がなく、さらに、複合微粒子の球体
中心に異種物質を包含させることができる、異質表面を有する複
合微粒子の製造方法を提供する。２種類以上のフィルムを貼り合
せて作成した複合フィルムを切断して微小片とし、その後、この微
小片を溶融して球状とする。前記複合フィルムは、重合性モノマー
を含んだ２種類以上の液体をそれぞれ液膜状にしてから重合反応
させて２種類以上のフィルムとし、その後、この２種類以上のフィ
ルムを貼り合せてからさらに重合反応させることにより得ることが
できる。

異質表面を有する複合微粒子の製造方法

特許第5673124号 （2015年1月9日）

発明者：萩原 久大
【課題】官能基選択的接触還元への適用が可能であり、回収・再
使用時における操作性が良好な、新規の接触還元用パラジウム触
媒を提供する。

【解決手段】チオール基で表面修飾したシリカゲルに酢酸パラジウ
ムを担持させた。或いは、チオール基で表面修飾したシリカゲルに
１−ブチル−３−メチルイミダゾリウムテトラフルオロボレートに
溶解した酢酸パラジウムを担持させた。

接触還元用パラジウム触媒

１８Ｆ標識化合物の製造方法及びその
方法に用いる高分子化合物

42

41

40

特許第5664379号 （登録日：2014年12月19日）

発明者：八木 政行
【課題】低いバイアスで光アノード電流を与え、長波長域の可視光
を利用し、水を酸素と水素に分解することのできる、新規の水の
可視光分解用アノード電極を提供する。

【解決手段】ＩＴＯ基板などの上に酸化チタン層を形成して作成し
た微細な多孔質構造を有するナノポーラス酸化チタン電極を、Ｓｂ
Ｃｌ３アセトン溶液とＮａ２Ｓ２Ｏ３水溶液との混合溶液に浸漬し
て硫化アンチモンを析出させて得られる、水の可視光分解用アノー
ド電極。

水の可視光分解用アノード電極及び水の
可視光分解装置39

特許第5835801号 （登録日：2015年11月13日）

発明者：高橋 孝志、田中 浩士、中田 力
従来の１８Ｆ標識化合物の製造方法の問題点、即ち、液相合成法
における化合物の精製の問題点と固相合成法における反応性の低
下による収量不足の問題点を解決することを目的として、標識前
駆体化合物の残基と相間移動触媒の残基とを分子中に含む高分
子化合物を、１８Ｆ−と反応させ、１８Ｆで標識された化合物を高
分子化合物から切り出すことを特徴とする１８Ｆ標識化合物の製
造方法を提供する。

特許第4849498号 （登録日：2011年10月28日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、石垣 雅、
 須田 秀生、嶺岸 悦子、工藤 嘉昭
発光強度に優れたケイ酸塩系蛍光体及びその製造方法を提供する。
ケイ酸塩系蛍光体の製造方法は、Ｅｕ、Ｃｅ、Ｍｎ、及びＴｂのうち
の少なくとも一つの発光イオンを含んだ化合物を有した原料粉末を
容器内に収容し、気相状態のＳｉＯｘ（０．５≦ｘ≦１．９、好ましくは
０．８≦ｘ≦１．２）を供給しながら原料粉末を焼成することを特徴と
する。原料粉末は、アルカリ金属化合物、アルカリ土類金属化合物、
マグネシウム化合物、及び、希土類化合物の少なくとも一つをさらに
含むことが好ましい。ケイ酸塩系蛍光体は、好ましくは、Ｍ２ＳｉＯ
４：Ｅｕ２＋（ただし、ＭはＣａ、ＳｒおよびＢａからなる群より選ば
れる１種以上である。）である。焼成は、１２００〜１７００℃の温度
のガス雰囲気下でＳｉＯｘを原料粉末に供給し、７００〜１７００℃
の温度で原料粉末を気相−固相反応させることが好ましい。

ケイ酸塩系蛍光体及びケイ酸塩系蛍光体
の製造方法38

特許第5853398号 （登録日：2015年12月18日）

発明者：田口 佳成、田中 眞人、久保 泰雄
【課題】マイクロカプセルの内部構造を変更することなく香料の徐
放期間を大幅に変更することのできる、香料含有マイクロカプセル
担持体を提供する。

【解決手段】香料含有マイクロカプセル１と接着剤の混合物からな
り被接着物に接着されるマイクロカプセル混合層と、接着剤からな
る接着剤層とを備えた。マイクロカプセル混合層上に接着剤層を
形成したことにより、マイクロカプセルの内部構造を変更すること
なく香料の徐放期間を大幅に拡大することができ、接着剤層の厚
さを調整することにより香料の徐放期間を制御することができる。

特許第5774290号 （登録日：2015年7月10日）

発明者：岡 徹雄、田中 克昌、木村 貴史、辻村 盛夫、
 寺澤 俊久

【課題】廃棄物が少なく、環境負荷が小さく、大掛かりな装置とス
ペースを必要とせず、短時間、低コストかつ簡便な操作で、無電解
ニッケルめっき廃液から硫酸ニッケル及びこれを含む再生液を回
収して再利用することのできる、無電解ニッケルめっき廃液の処理
方法を提供する。

【解決手段】無電解ニッケルめっき廃液から亜リン酸ニッケルを沈
殿として取り出し、この亜リン酸ニッケルを硫酸で処理して硫酸
ニッケルとして晶出させ、この硫酸ニッケルを磁気分離によって回
収する。

香料含有マイクロカプセル担持体並びに
これを接着させた枕カバー及びシーツ37
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55 58

56 59

重合体及び重合体の製造方法 燃焼装置におけるＮ２ＯおよびＮＯｘの
排出抑制方法

ダイヤモンド微粒子を分散させた複合
めっき液及びその製造方法 複合膜シェルマイクロカプセルの製造方法

特許第5553305号 （登録日：2014年6月6日）

発明者：青木 俊樹、寺口 昌宏、佐藤 敬、山本 武継
【課題】酸素透過膜に有用な新規な重合体を提供すること。
【解決手段】式（１）で表される繰り返し単位を含有する重合体。
【化１】［式（１）中、Ｒ１は水素、分岐状アルキル基、又はトリアル
キルシリル基であり、Ｒ２は式（２）で示され、式（２）中、Ｒ３は水
素原子、置換されていてもよい直鎖又は分岐状の炭素数１〜１２
のアルキル基、または置換されていてもよい炭素数６〜１０の芳香
族炭化水素基を示す。］【化２】

特許第5555913号 （登録日：2014年6月13日）

発明者：園山 希、清水 忠明
【課題】Ｎ２ＯとＮＯｘの排出を同時に抑制できるアルミナ含有物
触媒、流動層燃焼炉、燃焼方法、及び、容易にアルミナ含有物触
媒を選定するアルミナ含有物触媒の選定方法を提供する。

【解決手段】アルミナ含有物触媒は、ＳＯ３の含有量が２質量％以
下、かつ、式（数１）で得られる排出指標ＩＮＯｘが１未満である。
ＩＮＯｘ＝（ＣＮＯｘ（Ａｌ２Ｏ３）／ＣＮＯｘ（ＳｉＯ２））・・・（数
１）（式（数１）において、ＣＮＯｘ（Ａｌ２Ｏ３）は、模擬流動層燃
焼装置にアルミナ含有物触媒を配置した場合に前記模擬流動層
燃焼装置から排出されるＮＯｘの排出係数である。また、式（数１）
において、ＣＮＯｘ（ＳｉＯ２）は、模擬流動層燃焼装置に石英砂を
配置した場合に前記模擬流動層燃焼装置から排出されるＮＯｘの
排出係数である。

特許第5435477号 （登録日：2013年12月20日）

発明者：小泉 将治、佐々木 肇、鈴木 寛、坪川 紀夫
【課題】本発明は、金属めっき皮膜中に平均粒径１ｎｍ〜１０００
ｎｍのダイヤモンド微粒子を均一に分散共析させ、耐摩耗性、自
己潤滑性等の機能を付与することが可能な複合めっき液の製造方
法を提供する。

【解決手段】親水性ポリマー又はイオン性官能基が導入された平
均粒径１ｎｍ〜１０００ｎｍのダイヤモンド微粒子をイオン性又は
非イオン性の界面活性剤とともに分散させた分散液を金属めっき
液に添加して、ダイヤモンド微粒子を安定して分散させた複合めっ
き液を製造する。

特許第5589347号 （登録日：2014年8月8日）

発明者：田中 眞人、田口 佳成
【課題】芯物質の物性に応じて、芯物質を完全に隔離し保護する機
能を付与したマイクロカプセルを簡単に調製することのできる、複
合膜シェルマイクロカプセルの製造方法を提供する。

【解決手段】芯物質、無機質シェル形成物質、ポリマーシェル形成
物質を含有する分散相を連続相に投入して分散系を調製し、この
分散系に無機質シェル形成物質と反応して無機質シェルを形成
する第２の無機質シェル形成物質と、ポリマーシェル形成物質と
反応して無機質シェルを形成する第２のポリマーシェル形成物質
とを添加する複合膜シェルマイクロカプセルの製造方法であって、
第２の無機質シェル形成物質の添加の前、後、又は第２の無機質
シェル形成物質の添加と同時に、第２のポリマーシェル形成物質
を添加することにより、無機質シェルの内側、外側、又は内部にポ
リマーシェルを選択的に配置させた。

57 60抗菌剤およびその製造方法 固体粉末含有マイクロカプセルの製造方法

特許第5780622号 （登録日：2015年7月24日）

発明者：坪川 紀夫、皆川 真人、小川 久朗
【課題】耐熱性に優れ、樹脂、セラミックス、金属、溶媒などへの分
散性に優れた抗菌剤およびその製造方法を提供する。

【解決手段】無機粒子と重合可能なエチレン性不飽和基を有する
化合物とを反応させることにより重合可能なエチレン性不飽和基
を無機粒子に結合させ、重合可能なエチレン性不飽和基が結合さ
れた無機粒子と、抗菌性化合物に結合可能な官能基を有する単量
体とを共重合することにより抗菌性化合物に結合可能な官能基を
有する重合体を無機粒子に結合させ、次いで、前記の抗菌性化合
物に結合可能な官能基を有する重合体が結合された無機粒子と
抗菌性化合物とを反応させることにより無機粒子に結合された前
記重合体を抗菌性重合体に変成することによって、抗菌剤を得る。

特許第5387251号 （登録日：2013年10月18日）

発明者：田中 眞人
【課題】固体粉末を機械的エネルギーにはよらずに微細化すること
のできる、固体粉末含有マイクロカプセルの製造方法を提供する。

【解決手段】固体粉末を水に溶解させて水溶液を調製する工程と、
この水溶液を油性成分中に分散させて（Ｗ／Ｏ）分散系を調製す
る工程と、この（Ｗ／Ｏ）分散系の水分を蒸発させることにより油
性成分中に固体粉末を析出させて（Ｓ／Ｏ）分散系を得る工程と、
この（Ｓ／Ｏ）分散系を水相中に分散させて（Ｓ／Ｏ）／Ｗ分散系
を調製する工程とを備えた。

52
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Ｌｉイオン電池用正極活物質およびその
製造方法

Ｌｉイオン電池用正極活物質、およびその
製造方法

特許第5765798号 （登録日：2015年6月26日）

発明者：佐藤 峰夫、上松 和義、辻 洋悦、戸田 健司、
 石垣 雅、大川 浩一

【課題】放電容量が非常に高く、サイクル特性も良好な、微細なＬｉ
イオン電池用正極活物質、およびその製造方法を提供する。

【解決手段】（Ａ）リチウム化合物、鉄化合物、およびリン酸化合物
を混合し、原料混合物を作製する工程、（Ｂ）原料混合物を、不活
性雰囲気中、還元性雰囲気中または真空雰囲気中で仮焼成し、仮
焼成物を作製する工程、（Ｃ）仮焼成物に、高分子材料を混合し、
被焼成物を作製する工程、（Ｄ）被焼成物を、不活性雰囲気中、還
元性雰囲気中または真空雰囲気中で焼成する工程、をこの順で含
むことを特徴とする、ＬｉＦｅＰＯ４の表面にカーボン微粒子が存
在するＬｉイオン電池用正極活物質の製造方法であり、この製造
方法により製造されたＬｉイオン電池用正極活物質である。

特許第5552709号 （登録日：2014年6月6日）

発明者：塚田 博一、今井 浩之、大川 浩一、佐藤 峰夫、
 上松 和義、佐藤 千紘

【課題】放電容量が高く、サイクル特性の良好なＬｉイオン電池用
正極活物質、およびその製造方法を提供する。

【解決手段】ロッド状ＬｉＦｅＰＯ４粉末と、カーボンナノファイバー
またはナノカーボンと、を含み、かつ前記ロッド状ＬｉＦｅＰＯ４
粉末の内部および／もしくは表面に前記カーボンナノファイバー
が存在するか、または前記ロッド状ＬｉＦｅＰＯ４粉末表面にナノ
カーボンが存在する、ことを特徴とする、Ｌｉイオン電池用正極活
物質である。この正極活物質は、リチウム化合物、鉄化合物、リン
酸化合物、およびカーボンナノファイバーを含有する水溶液に、不
活性雰囲気中、還元性雰囲気中または真空雰囲気中で、マイクロ
波水熱法によりＬｉＦｅＰＯ４を合成することができる。

54 デプスフィルター型精密濾過膜及びその
製造方法

特許第5286313号 （登録日：2013年6月7日）

発明者：田中 孝明
【課題】生分解性であって、１μｍ程度の大きさの粒子を阻止する
が水溶性高分子は透過させることができ、かつデプスフィルターと
して利用可能な非対称性構造を有する、新規のポリ乳酸製の精密
濾過膜及びその製造方法を提供する。

【解決手段】ポリ乳酸を溶媒に溶解して得たポリ乳酸の溶液を型に
入れて薄膜状とし、型とともに溶液よりも低温に維持されたポリ乳
酸の非溶媒に浸漬することによってデプスフィルター型精密濾過
膜を得た。好ましくは、溶媒はジメチルスルホキシドであり、非溶
媒は水である。

51 潜熱蓄熱物質を含有する被覆された多孔
性無機粒子及びそれを含む蓄熱材

特許第5540295号 （登録日：2014年5月16日）

発明者：田中 眞人、齋藤 夏風、井上 智博、太見 健志、
 崎山 正人

【課題】熱応答性と機械的強度の高く、応用範囲の広い蓄熱材を
提供する。

【解決手段】けい酸カルシウム水和物結晶の多孔性凝集体の内部
に潜熱蓄熱物質を含有し、その表面が熱硬化性樹脂で被覆された
粒子。

50 生物忌避性複合体およびそれの製造方法

特許第5688727号 （登録日：2015年2月6日）

発明者：坪川 紀夫、皆川 真人、小川 久朗
【課題】徐放性および安定性に優れ、樹脂や溶媒等に均一に分散
でき、分散された材料の機械的強度等を低下させない、生物忌避
性複合体およびそれの製造方法を提供する。

【解決手段】生物忌避剤を陰イオン化し、次いで、陰イオン化され
た生物忌避剤を含む溶液と層状複水酸化物を構成する金属イオン
を含む溶液とを混合することによって、層状複水酸化物と該層状
複水酸化物にインターカレートしてなる生物忌避剤とを含んでな
る生物忌避性複合体を得る。

特許第5561641号 （登録日：2014年6月20日）

発明者：馬場 暁、若月 慶介、新保 一成、加藤 景三、
 金子 双男

【課題】簡素な構成で、可視域〜赤外域の広範囲にわたる太陽光
の電場増強を同時に行うことができる色素増感太陽電池を提供
する。

【解決手段】色素増感型太陽電池は、金属酸化物を含む多孔質膜
及び該多孔質膜４の一面に担持された色素を有する光電極と、対
極と、光電極及び前記対極の間に介在する電解質層と、を備える。
光電極は、３００ｎｍ〜２μｍの周期Λを有する構造が表面に形成
された基板と、多孔質膜の他面と基板の表面との間に形成された
金属薄膜と、を更に備える。周期Λは１μｍ〜２μｍであることが
さらに好ましい。

49 色素増感太陽電池
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67 70

68 71

熱電変換材料 殺菌性銅素材、及び銅素材を用いた殺菌
方法

抗菌剤の製造方法 シリコンウェーハ中に存在する原子空孔の
定量評価装置、その方法、シリコンウェーハ
の製造方法、及び薄膜振動子

特許第5256555号 （登録日：2013年5月2日）

発明者：北川 裕之、久保 衆伍、山田 容士、山田 裕、
 松下 明行

【課題】室温より低い温度域において高いゼーベック係数を有する
材料を提供すること。

【解決手段】ホウ素をドープしたルチル型酸化チタンを含む熱電変
換材料である。特に、３００Ｋ以下の温度域におけるゼーベック係
数が５００μＶ／Ｋ以上である、ホウ素をドープしたルチル型酸化チ
タンである。これらの熱電変換素子材料は、たとえば、チタニアと酸
化ホウ素の粉末をプラズマ焼結させることによりドープできる。

特許第5246572号 （登録日：2013年4月19日）

発明者：小浦方 格、土屋 良海、臼井 聡、坪川 紀夫、
 赤井 純治、江口 操、松田 昇

【課題】殺菌特性が高く、効果的に殺菌が可能な殺菌性銅素材を
提供すること。

【解決手段】冷間加工が施され、冷間加工後の熱処理が施されな
い銅素材を、液体に接触させて液体中の菌を殺菌することを特徴
とする。

特許第5358770号 （登録日：2013年9月13日）

発明者：坪川 紀夫、皆川 真人、小川 久朗
【課題】耐熱性に優れ、樹脂、セラミックス、金属、溶媒などへの分
散性に優れた抗菌剤の製造方法を提供する。

【解決手段】無機粒子とハロスルホニル基を有する化合物とを反応
させてハロスルホニル基を無機粒子に結合させ、ハロスルホニル
基が結合された無機粒子の存在下で抗菌性化合物に結合可能な
官能基を有する単量体をグラフト重合して抗菌性化合物に結合可
能な官能基を有する重合体を無機粒子に結合させ、次いで、前記
の抗菌性化合物に結合可能な官能基を有する重合体が結合され
た無機粒子と抗菌性化合物とを反応させて無機粒子に結合された
重合体を抗菌性重合体に変成することによって、抗菌剤を得る。

特許第5276347号 （登録日：2013年5月24日）

発明者：後藤 輝孝、金田 寛、根本 祐一
【課題】効率的にシリコンウェーハ中に存在する原子空孔の定量評
価を行うことができる原子空孔の定量評価装置及び定量評価方法
を提供する。

【解決手段】定量評価装置は、超音波発振部と超音波受信部とを
有する検出手段と、完全結晶シリコンで構成されたシリコンウェー
ハに前記超音波発振部と前記超音波受信部とを形成したシリコン
試料と、前記シリコン試料に対し外部磁場を印加する磁力発生手
段と、前記シリコン試料を５０Ｋ以下の温度域に冷却・制御可能な
冷却手段とを備える。前記超音波発振部と超音波受信部とは、前
記温度域で温度降下に伴うシリコンウェーハの膨張に追随できる
物性をもち、電場を印加したまま温度を下げると分子軸が電場方
向に配向される高分子材料で形成した薄膜振動子と、前記薄膜振
動子に電場を印加する電極とを有するトランスデューサを備える。

69 72永久磁石の着磁方法 水素ガスセンサ

特許第5326357号 （登録日：2013年8月2日）

発明者：岡 徹雄
【課題】強磁場を十分に行き渡らせて強い磁石を作ることができ、
多極に着磁をする場合には急峻な反転ができ、励磁工程に時間が
かからず、さらに、大掛かりな設備を必要としない、永久磁石の着
磁方法を提供する。

【解決手段】２つの超伝導バルク磁石をこれらの軸線Ｘを結んで同
極を対向させて配置して軸線Ｘと直交する面内に磁場Ｂを発生さ
せるとともに、リング磁石をその中心軸が軸線Ｘと略一致するよう
に配置して磁場Ｂをリング磁石のラジアル方向に印加する。

特許第5142323号 （登録日：2012年11月30日）

発明者：原田 修治、鄭 月順
【課題】水素ガスの漏れが予想される箇所に直接センサを配置する
ことにより、漏れを早期にかつ精度良く測定することできる水素ガ
スセンサを提供する。

【解決手段】この水素ガスセンサは、互いに異なる材料からなる第
１の電極及び第２の電極と、これらの電極と接触する電解質とか
らなるセンサ構造部を備えており、水素ガスとの接触によってこれ
ら電極間に発生する起電力値に基づいて水素ガスを検出する。セ
ンサ構造部は、貫通口が複数形成された基材の貫通口に近接する
位置に成膜形成されている。

61 64

62 65

網状生体電極アレイ 高濃度水素ガスセンサー

マイクロカプセル及びその製造方法並び
にマイクロカプセルを含む飲食品

多孔質中空ポリマー粒子の製造方法及び
多孔質中空ポリマー粒子

特許第5431057号 （登録日：2013年12月13日）

発明者：長谷川 功、鈴木 隆文
【課題】脳などの生体の複雑な形状に対して良好にフィットする電
極アレイを提供する。

【解決手段】複数の空隙が形成された網状のフレキシブル基板と、
前記網状のフレキシブル基板上に互いに間隔を存して配置された
複数の電極と、各電極に接続され、前記網状のフレキシブル基板
に沿って延びる複数の配線と、を備えた網状生体電極アレイ。

特許第5201593号 （登録日：2013年2月22日）

発明者：原田 修治、石塚 達也、中村 恒夫
【課題】簡単な構成でありながら高濃度の水素ガスを検知すること
ができる高濃度水素ガスセンサーを提供する。

【解決手段】この水素センサーは、検出電極及び基準電極と、これ
らの電極と接触する電解質とを備えている。検出電極及び基準電
極として、標準状態において水素分子がこれら電極の表面で自発
的に原子状水素に解離しないような素材を用いている。そして、例
えば、ヒータにより少なくとも検出電極を標準状態より高い温度に
維持することにより、検出電極の表面で水素分子を活性化して解
離させ、これによりこれら電極間に発生する起電力値に基づいて
水素ガスを検出する。

特許第5632746号 （登録日：2014年10月17日）

発明者：田中 眞人、土本 紀彦
水溶性物質と脂溶性物質とを混合し、水溶性物質からなる一次分
散粒子が脂溶性物質中に分散した一次分散液を得る一次分散工
程と、一次分散液とアルギン酸ナトリウム水溶液とを混合し、一次
分散液からなる二次分散粒子が当該アルギン酸ナトリウム水溶液
中に分散した二次分散液を得る二次分散工程と、二次分散液を噴
霧してカルシウムイオン含有溶液９と接触させることで、アルギン
酸カルシウムゲルを形成させ、二次分散粒子がアルギン酸カルシ
ウムゲル中に分散したマイクロカプセルを得る噴霧工程と、を備え
るマイクロカプセルの製造方法。

特許第5626716号 （登録日：2014年10月10日）

発明者：田中 眞人、稲岡 美希、大村 貴宏
【課題】本発明は、気孔径が極めて小さく、特に光学特性に優れる
多孔質中空ポリマー粒子を得ることが可能な多孔質中空ポリマー
粒子の製造方法を提供する。また、本発明は、該多孔質中空ポリ
マー粒子の製造方法を用いて得られる多孔質中空ポリマー粒子を
提供する。

【解決手段】粒子内部に複数の中空部を有する多孔質中空ポリ
マー粒子の製造方法であって、水に重合性モノマー及び水に対し
て親媒性を有する両親媒性溶媒を溶解させ、両親媒性溶媒の水混
合液を調製する工程、前記両親媒性溶媒の水混合液に重合性モノ
マーを添加して重合性モノマー溶液を調製する工程、前記重合性
モノマー溶液を水に添加して懸濁させる工程、及び、前記重合性
モノマーを重合させる工程を有する多孔質中空ポリマー粒子の製
造方法。

63 66ガスタービン吸気塔にミスト噴霧ノズル
を最適に配置する最適配置方法 蛍光体

特許第4563489号 （登録日：2010年8月6日）

発明者：今井 俊明、南 壮、石川 真也、安形 友希子、
 松村 雄士、向井 有美、赤林 伸一

【課題】ガスタービンに供給される燃焼空気を効果的かつ均一に
冷却できるようなミスト噴霧ノズルを備えたガスタービン吸気塔
及び該噴霧ノズルの最適配置方法を提供する。

【解決手段】吸気塔は、大気中からガスタービン燃焼用空気を取
り込む空気取入口が設けられた吸気口部と、空気を浄化する吸気
フィルタを収納する吸気フィルタ室と、吸気口部と吸気フィルタ室
とを連結して吸気通路を形成するダクト部と、吸気通路内に複数
のミスト噴霧ノズルと、を備える。ミスト噴霧ノズルは吸気口部又
はダクト部の吸気通路内に配置される。ミスト噴霧ノズルの個数
は吸気通路内の風速に比例して調整して、噴霧されたミスト濃度
が吸気フィルタ前面において均一になるようにミスト噴霧ノズルが
最適に配置されている。

特許第4594426号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：戸田 健司、上松 和義、佐藤 峰夫、伊藤 豊、
 梅田 鉄

【課題】高い発光輝度を示すことのできる蛍光体の提供。
【解決手段】式ｘＭ１Ｏ・Ｍ２Ｏ・ｙＭ３Ｏ２（ここで、Ｍ１はＣａ、
ＳｒおよびＢａからなる群より選ばれる１種以上、Ｍ２はＭｇおよ
び／またはＺｎ、Ｍ３はＳｉおよび／またはＧｅを表し、ｘは４以上
６以下の範囲の値であり、ｙは２以上４以下の範囲の値である。）
で表される化合物に付活剤が含有されてなる蛍光体。式Ｍ１５（１
−ｚ）ＥｕｚＭ２Ｍ３３Ｏ１２（ここで、Ｍ１、Ｍ２およびＭ３は、前
記と同じ意味を有し、ｚは０．０００１以上０．３以下の範囲の値で
ある。）で表される蛍光体。ブリジガイト（Ｂｒｅｄｉｇｉｔｅ）と同
型の結晶構造を有する前記の蛍光体。
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磁気浮上回転装置 テクスチャー形成用エッチング液

ニッケル含有水溶液からのニッケルならび
に亜燐酸の回収方法とその装置

物質吸着検知方法及び物質吸着検知
センサ

特許第4930906号 （登録日：2012年2月24日）

発明者：岡 徹雄
【課題】撹拌子を浮上、回転させるための超電導バルク体と一体
に構成された冷凍機を有する非接触撹拌機において、高速での撹
拌が要求される場合においても冷凍機の性能が低下することのな
い、磁気浮上回転装置を提供する。

【解決手段】撹拌翼を備え回転軸Ｐを中心とする同心円周上で不
均一な磁束分布を形成するように構成された撹拌子と、撹拌子を
浮上させて回転させる磁極構成物と、磁極構成物を回転軸まわり
に回転させる回転駆動源とを備え、磁極構成物は、超電導バルク
体と、超電導バルク体を冷却する冷却体と、冷却体を冷却する冷
凍機と、冷凍機に冷媒を圧縮して供給する圧縮機とから一体に構
成され、圧縮機は、駆動軸に沿って往復駆動するピストンを有し、
ピストンの駆動軸と磁極構成物の回転軸とを一致させた。

特許第5021427号 （登録日：2012年6月22日）

発明者：臼井 聡、筒井 つよし、赤塚 武、大西 力
【課題】均一性に優れた微細なピラミッド状凹凸部を容易に安定し
て再現するエッチング液を提供する。

【解決手段】アルカリ金属水酸化物溶液をベースに脂肪族ポリアル
コールを添加することにより、シリコン表面に均一で微細なピラ
ミッド状凹凸部を安定して得られる。

特許第5315537号 （登録日：2013年7月19日）

発明者：岡 徹雄、寺澤 俊久
【課題】使用済みめっき液からニッケルを効率よく回収することが
でき、回収したニッケルを再利用することのできる、新規のニッケ
ル含有水溶液からのニッケルならびに亜燐酸の回収方法とその装
置を提供する。

【解決手段】亜燐酸を含有するニッケル含有水溶液の水素イオン濃
度を調整することで亜燐酸ニッケルを析出させる反応水槽と、反
応水槽で析出した亜燐酸ニッケルを磁場に吸着させて分離する沈
殿水槽と、沈殿水槽において亜燐酸ニッケルを吸着させる磁場を
発生する磁場発生手段とを備えた。

特許第5224164号 （登録日：2013年3月22日）

発明者：宮寺 信生、相田 和也、鶴貝 嘉則、新保 一成、
 大平 泰生、馬場 暁、加藤 景三、金子 双男、
 小林 一稔

【課題】圧電素子を利用し、被検出物質の吸着質量の変化量とそ
れに伴う光学特性の変化量とを同時に正確に検出できる物質吸着
センサの提供を目的とする。

【解決手段】水晶基板は、水晶の切り出し方位をＡＴカットとした
水晶基板である。水晶発振用電極は、銀ＡｇからなるＡｇ電極は、
水晶基板に真空蒸着により形成される。Ａｇ電極は、水晶基板の
電極であるのはもちろん、この実施の形態では表面プラズモンを
共鳴励起するための金属薄膜としても用いる。つまり、Ａｇ電極は
水晶基板の電極と、表面プラズモンＳＰの共鳴励起のための金属
薄膜とを兼ねる。

81 84ニッケル含有水溶液からのニッケルの
回収方法とその装置 抗菌性発泡樹脂

特許第5309536号 （登録日：2013年7月12日）

発明者：岡 徹雄
【課題】使用済みめっき液からニッケルを効率よく回収することが
でき、回収したニッケルを再利用することのできる、新規のニッケ
ル含有水溶液からのニッケルの回収方法とその装置を提供する。

【解決手段】ニッケル含有水溶液にトリアジンチオールナトリウム
を混合する溶解水槽と、溶解水槽でトリアジンチオールナトリウム
を混合したニッケル含有水溶液の水素イオン濃度を調整すること
でトリアジンチオールニッケルを析出させる反応水槽と、反応水槽
で析出したトリアジンチオールニッケルを磁場に吸着させて分離
する沈殿水槽と、沈殿水槽においてトリアジンチオールニッケルを
吸着させる磁場を発生する磁場発生手段７とを備えた。

特許第5282279号 （登録日：2013年6月7日）

発明者：坪川 紀夫、皆川 真人
【課題】高価な金属を用いることなく、抗菌剤の溶出がほとんどな
く、そして、優れた抗菌作用を有する、新規の抗菌性発泡樹脂を
提供する。

【解決手段】発泡樹脂と抗菌剤からなる抗菌性発泡樹脂であって、
前記抗菌剤は、シリカ粒子の表面に抗菌性ポリマーをグラフト重
合してなる。好ましくは、前記抗菌性ポリマーがカチオン系抗菌
性ポリマーであり、さらに好ましくは、前記カチオン系抗菌性ポリ
マーが四級ホスホニウム塩基を有する。好ましくは、前記シリカ粒
子の粒子径が１００ｎｍ以下であり、前記発泡樹脂が発泡ポリス
チレン、発泡ポリエチレン、発泡ポリプロピレンのいずれかである。

73 76

74 77

オゾン発生用電極 環状過酸化物誘導体

金属箔を接合した陶磁器製品およびその
製造法 ケミカルバイオセンサー

特許第5428176号 （登録日：2013年12月13日）

発明者：小野 恭史
【課題】気泡が大きく成長する前に電極近傍から気泡を脱離させて
高濃度オゾン水を得ることのできるオゾン発生用電極の提供。

【解決手段】チタン等の電極基板材料をアルカリ脱脂、弗硝酸洗
浄、水洗後、酸化鉛飽和ＮａＯＨ液中で陽分極してα−二酸化鉛
を電析、水洗した後、引き続きシリカゲル微粒子を含む二価の硝
酸鉛水溶液（３０％）中で陽分極電解して、β−二酸化鉛とシリカ
ゲル微粒子とからなる複合膜を電析形成させオゾン発生用電極と
した。

特許第5457638号 （登録日：2014年1月17日）

発明者：鎌田 正喜、綿矢 有佑、金 恵淑
【課題】細胞毒性が低く、高い抗マラリア活性を有し、かつ、短い
工程で安全に合成することのできる、新規の環状過酸化物誘導体
を提供する。

【解決手段】一般式で表される環状過酸化物誘導体。【化１】［式中、
Ｘ１、Ｘ２、Ｒ１、Ｒ２は、水素又は任意の置換基を表す。］

特許第5358842号 （登録日：2013年9月13日）

発明者：山口 典男、大橋 修
【課題】陶磁器類の釉薬若しくは素地上に低融点金属を強固かつ
低温で接合した陶磁器類、その製造方法およびその接合技術を提
供する。

【解決手段】陶磁器類の釉薬若しくは素地材料上に、アルミ箔など
の金属材料を重ねて接触させ、融点以下に加熱し、直流電圧を印
加することにより、陶磁器類を構成する釉薬および素地材料中のガ
ラス相に含まれるナトリウムなどのアルカリ金属イオンが移動するこ
とで表面に電荷を帯び、金属材料との間に静電的な引力が作用し、
この静電引力により釉薬材料と金属材料が密着し、更に金属の界
面の金属材料が酸化され、強固な接合界面を形成することで、金属
材料を強固に接合した陶磁器類を製造する方法、およびその製品。

【効果】５００℃以下の低温で、陶磁器類と金属の接合体を形成する
ことが可能な新しい陶磁器類の接合技術を提供することができる。

特許第5181386号 （登録日：2013年1月25日）

発明者：馬場 暁、萬年 冬竜、石神 良平、大平 泰生、
 新保 一成、加藤 景三、金子 双男、福田 伸子、
 牛島 洋史

【課題】前処理を必要とせずに、短時間でカテコールアミン類を検
出することのできる、新規のケミカルバイオセンサーを提供する。

【解決手段】被検出物質と特異的に化学結合する部位を有するプ
ローブ分子からなる導電性高分子層を備えた。導電性高分子層に
流れる電流値の変化を電流検出器により検出することにより、又
は、導電性高分子層により反射される光の反射率の変化を反射光
検出器により検出することにより、前処理を必要とせずに、短時間
で被検物質を検出することができる。

75 78近紫外線励起発光素子用蛍光体 拡散接合を用いた金属ハニカムの製造
方法

特許第4594407号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：戸田 健司、上松 和義、佐藤 峰夫、伊藤 豊、
 梅田 鉄

【課題】発光強度の高い近紫外線励起発光素子およびそれに好適
な新規蛍光体を提供する。

【解決手段】式（１）で表される化合物における元素Ｍ1および／
またはＭ2の一部が、賦活元素（Ｍ3）で置換されてなる近紫外線
励起発光素子用蛍光体。Ｍ1aＭ2bＰcＯ15（１）（ここで、Ｍ1は、
Ｃａ、ＳｒおよびＢａからなる群より選ばれる１種以上を表し、Ｍ2
はＭｇおよびＺｎからなる群より選ばれる１種以上を表し、ａは１．
５以上２．５以下の範囲の値であり、ｂは２．５以上３．５以下の範
囲の値であり、ｃは３．５以上４．５以下の範囲の値である。）Ｍ1が
Ｓｒであり、Ｍ2がＭｇである前記の蛍光体。Ｍ3がＥｕである前
記の蛍光体。前記の蛍光体を有する蛍光体ペースト。前記の蛍光
体を有する近紫外線励起発光素子。

特許第5120775号 （登録日：2012年11月2日）

発明者：大橋 修
【課題】剥離材を薄くすることができ、接合性に優れた拡散接合を
用いた金属ハニカムの製造方法を提供する。

【解決手段】平板状の母材を積層にすると共に、それら母材間に所
定間隔でアルミニウム箔を配置し、窒素ガス雰囲気中で、積層に
した母材を加圧状態で加熱することにより、アルミニウム箔間で
母材を拡散接合した後、前記積層方向に引張力を加えて展張する
ことにより、母材をセル壁とし、該セル壁にて区画形成された中空
柱状の多数のセルを有するハニカムコアを形成する。窒素ガス雰
囲気中の窒素ガスとアルミニウム箔中のアルミニウムとにより、母
材の表面にアルミニウム窒化物が形成され、この窒化物は脆いた
め、アルミニウム箔を上下に挟んだ位置で母材と母材とを分離す
ることができる。
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空気中のラドン及びトロンの測定方法 酸化チタンの製造法

有機半導体放射線／光センサー及び
放射線／光検出装置 窒化物又は酸窒化物の製造法

特許第4649670号 （登録日：2010年12月24日）

発明者：上松 和義、佐藤 峰夫、太田 雅壽、戸田 健司
高感度でラドンとトロンの分離測定が可能であって、かつ、装置構
成が小型で、測定環境の影響も受けることがない、新規の空気中
のラドン及びトロンの測定方法を提供する。空気中のラドン及びト
ロンを吸着剤に吸着させ、ラドン及びトロンの壊変過程で放出さ
れるベータ線が前記吸着剤を通過する際に発生するチェレンコフ
光を測定することによりラドン及びトロンを測定し、チェレンコフ
光の減衰時間に基づき、ラドンとトロンの混合割合を測定する。吸
着剤は、孔径０．３〜３０ｎｍの細孔を備えた多孔質ガラスが好ま
しく用いられる。

特許第4581093号 （登録日：2010年9月10日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、松本 貴子、
 中島 沙絵

【課題】反応条件が穏和であって、環境負荷が小さく、さらに原料
が安価であって低コストで酸化チタンを製造することのできる、酸
化チタンの製造法を提供する。

【解決手段】Ｎａ１６Ｔｉ１０Ｏ２８を硝酸に溶解し、１００℃以下
で蒸発乾固する。Ｎａ１６Ｔｉ１０Ｏ２８はＮａ２ＣＯ３とＴｉＯ２を
湿式混合し、焼成することで得られたものである。穏和な環境負
荷が小さい反応条件で、かつ、低コストで、結晶性の酸化チタンを
製造することができる。

特許第5002831号 （登録日：2012年6月1日）

発明者：宮田 等、藤垣 佳正、山口 容史、武藤 尚徳、
 田村 正明
β線をリアルタイムで検出できる高感度の有機半導体放射線／光
センサー及び放射線／光検出装置を提供する。有機半導体に信号
増幅用ワイヤーを内包させた。信号増幅用ワイヤーに高電圧をか
けることによって、放射線又は光の通過によって生じたキャリアが
信号増幅用ワイヤー近傍の高電場によってアバランシェ増幅され、
検出効率が飛躍的に改善されるので、エネルギー損失が少ないβ
線などの放射線であっても、リアルタイムで高感度に検出すること
ができる。

特許第5124767号 （登録日：2012年11月9日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、松本 貴子
【課題】反応性に優れ、着色ムラや生成物の窒化の程度の差が生
じることのない窒化物及び酸窒化物の製造法を提供する。

【解決手段】Ｇａ、Ｇｅ、Ｚｎ、Ｉｎ、Ｓｎから選ばれる少なくとも１
種類の金属元素を含む組成式ＫＭＯ２（Ｍは金属元素）で表され
る化合物をアンモニア流通下で加熱した。Ｋ２ＺｎＧｅＯ４、アン
モニア流通下において７００〜１０００℃で加熱、又は、ＫＧａＯ２
をアンモニア流通下において７００〜１０００℃で加熱した。

93 96マイクロカプセル及びその製造方法 発光ダイオード用蛍光体

特許第4734661号 （登録日：2011年5月13日）

発明者：田中 眞人
皮膚に塗布した際に、有効成分を徐放する速度をコントロールす
ることのできる、新規のマイクロカプセル及びその製造方法を提供
する。有効成分と、ポリイソプロピルアクリルアミドと、メチルセル
ロースとを内包した非水溶性エチルセルロースからなる。皮膚の
温度や水分の環境変化の条件に応じて、温度応答性のあるポリイ
ソプロピルアクリルアミドと、吸水性のあるメチルセルロースと、マ
イクロカプセルのマトリックスとなる非水溶性エチルセルロースの
混合割合を変化させることにより、有効成分の徐放性をコントロー
ルすることができる。

特許第4752067号 （登録日：2011年6月3日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、高坂 真一郎
【課題】紫外発光体の励起により三原色のいずれかの発光を示す
新規の発光ダイオード用蛍光体を提供する。

【解決手段】一般式：Ｎａ３（Ｙ１−ｘＥｕｘ）Ｓｉ２Ｏ７（０＜ｘ＜１）
で表される組成からなる。Ｅｕの濃度は、２０〜８０モル％とする
のが好ましい。発光色は深い赤色であり、紫外発光ダイオード又
は青色発光ダイオードにより励起可能な赤色蛍光体として用いる
ことができる。

85 88

86 89

水素センサ 水素量センサー

ＣＺ法によるＳｉ単結晶インゴットの製造
方法 ビアリール系化合物の製造方法

特許第4686726号 （登録日：2011年2月25日）

発明者：原田 修治、岡田 稔
【課題】水素貯蔵合金に吸蔵される水素量を安定的に測定するこ
とができるような水素センサを提供する。

【解決手段】この水素センサは、検出電極と基準電極とが取り付け
られた電解質体を有する水素センサにおいて、電解質体は、金属
イオン導電性を有する固体電解質から構成されている。これによ
り、水素の吸蔵の過程で水素センサが真空雰囲気に曝されても、
電解質体が劣化することがなく、良好なイオン伝導性を維持して、
安定したセンシング機能を発揮することができる。

特許第4538640号 （登録日：2010年7月2日）

発明者：原田 修治、岡田 稔、鄭 月順、風間 寿弥
【課題】水素貯蔵合金に吸蔵される水素量を安定的に測定するこ
とができるような水素センサーを提供する。

【解決手段】この水素量センサーは、水素貯蔵容器の内部に配置
された水素貯蔵合金からなる検出電極と、検出電極と対向して配
置された基準電極と、検出電極および基準電極の間に配置された
電解質体とを備えている。この電解質体は、無水状態で電解質の
機能を有するものである。これにより、水素の吸蔵の過程で水素
量センサーが真空雰囲気に曝されても、電解質体が劣化すること
がなく、良好なイオン伝導性を維持して、安定したセンシング機能
を発揮することができる。

特許第5204415号 （登録日：2013年2月22日）

発明者：後藤 輝孝、根本 祐一、金田 寛、宝耒 正隆
【課題】ある引き上げ速度プロファイルで育成されたＳｉ単結晶の
欠陥領域あるいは無欠陥領域のタイプを明確に検出し、このデー
タを次の引き上げにフィードバックすることよって、欠陥領域のな
いＳｉ単結晶を安定して育成する。

【解決手段】ＣＺ法によるＳｉ単結晶インゴットの製造に際し、先行
して育成されたＳｉ単結晶インゴットの横断面における原子空孔の
濃度分布を、原子空孔の直接観測法によって検出し、それを後続
の引き上げ処理にフィードバックして、後続の引き上げにおける速
度プロファイルを調整する。

特許第4815604号 （登録日：2011年9月9日）

発明者：萩原 久大
【課題】活性が高く、温和な反応条件で、かつ、少量の使用であっ
ても収率よく鈴木−宮浦カップリングを進行させることができる、
新規のパラジウム触媒とこれを用いたビアリール系化合物又はヘ
テロビアリール系化合物の製造方法を提供する。

【解決手段】パラジウム触媒及び塩基の存在下において、芳香族ハ
ロゲン化物と芳香族ボロン酸とを反応させてビアリール系化合物
を製造するに際し、パラジウム触媒として、［１−ブチル−３−メチ
ルイミダゾリウム］ＰＦ６に溶解した酢酸パラジウムをジエチルアミ
ノプロピル残基で表面修飾した無定形アルミナの空孔内に固定化
させてなるパラジウム触媒を用いた。

87 90シリコンウェーハ中に存在する原子空孔
の定量評価装置および方法 ワイヤ放電加工の表面改質方法

特許第5008423号 （登録日：2012年6月8日）

発明者：後藤 輝孝、根本 祐一、金田 寛、宝耒 正隆
【課題】シリコン試料の表面に、適正化を図った薄膜振動子を形成す
ることにより、シリコンウェーハ中の原子空孔濃度を、その濃度を高
める等の加速処理を行うことなく、定量的に評価することができる、
ウェーハ中に存在する原子空孔の定量評価装置等を提供する。

【解決手段】シリコンウェーハから所定の部位を切り出したシリコ
ン試料に対し外部磁場を印加する磁力発生手段と、シリコン試料
を50Ｋ以下の温度域に冷却・制御可能な温度制御手段と、シリ
コン試料の表面に対し超音波パルスを発振し、発振させた超音波
パルスをシリコン試料中を伝播させ、伝播した超音波パルスの音
速変化を検出する超音波発振・検出手段とを有し、シリコン試料
の表面に、前記温度域でシリコン試料の膨張に追随できる物性を
もち、かつＣ軸が所定の方向に揃った薄膜振動子を直接形成して
なることを特徴とする。

特許第4892682号 （登録日：2012年1月6日）

発明者：田村 武夫、金子 倉之介
【課題】作業性に優れ、溶融再凝固層を除去して表面を改質するこ
とができるワイヤ放電加工の表面改質方法を提供する。

【解決手段】脱イオン水を用いて超硬合金をワイヤ放電加工機によ
り加工するワイヤ放電加工方法において、電圧が印加されたワイ
ヤ電極により超硬合金に放電加工を施して加工面を形成し、前記
放電加工から電解作用による電解加工に電圧を調整し、ワイヤ電
極により前記電解加工を施して加工面の溶融再凝固層を除去す
る。ワイヤ放電加工により、超硬合金の加工面には、クラックなど
を含む溶融再凝固層が形成され、放電加工から電解加工に電圧を
調整し、電解作用により溶融再凝固層を除去することができ、溶
融再凝固層を除去した加工面は超硬合金の母材による緻密な面
となり、他の研磨装置などを用いることなく、ワイヤ放電加工機の
みを用いて、切断加工と加工面の改質処理とを行うことができる。
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粘土熱処理粒状物 蛍光体

ニオブ酸カリウム単結晶の合成方法 光触媒膜の製造方法

特許第5401656号 （登録日：2013年11月8日）

発明者：池田 武、黒崎 英昭、佐藤 悌治
【課題】籾殻等の草木質とスメクタイト系粘土との熱処理物からな
り、適度な保水性と粒子強度を有し、水田等の土壌改良剤として
有用な粘土熱処理粒状物を提供する。

【解決手段】スメクタイト系粘土と、セルロース及びヘミセルロー
スを主要成分とする草木質とを混合し、該混合物を造粒し、次い
で該造粒物を２００乃至３５０℃の温度で熱処理することを特徴
とする。

特許第4966530号 （登録日：2012年4月6日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、米野 憲、
 小廣 健司、土田 良彦

【課題】本発明の目的は、実用上、演色性を主とする発光特性を改
善した発光装置を与え得る蛍光体を提供することにある。

【解決手段】式ａＭ1Ｏ・ｂＭ22Ｏ3・ｃＭ3Ｏ2（式中のＭ1は
Ｂａ、Ｓｒ、Ｃａ、ＭｇおよびＺｎからなる群より選ばれる１種以上
の元素であり、Ｍ2はＡｌ、Ｓｃ、Ｇａ、Ｙ、Ｉｎ、Ｌａ、ＧｄおよびＬ
ｕからなる群より選ばれる１種以上の元素であり、Ｍ3はＳｉ、Ｔ
ｉ、Ｇｅ、Ｚｒ、ＳｎおよびＨｆからなる群より選ばれる１種以上の
元素であり、ａは８以上１０以下の範囲の値であり、ｂは０．８以
上１．２以下の範囲の値であり、ｃは５以上７以下の範囲の値であ
る。）で表される化合物に、付活剤として希土類元素、Ｍｎおよび
Ｂｉからなる群より選ばれる１種以上の元素が含有されてなること
を特徴とする蛍光体。

特許第4599562号 （登録日：2010年10月8日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、飯田 晃弘
【課題】結晶欠陥が生じにくく、製造効率に優れたニオブ酸カリウ
ム単結晶の合成方法を提供する。

【解決手段】Ｎｂ２Ｏ５とＫ２ＣＯ３の混合物にフラックスを添加し、
８００〜１０００℃の温度範囲で焼成する。フラックスとしてはＫＦ
が好ましく用いられる。固相法でありながらも低温で結晶育成が
可能となり、結晶欠陥が生じにくく、製造効率に優れたニオブ酸カ
リウム単結晶の合成方法を提供することができる。

特許第4437226号 （登録日：2010年1月15日）

発明者：八木 政行
【課題】可視光の照射によって高い光触媒活性を有する光触媒膜
と、この光触媒膜を簡便に再現性よく成膜することのできる光触
媒膜の製造方法を提供する。

【解決手段】本発明の光触媒膜は、ナノポーラス構造を有する酸化
タングステンからなる。タングステン酸とアンモニアを水中で反応
させた後に水溶性有機溶媒を加えてタングステン酸とアンモニアの
反応物を析出させ、この反応物に増粘剤を加えて混合して成膜し、
焼結することで製造する。可視光の照射によって高い光触媒活性
を有する光触媒膜と、この光触媒膜を簡便に再現性よく成膜するこ
とのできる光触媒膜の製造方法を提供することができる。

105 108蓄光性蛍光体 液相材料の相変化状態検出装置

特許第4362591号 （登録日：2009年8月28日）

発明者：上松 和義、戸田 健司、佐藤 峰夫
【課題】白色や多色の残光特性を示す新規の長残光蛍光体を提供
する。

【解決手段】本発明の長残光蛍光体は、Ｍｇ２ＳｎＯ４からなり、
白色の残光特性を示す。Ｍｇ２ＳｎＯ４に遷移金属元素イオン又は
希土類元素イオンをドープすることによって、種々の発光色をもつ
長残光蛍光体とすることができ、Ｍｎ２＋をドープすると緑色、Ｃｒ
２＋をドープすると黄色の残光特性を示す長残光蛍光体を得るこ
とができる。Ｍｎ２＋又はＣｒ２＋は、Ｍｇ２ＳｎＯ４中の濃度が０．
０１〜１０モル％となるように添加するのが好ましい。

特許第4370403号 （登録日：2009年9月11日）

発明者：坂本 秀一
【課題】液相の材料が固相化するときに、液相から固相までの変化
の状態を的確に監視でき、さらに相変化の完了時期を的確に推定
する。

【解決手段】本発明は、超音波を送信する手段と、該超音波を受
信する手段と、該受信された超音波を電気信号に変換しその電気
信号の大きさの時間変化率を求める手段と、液状状態で受信した
該電気信号の大きさと相変化の進行中での該電気信号の大きさ
とを比較する手段と、該時間変化率と前記比較する手段で比較し
た結果により相変化の状態を推定する手段と、推定した該相変化
の状態を表示する手段とを有する液相材料の相変化状態検出装
置である。

97 100

98 101

ニオブ酸カリウムの低温製膜法 白金修飾電極の製造方法

発光ダイオード用蛍光体 一包化包装された薬剤の識別方法及び
識別装置

特許第4474553号 （登録日：2010年3月19日）

発明者：戸田 健司、上松 和義、佐藤 峰夫、飯田 晃弘
【課題】真空や高エネルギーを必要とする特殊な装置や、高価で特
殊な原料を使用することなく、低温でニオブ酸カリウムの薄膜を作
製することのできる、ニオブ酸カリウムの低温製膜法を提供する。

【解決手段】Ｋ２ＮｂＯ３Ｆの単結晶を基板上で潮解させ、乾燥し
た。潮解させる際の湿度は、６０％以上であり、潮解させる際の温
度は、０〜５０℃であることが好ましい。室温で高品位のニオブ酸
カリウムの単結晶薄膜を作製することができる。

特許第4872078号 （登録日：2011年12月2日）

発明者：八木 政行
【課題】少量の白金で非常に高いプロトン還元触媒活性を示す白
金修飾電極及びその製造方法を提供する。

【解決手段】有機酸類で保護した白金コロイド溶液に電極基板を
浸漬し、電極基板上に白金コロイドを集積させる。有機酸類で保
護した白金コロイド溶液は、白金酸類の水溶液を加熱しながら有
機酸類を添加することによって調製する。白金酸類としては、塩化
白金酸、塩化白金酸水和物、塩化白金酸塩のいずれかが好ましく、
有機酸類としては、クエン酸、クエン酸水和物、クエン酸塩のいず
れかが好ましく、電極基板としては、ＩＴＯ電極が好ましい。

特許第4528983号 （登録日：2010年6月18日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、高坂 真一郎、
 川上 義貴
紫外発光ダイオードの励起により三原色のいずれかの発光を示す
新規の発光ダイオード用蛍光体、或いは、青色発光ダイオードの
励起により赤色域の発光を示す新規の発光ダイオード用蛍光体を
提供する。Ｎａ２ＳｒＳｉ２Ｏ６にＥｕ３＋をドープする。好ましく
は、Ｅｕ３＋は、母体結晶中の濃度が１〜８０モル％となるように
添加し、Ｎａ２ＳｒＳｉ２Ｏ６のＳｉ４＋サイトにＡｌ３＋又は／及び
Ｇａ３＋を置換する。Ｃａ３Ｓｉ２Ｏ７にＣｅ３＋とＴｂ３＋をドープ
する。好ましくは、Ｃｅ３＋とＴｂ３＋は、母体結晶中の濃度がそれ
ぞれ０．１〜５モル％及び０．１〜２０モル％となるように添加する。
Ｃａ３Ｓｉ２Ｏ７にＥｕ２＋をドープする。好ましくは、Ｅｕ２＋は、
母体結晶中の濃度が０．５〜１０モル％となるように添加する。

特許第4878165号 （登録日：2011年12月9日）

発明者：永井 直人、外山 聡
【課題】テラヘルツ波を用いて一包化包装された薬剤の種類を効
率的に正確に判別することができる、新たな一包化包装された薬
剤の識別方法及び識別装置を提供する。

【解決手段】本発明の一包化包装された薬剤の識別方法は、テラ
ヘルツ波照射時の応答と可視光画像情報に基づき薬剤の種類を
識別する。本発明の一包化包装された薬剤の識別装置は、一包化
包装された薬剤にテラヘルツ波を照射する照射手段と、薬剤から
の応答を検出する検出手段と、薬剤の可視光画像情報を取得する
画像取得手段と、応答と可視光画像情報に基づき薬剤の種類を識
別する識別手段とを備えた。識別手段により識別された前記薬剤
の種類が処方すべき薬剤の種類と符合するか否かを判定する判定
手段を備えてもよい。一包化包装された薬剤の種類や数をそのま
まの状態で、効率的に正確に判別することができる。

99 102全固体エレクトロクロミックデバイス、
エレクトロクロミック膜とその製造方法

タンタル系酸窒化物光触媒及びその製造
方法

特許第4505648号 （登録日：2010年5月14日）

発明者：八木 政行
【課題】変色応答速度が速い全固体エレクトロクロミックデバイス
を提供する。高速かつ明瞭な多重エレクトロクロミック特性を有
する、全固体エレクトロクロミックデバイス、エレクトロクロミック
膜とその製造方法を提供する。

【解決手段】一対の電極基板の間にエレクトロクロミック層と固体
電解質層とを挟持してなる全固体エレクトロクロミックデバイスに
おいて、固体電解質層をアガロースゲルから構成した。エレクトロ
クロミック層はＷＯ３／Ｒｕ錯体複合膜であり、ＷＯ３／Ｒｕ錯体
複合膜は、過酸化タングステン酸とＲｕ錯体を含む水溶液に高分
子電解質を加えてコロイド溶液を調製し、このコロイド溶液から電
解析出法により電極基板上にＷＯ３／Ｒｕ錯体を析出させること
によって形成する。

特許第4437230号 （登録日：2010年1月15日）

発明者：戸田 健司、佐藤 峰夫、上松 和義、松本 貴子
【課題】可視光域で水の光分解を効率的に行うことができる新規の
光触媒を提供する。

【解決手段】ＢａＣＯ３とＴａ２Ｏ５のモル比（５−ｘ）：４（０．２５
≦ｘ≦１）の混合物を空気中で焼成してＢａ５−ｘＴａ４Ｏ１５−ｘ
を得て、このＢａ５−ｘＴａ４Ｏ１５−ｘとＬａ２Ｏ３のモル比１：ｘ
の混合物をＮＨ３雰囲気下で焼成することで本発明のタンタル系
酸窒化物光触媒が得られる。本発明のタンタル系酸窒化物光触媒
は、一般式：Ｂａ５−ｘＬａｘＴａ４Ｏ１５−ｘＮｘ（０．２５≦ｘ≦１）
で表される。
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一様二軸引張試験用治具

キャピラリーバリア多層地盤における
集排水制御構造

特願2013−165003 （出願日：2013年8月8日）

発明者：プラムディタ ジョナス アディティヤ、窪田 陽考、
 田村 隆、田邊 裕治

【課題】万能試験機に取り付けられることにより一様二軸引張試験
を可能とするとともに、試験中において試験片の変形の観察を可
能とする、一様二軸引張試験用治具を提供する。

【解決手段】トップ部材の上方向の移動に伴って、第一の中央部材
が左上４５°方向、第二の中央部材が右上４５°方向にそれぞれ移
動することにより、トップ部材を上方向に引っ張る動作により、第
一のチャック部材、第二のチャック部材、第三のチャック部材、第
四のチャック部材によって、直交する二軸に沿った一様な引っ張り
動作を行うことができるように構成した。

特願2012−206717 （出願日：2012年9月20日）

発明者：小林 薫、松元 和伸、森井 俊広、中房 悟
【課題】貝殻による礫層代替層の形成に際して粉砕・分級した貝殻
の運搬などの作業工程を省略でき、礫層としての品質を充分に確
保しつつ、施工作業を合理的、効率的かつ低コストにしうるキャピ
ラリーバリア多層地盤における集排水制御構造を提供することを
目的とする。

【解決手段】粗粒物層の上部に細粒物層を構築し、両層の保水性
の差異から上層の保水力と同様の高さまで側方集排水が促進制
御できるキャピラリーバリア多層地盤における集排水制御構造で
あって、粗粒層の上部に小径の細粒物からなる細粒物層を構築し
てキャピラリーバリア多層地盤となし、下り傾斜の側方方向に集
排水促進させてなる集排水制御構造において、貝殻層を形成し、
振動を与えながら転圧して破砕貝殻層となし、上部に構築される
細粒物層の細粒物が混入しない貝殻粒径及び粒度分布に形成し、
破砕貝殻層で粗粒層の代替をしたことを特徴とする。

119 吸音構造体

特許第5446018号 （登録日：2014年1月10日）

発明者：岩瀬 昭雄
【課題】建築施工面や意匠面での要求に適合しつつ、低周波数範
囲の吸音を行う吸音構造体を提供する。

【解決手段】吸音構造体は、複数の開口部を有した板状部材と、剛
体壁と、板状部材と剛体壁との間に設けられた背後空気層と、を
備える。吸音構造体は、開口部に接続された延長部材をさらに備
え、かつ、延長部材の少なくとも延長部が背後空気層内に収容さ
れていることを特徴とする。開口部が孔形状又はスリット形状を成
すことが好ましい。延長部は、背後空気層の厚さＬよりも長いこと
が好ましく、また、延長部の少なくとも一部に折り返し部が形成さ
れていることが好ましい。また、延長部材と、これに隣接する延長
部材と、を連結する連結部材ｌをさらに備えることが好ましい。
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鋭利物の切れ味評価装置及び切れ味
評価方法

断面積急変部を備えた消音器

特願2014−131730 （出願日：2014年6月26日）

発明者：プラムディタ ジョナス アディティヤ、清水 雄介、
 田邊 裕治

【課題】試料として生体軟組織を用いても、鋭利物による切れ味を
物理量で定量的に評価することが可能な、鋭利物の切れ味評価装
置及び切れ味評価方法を提供すること。

【解決手段】鋭利物支持部材と、互いに離隔した位置に設けられ、
試料としての生体軟組織を、張力を付与した状態で把持可能な第
１及び第２把持部材と、前記第１把持部材と前記第２把持部材と
の間で前記生体軟組織に付与される張力を変更可能な張力変更
機構と、前記生体軟組織の張力を計測可能な張力計測器と、前記
生体軟組織と前記鋭利物との相対位置を変え、前記鋭利物を、前
記第１把持部材と前記第２把持部材との間で前記生体軟組織に
接触させることが可能な位置可変機構と、前記鋭利物を前記生体
軟組織に接触させた状態で、前記生体軟組織から前記鋭利物に作
用する荷重を計測可能な荷重計測器と、を備える。

特願2013−207853 （出願日：2013年10月3日）

発明者：坂本 秀一
【課題】従来よりも簡素かつ据付容易な構造を有しながらも、高い
消音特性を発揮する消音器を提供する。

【解決手段】本発明の消音器は、媒体を区画する第１側壁と、第１
側壁の一側面３Ａから張り出しかつ媒体を囲繞して第１内部空間
を形成する第１周囲壁と、第１側壁中に設けられて第１断面積急
変部を形成しかつ第１周囲壁の第１内部空間と第１側壁の他側面
との間で媒体の流通を可能にするオリフィスと、を備える。さらに、
消音器は、オリフィスの周縁から第１内部空間へ張り出した第１多
孔質筒状体を備え、かつ、第１多孔質筒状体の張り出し長さＬが、
オリフィスの径Ｄの０．１〜１倍の範囲に設定されていることを特
徴とする。

116 太陽光を利用した集熱蓄熱装置

特願2014−534366 （出願日：2013年9月3日）

発明者：児玉 竜也、郷右近 展之、松原 幸治、櫻井 篤
５００℃以上の高温度域での熱利用を可能にする、新規の太陽光
を利用した集熱蓄熱装置を提供する。蓄熱材料粒子からなる流動
層を収容する容器と、容器に収容された流動層へ太陽光を集光し
て照射する地上反射鏡とタワー反射鏡と、容器の底部に設けられ
流動層に気体を導入する導入口と、容器の上部に設けられ流動層
を通過した気体を導出する導出口と、容器に設けられ流動層の熱
により気体を加熱する加熱器を備えるとともに、導入口から導入
される気体により蓄熱材料粒子を容器内において循環流動させる
ように構成した。
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磁場移動型イオン交換樹脂およびその
製造方法 パンタグラフの接触力変動低減装置

コンクリート系建設材料のリサイクル方法 管体

特許第3951029号 （登録日：2007年5月11日）

発明者：今泉 洋、山口 貢、福井 聡
【課題】イオン交換樹脂に磁場移動能を持たせることにより従来の
イオン交換樹脂の欠点を解消し、イオン交換樹脂の利用分野を拡
大させる。

【解決手段】イオン交換樹脂の粒子と、前記イオン交換樹脂粒子中
に混入した磁性無機化合物含有ガラスの粉末とを含むことを特徴
とする磁場移動型イオン交換樹脂。

特願2015−018346 （出願日：2015年2月2日）

発明者：小林 樹幸、臼田 隆之、横山 誠
【課題】スライディングモード制御を利用して、架線とパンタグラフ
の接触力変動を効果的に抑制するパンタグラフの制御手法を提供
する。

【解決手段】架線に接して集電する舟体と、舟体を架線に向かって
接離する枠組と、枠組を駆動する空気圧アクチュエータとを備え
たパンタグラフを対象とする。舟体の質量、枠組の質量、舟体と枠
組の間の剛性と減衰性能、パンタグラフのダンパ性能、設計パラ
メータ、制御ゲイン、アクチュエータのゲインと時定数及びパンタ
グラフのゲインとに基づいて定める係数行列に対して、舟体の変
位と速度及び枠組の変位と速度、さらにアクチュエータの軸力と
からなる状態変数を作用させて求めた切換関数を利用して生成し
た制御指令信号により、アクチュエータの軸力を調整する。

特許第3362179号 （登録日：2002年10月25日）

発明者：長瀧 重義、佐伯 竜彦、飯田 一彦、辻 正哲
【課題】コンクリート構築物から骨材を再生して１回乃至複数回再
利用することを可能とすることによって、再生骨材の再利用の範囲
を拡大するとともに、環境汚染を防止し、天然資源の節約および
有効活用を図ることができる本発明のコンクリート系建設材料の
リサイクル方法を提供する。

【解決手段】既存のコンクリート構築物あるいはこれから構築する
コンクリート構築物の強度を予め掌握して、既存のコンクリート構
築物あるいはこれから構築するコンクリート構築物を解体して得
られる再生骨材を使って該強度より強度の低い新たなコンクリー
ト構築物の構築に使用することを特徴とするコンクリート系建設
材料をリサイクル方法。

特願2014−215274 （出願日：2014年10月22日）

発明者：樽屋 啓之、中田 達、中 達雄、鈴木 哲也
【課題】摩擦抵抗を低減させ輸送効率を向上させる。
【解決手段】直線状円管の管体を接続して管路が構成される。管
体は、内周面の管頂部と管底部とに、すなち、管軸を含む垂直面
と交差する部位に、フィンが互いに向き合って設けられる。フィン
は、断面が三角形状に形成された合成樹脂製細棒状体から構成さ
れる。管体の管頂部と管底部とにはそれぞれ、凹溝が管軸方向に
沿って形成される。この凹溝には、フィンの底部が取り付けられる
ようになっている。管体の内周面には、互いに向き合って断面三角
形状のフィンが設けられているので、管体に流体が流れると、流れ
の横断方向に２次流が発生するようになっている。

113 低騒音翼、及び低騒音翼装置

特願2014−201580 （出願日：2014年9月30日）

発明者：藤澤 延行、山縣 貴幸、根本 泰行
【課題】翼の空力性能を劣化させることなく、離散周波数騒音を
抑制するための低騒音翼及びそれを用いた低騒音翼装置を提供
する。

【解決手段】本発明に係る低騒音翼は、翼弦線Ｌの中点よりも後縁
Ｒ寄りの翼弦方向位置において、翼弦線Ｌの垂線Ｖに対して傾斜
を有する後端面ＲＳが形成され、当該傾斜は、流体の流れの方向
に対して翼弦線Ｌがなす傾斜とは反対回りの傾斜であることを特
徴とする。
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脚型車輪型兼用移動装置 非接触型被処理物回転処理装置

微細凹部加工装置及び微細凹部加工方法 磁気分離方法及び磁気分離装置

特許第4590639号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：岡田 徳次
【課題】脚型歩行又は車輪型転動のいずれの移動型式にも必要に
応じて自在に切換えて移動を可能にする装置を提供する。

【解決手段】股関節軸に同心な２つの円筒軸で２つの回転駆動力
を伝達し、その１つで逆向きに伸びる２つの腕を回転させ、他の１
つで両腕先の膝関節周りの脚を揺動させ、また、股関節軸を中心
とする膝関節の回転半径より大きな半径の円枠を腕に固定してそ
の外側を車輪とする。前記脚を概略地面側に向けて立脚相を生成
させる脚型用プログラムと、概略天井側に向けて遊脚相に待機さ
せる車輪型用プログラムと、両者をスムーズにつなげるプログラム
の３種を予め脚姿勢制御装置に記憶し、実行プログラムを切換え
るだけで特別な機械要素を付加したり付け替えることなしにユー
ザが装置に乗車したまま脚型歩行、あるいは車輪型転動のいずれ
の移動型式にも自在に切換えて兼用可能にした。

特許第4644766号 （登録日：2010年12月17日）

発明者：福井 聡、小川 純、山口 貢、笹原 友栄
【課題】密閉容器内の環境を汚染しない非接触型の被処理物回転
処理装置を提供する。

【解決手段】回転基板処理装置の１つであるスピンコーターを例
に取ると、密閉容器内でスピンヘッドを保持台の上に保持し、スピ
ンヘッドと第二種超電導体の間にピン止め力を発生させ、昇降手
段で第二種超電導体を上昇させてスピンヘッドを浮上させ、第二
種超電導体の内側中心に配置された非接触式回転動力伝達体に
よって発生した回転力をスピンヘッド側に追従発生させてスピン
ヘッドを駆動モータに連動して回転させる。

特許第5084191号 （登録日：2012年9月14日）

発明者：桝田 正美、上原 義貴、太田 稔、高嶋 和彦
【課題】ワークに負荷される荷重及び加工工具の変位を測定演算
して、ワーク負荷荷重及び加工工具の変位の双方を制御すること
ができ、その結果、ワークの材質や加工工具の形状の違いに起因
する塑性変形挙動の変化による微細凹部の形状のばらつきを少な
く抑えることが可能である微細凹部加工装置及び微細凹部加工方
法を提供する。

【解決手段】微細突起を先端部に有する加工工具を着脱可能に取
り付けたクロスヘッドと、クロスヘッドを鉛直方向に移動させて加
工工具をワークＷの表面Ｗａに押し付け可能とした押圧機構とし
てのサーボモータ及びボールねじと、クロスヘッドの移動を制御す
る演算・制御部を備え、加工工具に負荷される荷重を測定して演
算・制御部に出力する荷重センサと、加工工具とワークＷの変位
を測定して演算・制御部に出力する変位センサを設けた。

特許第3511094号 （登録日：2004年1月16日）

発明者：山口 貢、福井 聡
【課題】巨大な磁気勾配に起因した磁気力によって、所定の混合物
質を磁気的に分離し、高濃度に保持することのできる新規な磁気
分離方法及び磁気分離装置を提供する。

【解決手段】所定の容器の両側面に対向するように、Ｙ系又はＢｉ
系の酸化物高温超伝導体からなり、着磁した１対の磁石を、それ
らの端面間の距離が約２０ｍｍ以上となるように設ける。そして、
磁石の端面間に所定の混合物質を流入させることにより、端面間
に発生する巨大な磁気力によって前記混合物質を磁気分離し、保
持する。

128 走行形態切換え装置および制御方法

特許第4590568号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：岡田 徳次
手足を自由に使えない車椅子等の利用者であっても、片手による
自力操作で走行形態を簡単に切換え可能な走行形態切換え装置
を提供することを課題とする。差動歯車機構、あるいはピニオンと
ラックの組み合わせ機構を使用し、操縦桿の回転動作、あるいは
その傾け動作や移動動作を２つの回転軸に伝える。そして、２つの
回転軸にドラムを直結し、第１の連結手段としてのフレキシブルワ
イヤによって前記２つの回転軸の回転を操舵軸に伝える。また、各
車輪の操舵軸を第２の連結手段によって平行状または襷掛状に連
結する。このようにして４輪車の前後移動、左旋回、右旋回、その
場回転、平行移動、およびその場停止制動等の形態を片手で簡単
に切換え可能にする。
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フィブリンゲル圧延装置 溶融スラグ熱回収装置

磁性沈殿の磁気分離装置及び磁気分離
方法 超伝導回転機

特許第5093546号 （登録日：2012年9月28日）

発明者：川瀬 知之、山内 慶次郎、阿部 和幸
誰でも簡単にフィブリンゲルを傷つけずに均一に薄く圧延できる
圧延装置を提供する。フィブリンゲル圧延装置は、柄部と押圧用
凸部とを有した第１部材と、柄部と押圧用凸部に対応した形状を
成す収容用凹部とを有した第２部材と、を備える。第１・第２部材
は、押圧用凸部と収容用凹部との離間距離ｄを変更自在に調節し
てフィブリンゲルを収容し圧延できるよう、互いに部分的に結合又
は回転可能に支持されていることを特徴とする。また、フィブリン
ゲルを圧延したときに離間距離ｄが１ｍｍ〜２ｍｍとなるように、
凸部と凹部との間に形状差を設け、若しくは柄部の少なくとも一
方にストッパー部材を設けることが好ましい。また、収容用凹部、
押圧用凸部、又は、これらの凹部及び凸部、の一部に多数の微小
穴等の滑り止め面が形成されていることが好ましい。

特許第5357962号 （登録日：2013年9月6日）

発明者：清水 忠明
構造容易にして、熱回収効率の高い溶融スラグ熱回収装置を提供
するため、本願発明の溶融スラグ熱回収装置は、固化スラグを粉
砕した流動媒体を流動化した流動層と、流動層に溶融スラグを供
給するスラグ溜めと、流動層から熱を回収する伝熱管と、流動層
内で溶融スラグが固化した固化スラグを回収する固化スラグ抜き
出し装置とを備える。スラグ溜めから溶融スラグ滴を流動層に滴
下し、流動層内で溶融スラグ滴が固化し、そのときに発生する熱
を流動媒体を通じて伝熱管に伝える。伝熱管と流動媒体間の伝熱
係数は、ガスと伝熱管間の伝熱係数の１０倍程度であるから、同
じ熱回収量に対する伝熱面積を小さくでき、装置を小型化できる。

特許第5846536号 （登録日：2015年12月4日）

発明者：岡 徹雄
【課題】装置を低コストで構成でき、かつ、磁性沈殿の分離効率が
高い、磁性フィルタを用いた磁性沈殿の磁気分離装置及び磁気分
離方法を提供する。

【解決手段】超伝導状態で励磁されるバルク磁石と、バルク磁石の
Ｎ極、Ｓ極の近傍に配置された帯状の磁性フィルタと、磁性フィル
タに接触して磁性フィルタの一部と磁気回路を形成する磁性ヨー
クとを備えた。磁性フィルタは環状に連続して閉じた構成となって
おり、磁性フィルタの内側にバルク磁石と磁性ヨークが配置され、
磁性フィルタはＮ極、Ｓ極の面内方向に移動可能に構成され、磁
性ヨークはバルク磁石が形成する磁場空間により実質的に影響を
受けない空間に配置されている。

特許第5446199号 （登録日：2014年1月10日）

発明者：岡 徹雄
【課題】寒剤を使用せずに冷凍機のみを使用して構成し、回転子を
簡便に効率よく、高い信頼性をもって冷却することのできる超伝導
回転機を提供する。

【解決手段】回転子と回転子を冷却する冷凍機とを備え、回転子と
冷凍機は、共通の中心軸を有し中心軸を中心に一体に回転するよ
うに構成した。冷凍機は、回転子を冷却する冷凍部と、伝熱部を
介して冷凍部を冷却する駆動部１８と、駆動部１８に冷媒を圧縮し
て供給する圧縮部とを備え、回転子と冷凍部は、真空断熱構造を
有する本体の内部に収容されるととともに、伝熱部は、本体に設け
られた封止軸受を通じて本体の外部に通じ、駆動部と前記圧縮部
は、本体の外部に配置した。

122 125多層地盤における集排水制御構造 磁気分離装置

特許第5804621号 （登録日：2015年9月11日）

発明者：小林 薫、森井 俊広
【目的】本発明は、礫間（粗粒物間）に砂（細粒物）が入り込むこと
を防ぎつつ、層厚をその砂層（細粒物層）が元来保有している保
水性（サクション高）よりも薄くすることで、さらに砂層（細粒物層）
の上部に位置する砂層（細粒物層）の保水性をも活用でき、多層
からなる砂層群（細粒物層群）の全体の保水性を高めてＣＢ効果
を向上させることができる多層地盤における集排水制御構造の提
供を目的とする。

【構成】粗粒物層の上部に細粒物層を構築し、粗粒層の上部には、
粗粒物間に混入しない粒径で、粗粒物の粒径より小径の粒径をな
す細粒物からなる第1細粒物層を構築すると共に、第1細粒物層
の上部には、第1細粒物層の細粒物間に混入しない粒径をなし、
第１細粒物の粒径より小さい粒径の細粒物からなる第2細粒物層
を構築したことを特徴とする。

特許第5077821号 （登録日：2012年9月7日）

発明者：岡 徹雄
【課題】簡単な構成で、連続的に処理を行うことができ、かつ、安
定して高い効率で磁性物質を分離することができる、新規の磁気
分離装置を提供する。

【解決手段】高温超伝導バルク磁石と、高温超伝導バルク磁石が
発する磁場空間に交替で出入りして配置される複数の磁気分離配
管とを備え、高温超伝導バルク磁石が発する磁場空間中の磁気分
離配管では磁性物質の吸着、高温超伝導バルク磁石が発する磁場
空間外の磁気分離配管では磁性物質の離脱が行われるように構
成した。
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萎黄病菌抵抗性を有するポリヌクレオチド、
及びその利用、並びにアブラナ科植物の
萎黄病菌に対する抵抗性の判定方法

β−マンノシドの製造方法

ヨード比色分光測定による米澱粉特性の
評価方法

オボムコイドアレルゲンを選択的に低減化
した卵白素材の製造方法

特願2013−213332 （出願日：2013年10月11日）

発明者：岡崎 桂一、藤本 龍、川邊 隆大、清水 元樹、
 蒲 子じん、加治 誠、長岡 朝彦

【課題】萎黄病菌に対する抵抗性を有するアブラナ科植物の選抜
や、萎黄病菌に対する抵抗性を有するアブラナ科植物の形質転換
体の作製などに用いることができる萎黄病菌抵抗性を有するポリ
ヌクレオチド、該ポリヌクレオチドを含むベクター、該ポリヌクレ
オチドが導入された形質転換体、該ポリヌクレオチド、及び該ベク
ターの少なくともいずれかを含む組成物、並びに、被検植物体が
萎黄病菌への抵抗性を有するか否かを、煩雑な病原菌接種試験法
と比べて、容易に判定することができ、かつ再現性を有するアブラ
ナ科植物の萎黄病菌に対する抵抗性の判定方法の提供。

【解決手段】萎黄病菌抵抗性を有する、特定な配列からなる塩基
配列を含むＤＮＡであるポリヌクレオチド。

特願2013−188951 （出願日：2013年9月12日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】難消化性澱粉含量など、機能性に関係する米澱粉の特性
をヨード比色分光測定によって簡易迅速、低コスト、かつ高精度
に評価する方法を提供する。

【解決手段】ヨード試薬を添加した米澱粉の紫外領域から可視領
域の吸光度曲線から得られる解析値を説明変数とする重回帰式
によって米澱粉特性を評価する。米澱粉特性は、難消化性澱粉含
量、グルコースの重合度又は重合度の糖鎖画分の含量である。紫
外領域から可視領域の吸光度曲線から得られる解析値は、可視領
域から紫外領域に長波長側から入射光の波長を走査して吸光度を
測定したときの、可視領域の最大吸収波長から可視領域の最大吸
収波長のつぎに出現する吸光ピークの波長までの吸光度曲線下部
の面積である。

特願2013−046331 （出願日：2013年3月8日）

発明者：鈴木 敦士、原 崇、赤坂 一之、松尾 博史、
 渡辺 真理

【課題】卵白の素材特性をある程度残したままアレルゲン活性を低
減した易消化性の卵白素材の製造方法を提供する。

【解決手段】本発明では、以下のステップにより、選択的にオボ
ムコイドを分解した卵白素材を製造することができる。すなわち、
（１）卵白に、システインと食品添加可能な蛋白質分解酵素とを
混合し、（２）混合物を、５０℃〜６０℃で保持し、同時に１００Ｍ
Ｐａ〜５００ＭＰａの圧力を加えて、分解反応を進行させる。これ
により、卵白中のアレルゲンのうち、オボムコイドのアレルゲン活
性が選択的に低減される。言い換えれば、本発明は、システイン
添加によるオボムコイドの立体構造が崩壊する温度の劇的な低下
を利用してオボムコイドのアレルゲン活性を選択的に低減するも
のである。

139 142糊化粘度特性による米澱粉特性の評価
方法

味噌水溶液に浸漬した粉状質米を原料
とする加工食品

特願2013−188950 （出願日：2013年9月12日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】難消化性澱粉含量など、機能性に関係する米澱粉特性を
糊化粘度特性によって簡易迅速、低コスト、かつ高精度に評価す
る方法を提供する。

【解決手段】米粉又は米澱粉の糊化粘度特性値を説明変数とする
重回帰分析によって米澱粉特性を評価する。米澱粉特性は、難消
化性澱粉含量、グルコースの重合度又は重合度の糖鎖画分の含
量、アミロース含量、アミロペクチンの鎖長分布である。重回帰分
析の説明変数として、糊化粘度特性値のうちの、糊化開始温度、
最高粘度、最低粘度、最終粘度、ブレークダウン、セットバック、
コンシステンシー、新糊化温度からなる特性値のうちの１種類又
は２種類以上の特性値を使用する。

特願2013−041809 （出願日：2013年3月4日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】超硬質米、もち米、乳白米等の粉状質米のような、通常は、
米飯としての食用に不適当な原料米を用いて、機能性のある米飯、
パン、麺、菓子などの加工品を提供すること。米と味噌の複合利用
法を開発すること。

【解決手段】超硬質米、もち米、乳白米等の粉状質米を、味噌水溶
液に浸漬して軟化させた後に粉砕することを特徴とする機能性米
粉およびその製造方法、当該機能性米粉を含有するパン、麺、菓
子を提供する。また、粉状質米又は超硬質米を味噌水溶液に浸漬
して軟化させた後に炊飯することを特徴とする機能性米飯および
その製造方法を提供する。
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生体防御用組成物及びその用途、並びに
ペプチド

茸類栽培方法、発酵菌床生成ミキサー、
及び茸類栽培システム

カドミウムの蓄積が軽減された米タンパ
ク質組成物

特願2014−005625 （出願日：2014年1月16日）

発明者：谷口 正之、落合 秋人
【課題】稲由来の優れた抗菌活性及びエンドトキシンによる炎症抑
制活性を有し、長期間処方しても安全性に優れる生体防御組成物
及びその用途として口腔用抗菌剤等、並びにペプチドの提供。

【解決手段】稲種子に存在する、以下の（Ａ）〜（Ｃ）のタンパク質
及びペプチドのいずれかを有効成分として含有する生体防御用組
成物などである。（Ａ）特定のアミノ酸配列からなるタンパク質（Ｂ）
特定のアミノ酸配列において１個〜数個のアミノ酸が欠失、置換
又は付加されたアミノ酸配列からなり、生体防御作用を有するタ
ンパク質（Ｃ）前記（Ａ）又は（Ｂ）のタンパク質の一部からなり、
生体防御作用を有するペプチド

特願2014−165402 （出願日：2014年8月15日）

発明者：清水 雅昭、小山 信雄、駒場 裕美、城 斗志夫、
 北川 栄資

【課題】菌床の製造コスト及び廃棄コストを削減しつつ収穫量を増
やし、味・香に優れた茸類を栽培可能な新規な茸類の栽培方法及
び栽培システムを提供する。

【解決手段】茸類栽培方法は、基材を用意する工程と、該基材に水
を加える加水工程と、該基材を攪拌しながら発酵させる発酵菌床
を生成する工程と、該発酵菌床に茸類の種菌を接種する工程と、
を含む。菌床発酵生成工程では、格納容器内に投入した基材を攪
拌させながら加温して、基材に好気性発酵を引き起こすことを特
徴とする。また、加水工程で使用する水が温水であることが好まし
い。また、発酵菌床を袋状体で包装する袋詰め工程を更に含むこ
とも好ましい。

特願2013−265886 （出願日：2013年12月24日）

発明者：門脇 基二、斎藤 亮彦、藤井 幹夫、近藤 葉月
【課題】国内産の米は諸外国産の米と比較してカドミウムの含有量
が高く、米胚乳中ではカドミウムの多くはタンパク質と結合した状
態であり、分離したタンパク質にカドミウムが６〜１２倍濃縮され
るとの報告があるため、カドミウム含量が低く安全に摂取できる米
タンパク質組成物が望まれる。

【解決手段】米タンパク質のアルカリ抽出液を中和し、その後
８０℃以上の温度で米タンパク質をゲル化させる。ゲル化した米タ
ンパク質は酸性条件でも水に不溶なため、ｐＨ５．０以下の条件で
洗浄することでカドミウムを除去することができ、カドミウム含量
が低い米タンパク質組成物が提供される。

133 136紅藻抽出物を添加した米加工食品および
その製造方法

種子春化型の性質が緑体春化型の性質に改
変されたアブラナ科植物及びその製造方法

特願2014−149440 （出願日：2014年7月23日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】一般的な米を原料とする場合においても、食後血糖上昇抑
制効果等の機能性と良好な食味とを兼ね備えた米飯等の米加工
食品を提供すること。

【解決手段】いごのりおよび／あるいはイバラノリの抽出物、好まし
くはさらに味噌、麹、乳酸発酵食品、納豆、発芽穀類種子、トマト、
大根及びタマネギからなる群より選ばれた１種類以上の加水分解
酵素含有副原料、を含む米加工食品及びその製造方法。

特願2013−213333 （出願日：2013年10月11日）

発明者：岡崎 桂一、藤本 龍、戸丸 祐貴、中村 友理
【課題】種子春化型の性質が、初期生育期において低温不感応性
である緑体春化型に改変されたアブラナ科植物、及びその製造方
法の提供。

【解決手段】種子春化型アブラナ科植物と、キャベツとを交雑し、
第１の雑種植物を作製する工程と、前記第１の雑種植物及び第１
の雑種植物の子孫のいずれかに、前記種子春化型アブラナ科植物
を戻し交雑し、第１の雑種植物の子孫を作製する工程と、前記第
１の雑種植物の子孫から、緑体春化型の性質を有する植物を選択
する工程とを含む種子春化型の性質が緑体春化型の性質に改変
されたアブラナ科植物の製造方法などである。

特願2013−122333 （出願日：2013年6月11日）

発明者：中井 博之、仁平 高則、大坪 研一、北岡 本光
【課題】安価でかつ簡便にβ−マンノシドを製造する方法を提供
する。

【解決手段】リン酸、α−ホスホグルコムターゼ（ＥＣ	５．４．２．２）、
グルコース−６−リン酸イソメラーゼ（ＥＣ	５．３．１．９）、マンノー
ス−６−リン酸イソメラーゼ（ＥＣ	５．３．１．８）、α−ホスホマンノ
ムターゼ（ＥＣ	５．４．２．８）及びそれらの補因子の存在下で、（ｉ）
糖質原料、及び該糖質原料を可逆的に加リン酸分解しα−グル
コース−１−リン酸を生じる酵素の組合せ、並びに（ｉｉ）β−マン
ノシドを可逆的に加リン酸分解してα−マンノース−１−リン酸を
生じる酵素及びその逆反応において糖アクセプターとして作用す
る物質の組合せを作用させることを特徴とする、β−マンノシドの
製造方法。

有精卵の検査方法及び検査装置

特願2014−190515 （出願日：2014年9月18日）

発明者：中野 和弘、大橋 慎太郎、木村 孝平、滝沢 憲一
【課題】インフルエンザワクチンの原料などに適さない成育不良卵
を高速且つ高精度に検出することができる有精卵の検査方法を提
案する。

【解決手段】本発明に係る有精卵の検査方法は、ＬＥＤ光を有精卵
に照射して、該有精卵からの透過光の光強度を測定する透過光強
度測定工程と、前記透過光強度測定工程で測定された透過光強
度測定値を用いる判定基準に基づき、前記有精卵が成育不良卵で
あるか正常卵であるかを判定する判定工程とを備え、前記判定基
準は、複数の成育不良卵から得られた前記透過光強度測定値と、
複数の正常卵から得られた前記透過光強度測定値とに基づいて
設定されることを特徴とするものである。
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米粉入りパスタの冷凍・解凍方法及び
冷凍・解凍システム

穀類加工食品およびその製造方法

特願2012−088728 （出願日：2012年4月9日）

発明者：比留間 直也、太田 久二男、岡田 隆行、
 杉村 友喜美、齋藤 公実、門脇 基二、大坪 研一

【課題】コシのある米粉入りパスタを注文を受けてから短時間で提
供可能な米粉入りパスタの冷凍・解凍方法及び冷凍・解凍システ
ムを提供する。

【解決手段】米粉入りパスタの冷凍・解凍システムは、米粉入りパス
タを規定のボイル時間よりも２０秒以上短い短縮ボイル時間だけ茹
でるボイル装置１２と、温度が−５０℃以上−２０℃以下で風速が０．
５ｍ／秒以上３０ｍ／秒以下の冷風を吹き付け、茹でられた米粉入
りパスタを冷凍する急速凍結装置と、冷凍された米粉入りパスタを−
１８℃以下の温度で保管する輸送用冷凍庫を有する輸送機械と、輸
送された米粉入りパスタを−１８℃以下の温度で保管する店舗保管
用冷凍庫と、店舗保管用冷凍庫内に保管されていた米粉入りパスタ
をゲージ圧力が０．０２ＭＰａ以上０．１ＭＰａ以下の蒸気中に２０秒
以上６０秒以下の解凍時間だけ保持する急速解凍装置とを備える。

特許第5885167号 （登録日：2016年2月19日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
穀類粉末を添加した加工食品を製造するに際し、外観、物性、味、
機能性の点で優れた食品が求められている。硬質米等の穀類種子
を焙煎した後に各種の副原料と混合炊飯して色素、食物繊維、グ
ルコース等を増強し、次いで乾燥・老化させた後、粉砕することで、
外観、機能性および呈味性の全てに優れた加工食品とする。

154 冷凍パン生地の製造方法と該冷凍パン
生地を用いた焼成パンの製造方法

特許第5866148号 （登録日：2016年1月8日）

発明者：比留間 直也、太田 久二男、岡田 隆行、水品 賢、
 高山 義明、大坪 研一、門脇 基二

【課題】冷凍パン生地の製造時に、イーストの細胞やネットワーク
の損傷を抑制し、焼成時の膨らみを確保し、食感及び食味の良い
冷凍パン生地を製造可能にする。

【解決手段】穀物粉、イースト、副材料及び水からなる原材料を混
練して液状のパン生地組成物を製造し、このパン生地組成物を一
次発酵し、１００〜１，０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を持つパン
生地を製造する。次に、パン生地をシート状又は粉粒状に成形し、
冷凍庫で急速凍結して冷凍パン生地を製造する。この冷凍パン生
地を二次発酵し、次に焼成して焼成パンを製造する。原材料に粘
度調整材を配合することも有効である。
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チロシナーゼ活性阻害剤

イネ由来成分を含有する感染防御用
組成物

特願2012−170647 （出願日：2012年7月31日）

発明者：谷口 正之、落合 秋人、築野 卓夫、山中 崇
【課題】細胞毒性がなく、チロシナーゼ阻害活性を有するペプチド、
該ペプチドを含む組成物又は米糠タンパク質の酵素加水分解物を
提供すること。

【解決手段】以下の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）又は（ｄ）のペプチド。（ａ）特
定のアミノ酸配列を含むペプチド、（ｂ）（ａ）のアミノ酸配列におい
て、Ｃ末端のチロシン残基、Ｃ末端から５番目のアルギニン残基及び
Ｃ末端から６番目のグルタミン酸残基以外のアミノ酸残基において、
１〜数個のアミノ酸が置換、欠失、挿入若しくは付加されたアミノ
酸配列を含み、かつ、チロシナーゼ阻害活性を有するペプチド、（ｃ）
他の特定のアミノ酸配列を含むペプチド、又は（ｄ）（ｃ）のアミノ酸
配列において、Ｃ末端のチロシン残基以外のアミノ酸残基において、
１〜数個のアミノ酸が置換、欠失、挿入若しくは付加されたアミノ酸
配列を含み、かつ、チロシナーゼ阻害活性を有するペプチド

特願2012−157202 （出願日：2012年7月13日）

発明者：谷口 正之、落合 秋人、築野 卓夫、山中 崇
【課題】抗菌活性や炎症抑制活性等の感染防御作用を有するイネ
由来成分を見出し、新規な感染防御用組成物およびその用途を提
供すること。

【解決手段】以下の（Ａ）〜（Ｃ）のいずれかを有効成分として含有
することを特徴とする感染防御用組成物。（Ａ）特定の配列で表さ
れるアミノ酸配列からなるタンパク質（Ｂ）特定の配列で表される
アミノ酸配列において１〜数個のアミノ酸が欠失、置換もしくは付
加されたアミノ酸配列からなり、かつ感染防御作用を有するタンパ
ク質（Ｃ）前記（Ａ）または（Ｂ）の一部からなり、かつ感染防御作
用を有するフラグメント

151 菌糸が抗菌物質を産生する性質を持つ
キノコ廃菌床の発酵乾燥方法

特願2012−112014 （出願日：2012年5月16日）

発明者：清水 忠明、瀧澤 和彦
【課題】簡易な方法で、短時間において、菌糸が抗菌物質を産生す
る性質を持つエノキタケなどのキノコの廃菌床を発酵乾燥する方
法を提供する。

【解決手段】キノコ廃菌床１００質量部に対して１５質量部以上の
発酵開始助剤を混合して断熱容器内に収容し、この断熱容器内に
空気を流通させて第１回目の発酵を行うとともに、第２回目以降
の発酵において、新たなキノコ廃菌床１００質量部に対して３０質
量部以上の前回の発酵で得られた発酵生成物を混合して断熱容
器内に収容し、この断熱容器内に空気を流通させて発酵を行った。
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セロビオン酸ホスホリラーゼ及びそれを
用いた酸性βグルコシル二糖の製造方法

オリゴ糖合成酵素並びにβ−１，２−マン
ノビオース及びその誘導体の製造方法

特願2012−228364 （出願日：2012年10月15日）

発明者：中井 博之、仁平 高則、斉藤 由華、大坪 研一、
 北岡 本光、西本 完

【課題】安価な材料から酵素合成法により効率的にセロビオン酸を
製造することを可能にする、新規のセロビオン酸ホスホリラーゼ及
びそれを用いた酸性βグルコシル二糖の製造方法を提供する。

【解決手段】α−グルコース１−リン酸とグルコン酸又はグルクロ
ン酸を出発原料として、新規に発見したセロビオン酸ホスホリラー
ゼが触媒するオリゴ糖合成反応により、酸性βグルコシル二糖を
製造する。また、α−グルコース１−リン酸を生成する糖質加リン
酸分解酵素及びその基質となる糖の組み合わせにより、α−グル
コース１−リン酸を生成させ、同時に、新規に発見したセロビオン
酸ホスホリラーゼが触媒するオリゴ糖合成反応により、酸性βグル
コシル二糖を製造する。

特願2012−203891 （出願日：2012年9月18日）

発明者：中井 博之、仁平 高則、鈴木 絵里香、大坪 研一、
 北岡 本光、西本 完

【課題】効率的に肺炎やカンジダ症などの日和見感染症を引き起こ
す病原菌のＯ側鎖多糖（Ｏ抗原）のコア骨格であるβ−１，２−マン
ノビオース及びその誘導体を製造することを目的とする。

【解決手段】本発明は、β−１，２−マンノビオースホスホリラーゼ
が触媒するオリゴ糖合成反応により、α−Ｄ−マンノース１−リン
酸と、Ｄ−マンノース、Ｄ−アラビノース、Ｄ−リキソース、Ｄ−ア
ロース、Ｄ−リボース、Ｌ−ラムノース、Ｄ−フルクトース又はＤ−
アルトロースを出発材料として、病原菌のＯ抗原のコア骨格である
β−１，２−マンノビオース及びその誘導体をワンステップで簡便
に製造する方法を提供する。

148 オリゴ糖合成酵素およびアスパラギン結合
型糖タンパク質のコア糖鎖構造の製造方法

特許第6000758号 （登録日：2016年9月9日）

発明者：中井 博之、仁平 高則、鈴木 絵里香、大坪 研一、
 北岡 本光

【課題】効率的にアスパラギン結合型糖タンパク質のコア糖鎖構造
を製造する方法を提供。

【解決手段】マンノシル−β−１，４−Ｎ−アセチルグルコサミンホス
ホリラーゼが触媒するオリゴ糖合成反応により、α−マンノース１
−リン酸と、Ｎ−アセチルグルコサミンまたはキトビオースを出発
材料として、アスパラギン結合型糖タンパク質のコア糖鎖構造マン
ノシル−β−１，４−Ｎ−アセチルグルコサミンまたはマンノシル−
β−１，４−キトビオースをワンステップで簡便に製造する方法。

145 無塩発酵味噌を含む米加工食品

特願2012−257196 （出願日：2012年11月26日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子、石山 了治、養田 武郎、
 江川 和徳

【課題】食塩を含まず、酵素活性や糊化液の粘度などの点が、通常
の味噌と異なる無塩発酵味噌を練り込んだ米加工食品を提供する
ことを課題とする。

【解決手段】本発明は、通常の味噌と比べて、酵素活性が強く、精
米粉に添加したときに糊化粘度を低下させる新規の無塩発酵味噌
を米加工食品に練り込むことにより、食塩濃度が低く、優れた食
感や膨化性、湯溶け性が得られ、長期保存性に優れるとともに、
血圧降下作用、抗酸化作用等の効用を有する米菓、米粉を使用し
た洋菓子、米粉ホットケーキ、米粉麺又は米粉パン等の米加工食
品を提供する。
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タンパク質栄養組成物

グルコシル−α−１，２−グリセロールホスホ
リラーゼ及びそれを用いたグルコシル−α−
１，２−グリセロールの製造方法

特願2013−017197 （出願日：2013年1月31日）

発明者：門脇 基二、斎藤 亮彦、細島 康宏、久保田 真敏、
 渡邊 令子、藤井 幹夫

【課題】リンやカリウムの摂取が制限されている腎疾患患者、特に
人工透析患者のリンやカリウムの過剰摂取リスクを増大させるこ
となく、安全に摂取することができるタンパク質利用効率に優れた
タンパク質栄養組成物を提供すること。

【解決手段】本発明に係るタンパク質栄養組成物は、米胚乳タンパ
ク質を有効成分とし、腎機能低下者ならびに人工透析患者を対象
とする。米胚乳タンパク質の無機リン濃度が純タンパク質１００ｇ
に対して３００ｍｇ以下であることが好ましい。米胚乳タンパク質
の無機カリウム濃度が純タンパク質１００ｇに対して４．０ｍｇ以下
であることが好ましい。

特願2012−286731 （出願日：2012年12月28日）

発明者：中井 博之、仁平 高則、斉藤 由華、大坪 研一、
 北岡 本光

【課題】安価な材料から、グルコシル−α−１，２−グリセロールを
簡便且つ選択的に大量製造することを可能とする、新規のグルコ
シル−α−１，２−グリセロールホスホリラーゼ及びそれを用いた
グルコシル−α−１，２−グリセロールの製造方法を提供する。

【解決手段】（１）β−グルコース１−リン酸とグリセロールとグルコ
シル−α−１，２−グリセロールホスホリラーゼを含む溶液中で酵
素反応を行うことか、または（２）β−グルコース１−リン酸を生成
する糖質加リン酸分解酵素及びその基質となる糖とグリセロール
とリン酸とグルコシル−α−１，２−グリセロールホスホリラーゼを
含む溶液中で酵素反応を行うことで、グルコシル−α−１，２−グ
リセロールを簡便かつ選択的に大量製造する。
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食肉の遊離グルタミン酸量の増加方法と
そのための飼料

生籾被害粒の非破壊判定方法

特許第4945762号 （登録日：2012年3月16日）

発明者：藤村 忍、渡邊 裕也、門脇 基二
家禽又は家畜用の飼料又は飲水の成分調節により食肉の呈味成
分量及び／又は風味の増加方法を提供する。さらに、食肉の呈味
成分が多く風味や食味に優れた食肉を生産し、且つ容易に製造可
能な飼料及び飲水を提供する。塩基性アミノ酸（リジン及び／又
はアルギニン）含量の高い飼料を家禽又は家畜に給与する。また、
塩基性アミノ酸を含む水を家禽又は家畜に給与する。また、食肉
の呈味成分量及び／又は風味を増加させる飼料であって、リジン
栄養要求量に対して１２０〜２００％のリジンとアルギニン栄養要
求量に対して１００〜１３０％のアルギニンを含有することを特徴
とする。さらに、食肉の呈味成分量及び／又は風味を増加させる
ための家禽又は家畜用飲水であって、塩基性アミノ酸を水に混和
したことを特徴とする。

特許第4590553号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：中野 和弘
【課題】籾摺り処理を行う前の生籾の状態で、斑点着色等の被害
粒を非破壊的に検出可能な生籾被害粒の非破壊判定方法及びそ
の装置を提供する。

【解決手段】籾の一側面に光を照射し、前記籾を透過した透過光
から得られる透過光画像を得て、前記透過光画像の平均輝度値及
び／又は検出画素数を算出し、前記透過光画像の平均輝度値及
び／又は検出画素数を予め設定された閾値と比較して被害粒か否
かを判定する方法であるため、生籾の状態で内部の斑点着色粒等
の被害粒を非破壊的に判定することが可能である。また、収穫直
後或いは流通前に品質判定を行うことにより高品質米を確保する
ことができ、商品の差別化を行うことができる。

166 血卵の非破壊検出方法

特許第4591064号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：中野 和弘、水谷 純
【課題】卵殻色の色を問わず、血卵を非破壊的に且つ高精度に検
出可能な血卵の非破壊検出方法およびその装置を提供する。

【解決手段】鶏卵に光を照射し、前記鶏卵を透過した透過光のスペ
クトルを検出し、前記透過光のスペクトル検出値に基づいて得られ
る二次微分値を算出して、所定波長域内における複数の前記二次
微分値の差分を比較することにより前記鶏卵が血卵であるか否か
を判別することを特徴とする血卵の非破壊検出方法を確立した。
鶏卵の個体差などによる判別率の低下や測定誤差を抑制すること
ができ、高精度に血卵を検出することができる。
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ＤＮＡ増幅検出法

抗腐敗酒の製造方法

特許第4993189号 （登録日：2012年5月18日）

発明者：奥田 充、岩波 徹、田中 眞人
【課題】電気泳動等の処理を必要とせずに、増幅反応後、反応
チューブ内で直ちに増幅の有無を検出することのできる、ＤＮＡ増
幅検出法を提供する。

【解決手段】ＤＮＡ増幅反応の温度よりも融点が高いパラフィン
ワックスにＤＮＡと特異的に反応する染料水溶液を内包させたマ
イクロカプセルを用い、このマイクロカプセルの存在下において、
ＤＮＡ増幅反応を進行させ、ＤＮＡ増幅反応後に反応液を加熱し
てマイクロカプセルからＤＮＡと特異的に反応する染料水溶液を
放出させ、反応液の色の変化に基づきＤＮＡ増幅の有無又は程度
を検出する。

特許第4507258号 （登録日：2010年5月14日）

発明者：谷口 正之、金桶 光起、渡邊 健一、青木 俊夫、
 鍋倉 義仁、佐藤 圭吾、栗林 喬

【課題】清酒の製造工程中、貯蔵中または瓶詰め後、火落菌の増
殖を抑え腐敗が生じない抗腐敗酒の製造方法を提供するもので
ある。

【解決手段】抗菌活性物質を生産するＬａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓｇａ
ｓｓｅｒｉ菌を培養した培養上清液を酒母、モロミ若しくは製成酒
などに添加して抗腐敗酒を製造する抗腐敗酒の製造方法である。

163 大腸菌を用いたタンパク質の合成方法

特許第4729710号 （登録日：2011年4月28日）

発明者：内海 利男、浅妻 悟、水口 伊玖磨、山本 紘、
 三ツ井 敏明

【課題】大腸菌を用いたタンパク質の合成方法とそのタンパク質の
合成方法により得られたタンパク質を提供する。

【解決手段】リボソーム変異型大腸菌株を用いてタンパク質を合成
する。前記リボソーム変異型大腸菌株はＬ１１タンパク質を欠いて
いる。Ｌ１１タンパク質を欠いている大腸菌株として、ＡＭ６８株が
好適に用いられる。本発明の大腸菌を用いたタンパク質の合成方
法によれば、真核生物タンパク質を安価かつ容易に発現、合成す
ることができる。得られたタンパク質は可溶性で機能を保持したタ
ンパク質である。
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食肉中の遊離グルタミン酸の増加及び
食肉の酸味の抑制方法

Ｔｏｌ１因子のトランスポザーゼ及びそれ
を用いたＤＮＡ導入システム

特許第5260101号 （登録日：2013年5月2日）

発明者：藤村 忍、門脇 基二、佐々木 絵美、今成 麻衣、
 高野 渉

【課題】簡単に低コストで食肉の遊離グルタミン酸を増加させるこ
とのできる、新規のニワトリの食肉中の遊離グルタミン酸の増加方
法を提供する。

【解決手段】家畜又は家禽に、バリンの含有量が１．２質量％以上
であってイソロイシンの含有量が０．８質量％以下である飼料を、
屠殺前１０日以内から屠殺時まで継続的に給与する。好ましくは、
飼料を屠殺前３日以内から給与する。

特許第5320546号 （登録日：2013年7月26日）

発明者：古賀 章彦、濱口 哲
Ｔｏｌ１因子のトランスポザーゼ及びその用途を提供することを課
題とする。（ａ）配列番号１で示されるアミノ酸配列を有するタンパ
ク質又は（ｂ）配列番号１で示されるアミノ酸配列と相同なアミノ
酸配列を有し、且つＴｏｌ１因子を転移させる酵素活性を有するタ
ンパク質からなるＴｏｌ１因子のトランスポザーゼが提供される。
また、当該トランスポザーゼをコードするポリヌクレオチド、当該
ポリヌクレオチドを含む発現コンストラクトが提供される。さらに、
（ａ）トランスポザーゼ遺伝子を欠損したＴｏｌ１因子に目的のＤ
ＮＡが挿入された構造のドナー要素と、（ｂ）上記トランスポザー
ゼ、又は上記ポリヌクレオチドを含むヘルパー要素と、を含むＤＮ
Ａ導入システムが提供される。

160 米成分の段階的取得方法

特許第4962912号 （登録日：2012年4月6日）

発明者：島田 清之助、青柳 芳喜、小笠原 貴哲、
 谷口 正之

【課題】用途の異なるタンパク質成分とデンプンを一連の操作で段
階的に取得することにより、米に含まれる有用成分を包括的に利
用することを可能にする製造プロセスを提供する。

【解決手段】玄米、米糠、米粉又は精白米を、水、ｐＨ４．５〜９．０
の水溶液、又は、アルコールを添加したｐＨ４．５〜９．０の水溶液
によって溶媒抽出してプロテアーゼ阻害因子を取得する溶媒抽出
工程と、この溶媒抽出工程で生じた固形分をアルカリ溶液に懸濁
するアルカリ懸濁工程と、このアルカリ懸濁工程で得た懸濁液を
比重差によって分離してタンパク質とデンプンを取得する分離工程
とを備えた。歯周病菌プロテアーゼ阻害因子を含むプロテアーゼ
阻害因子、タンパク質、デンプンを、一連の操作で段階的に取得す
ることができる。
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発芽玄米米飯およびその製造方法

発芽種子およびその製造方法

特許第5550103号 （登録日：2014年5月30日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】玄米の迅速な発芽と炊飯が可能であって、且つ、風味、米
飯物性、衛生面、機能性成分の含有率が優れた発芽玄米米飯の
製造方法、を提供する。

【解決手段】洗米もしくは水に浸漬して吸水した玄米を、１０℃以
下で低温処理した後、３０〜５５℃の温湯中に浸漬して発芽を促し
てから炊飯することを特徴とする、発芽玄米米飯の製造方法、前
記低温処理が、前記玄米の吸水した水分を緩慢凍結させる条件で
行うものであり、前記炊飯が、前記温湯中に浸漬して発芽を促し
た後、液交換することなく直接炊飯を行う、発芽玄米米飯の製造
方法。

特許第5641467号 （登録日：2014年11月7日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子
【課題】発芽種子を調製するにあたり、‘発芽種子の呈味性および
機能性を向上させる’と同時に‘発芽処理中における雑菌増殖を安
全な手段で抑える’方法、を提供することを目的とする。

【解決手段】葱類（特に赤玉葱）を含有する溶液中に浸漬して発芽
処理を行うことを特徴とする、種子の発芽速度、発芽率、抗菌性、
呈味成分、および機能性成分、が向上された発芽種子の調製方
法、前記方法によって得られる発芽種子、前記発芽種子を含有す
る発芽種子含有食品（特に、発芽玄米を含有する米飯、パン、麺、
菓子、液状食品）、を提供する。

157 硬質発芽穀類加工食品およびその製造
方法

特許第5414100号 （登録日：2013年11月22日）

発明者：大坪 研一、中村 澄子、佐藤 光
【課題】小麦粉食品生地を用いて製造する食品（特にパン、麺状食
品、饅頭の皮、菓子など）において、‘通常の小麦粉以外の穀類（特
に玄米）への代替率を向上させる’とともに、‘製造した食品の食
味、物性、栄養を顕著に向上できる’技術を提供する。

【解決手段】澱粉全量の１〜２０％がレジスタントスターチであり、
且つ、３．５〜３０乾燥重量％の食物繊維、及び、０．００５乾燥重
量％以上のγ−アミノ酪酸、を含有することを特徴とする発芽穀類
糊化澱粉組成物、前記発芽穀類糊化澱粉組成物と小麦粉とを、乾
燥重量に換算して２０：８０〜７０：３０の割合で均一に含有する、
小麦粉食品生地、および前記小麦粉食品生地の製造方法。また、
前記生地を用いて製造された小麦粉食品（パン、麺状食品、饅頭
の皮、菓子など）。

N I I G A T A  U N I V E R S I T Y 2928

食品・バイオ



176

177

生体情報測定装置及び生体情報測定方法

術前計画骨モデルの作製方法

特願2013−264172 （出願日：2013年12月20日）

発明者：満井 勉、竹村 暢康、西森 健太郎
【課題】ＭＩＭＯ技術を利用して、より正確に人物の活動の状態を
推定する生体活動測定装置を提案する。

【解決手段】複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとの間で形
成される伝搬路を示す第１の行列を測定する行列測定部と、伝搬
路の間に対象物が存在する場合に第１の行列の時間応答を周波数
応答に変換して得られる第２の行列及び伝搬路の間に対象物が存
在しない場合に第１の行列の時間応答を周波数応答に変換して得
られる第３の行列を算出する行列算出部と、第２の行列の要素毎
に該第２の行列の各要素の複素共役を掛け合わせて得られる第１
の結果及び第３の行列に該第２の行列の各要素の複素共役を掛け
合わせて得られる第２の結果を用いて所定の条件を満たすか否か
を判定し、該所定の条件を満たしていれば対象物が活動していると
判定する判定部と、を備える、生体活動測定装置が提供される。

特願2013−220505 （出願日：2013年10月23日）

発明者：尾田 雅文、鶴間 明、原 利昭、笹川 圭右、
 勝山 恵子

【課題】術前計画に用いることを目的とし、一般的な医療画像から
精緻な構造特性や力学的特性を備えた精巧な骨モデルを作製する
ことを可能とする、術前計画骨モデルの作製方法を提供する。

【解決手段】医療画像に基づき皮質骨領域と海綿骨領域の三次元
形状を決定する形状決定ステップと、医療画像に基づき海綿骨領
域の力学的特性を決定する特性決定ステップと、形状決定ステッ
プで決定された皮質骨領域と海綿骨領域の三次元形状及び特性
ステップで決定された海綿骨領域の力学的特性に基づき力学的特
性を再現した骨モデルを造形する造形ステップとを備えた。

178 癌幹細胞に発現する分子をターゲットと
した癌を診断、治療する方法

特願2015−529319 （出願日：2013年9月3日）

発明者：各務 博、成田 一衛、後藤 義博、林 隆史
【課題】本発明は、新たな、がんの悪性度判定方法、がんの診断方
法及び予後判定方法、がん治療剤、及びがん転移抑制剤ワクチン
を提供することを課題とする。

【解決手段】がんの悪性度の評価方法であって、がん組織中のＤＤ
Ｘ３Ｘ発現量を測定する段階、及び当該ＤＤＸ３Ｘ発現量に基づき
当該がん組織の悪性度を評価する段階を含む方法。
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抗体情報取得装置、抗体情報取得方法、
および、プログラム

再生治療用低分解性フィブリンゲル膜の
製造方法及びその製造装置

特願2014−166471 （出願日：2014年8月19日）

発明者：山本 格、木下 直彦
【課題】医学・生物学系の当業者が、それぞれの作業で必要な抗
体が既にあるか、あるとしたらどの抗体が最も自分の作業に合致
したものかを簡単に知る事が出来る抗体情報取得装置、抗体情報
取得方法、および、プログラムを提供することを課題とする。

【解決手段】本発明は、記憶された論文情報に基づいて、抗体につ
いて書かれている論文中の部分を特定し、論文中の部分に対して、
記憶されたタンパク質名、および、記憶された製造者名を照合し、
論文中の部分に、タンパク質名および製造者名と一致するものがあ
ると照合された場合、当該タンパク質名および当該製造者名と、照
合対象の論文に関する論文情報と、を対応付けた抗体情報を登録
し、登録された抗体情報に基づいて、任意の抗原に対して作製され
ている抗体が記載されている論文の数をランキング表示させる。

特願2014−042293 （出願日：2014年3月5日）

発明者：山内 慶次郎、阿部 和幸、川瀬 知之、田中 孝明
【課題】低分解性でかつ膜状のフィブリンゲルを容易に製造可能な
方法及び装置を提供する。

【解決手段】本発明の製造方法は、フィブリンゲル内の増殖因子及
び血小板の一部を除去する予備除去工程と、フィブリンゲルに熱
を付与する加熱工程と、フィブリンゲルを圧延する圧延工程と、を
含む。加熱工程と圧延工程とは同時に行われる。加熱工程では、
８０〜１００℃の温度に維持された少なくとも一対の伝熱性部材
を用いて、フィブリンゲルが１〜１０秒間、加熱しながら均一厚さ
に圧延される。伝熱性部材が金属部材で構成されていることが好
ましい。

175 米タンパク質を有効成分とする血清尿酸
低下剤

特願2013−265887 （出願日：2013年12月24日）

発明者：斎藤 亮彦、細島 康宏、門脇 基二、久保田 真敏、
 藤井 幹夫、近藤 葉月

【課題】食生活の欧米化やアルコール摂取量の増加により、高尿酸
血症患者は年々増加している。尿酸産生抑制薬や尿酸排出促進剤
等が実用化されているが、腎障害者における副作用への危惧や尿
路結石などのリスクが問題となっている。尿酸値降下作用を有し、
かつ日常的な摂取が可能な素材が望まれていた。

【解決手段】米胚乳タンパク質にヒトの血清尿酸値を降下させる効
果があることが見出された。米胚乳タンパク質を有効成分とする
血清尿酸低下剤は米由来で高い安全性が期待され、日常的な摂
取により血清尿酸値を低下させることができるから高尿酸血症や
痛風の予防・治療に有効である。
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免疫製剤を含む脳梗塞治療用医薬品
組成物

受容体シグナル伝達阻害剤を含む脳梗塞
治療用医薬品組成物

特願2015−013312 （出願日：2015年1月27日）

発明者：下畑 享良
【課題】脳梗塞急性期徒過後の患者にも投与できる脳梗塞治療用
医薬品組成物の提供。

【解決手段】血栓溶解薬、及び、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）と前
記ＶＥＧＦの受容体との結合を阻害する結合阻害剤を含む脳梗塞
の治療用医薬品組成物である。本発明の脳梗塞の治療用医薬品
組成物は、脳梗塞急性期徒過後の患者に投与される場合がある。
本発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、組織型プラスミノゲン・
アクチベーター（ｔ−ＰＡ）又はその誘導体を含む場合がある。本
発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、抗ＶＥＧＦ−Ａ中和抗体
又はその誘導体を含む場合がある。

特願2015−013318 （出願日：2015年1月27日）

発明者：下畑 享良
【課題】脳梗塞急性期徒過後の患者にも投与できる脳梗塞治療用
医薬品組成物の提供。

【解決手段】血栓溶解薬と、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）受容体
シグナル伝達阻害剤とを含む脳梗塞の治療用医薬品組成物であ
る。本発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、脳梗塞急性期徒
過後の患者に投与可能な場合がある。本発明の脳梗塞の治療用
医薬品組成物は、組織型プラスミノゲン・アクチベーター（ｔ−Ｐ
Ａ）又はその誘導体を含む場合がある。

172 嚥下改善剤および嚥下改善キット

特願2014−249239 （出願日：2014年12月9日）

発明者：北角 有希、井上 誠
【課題】嚥下反射の誘発性に優れた嚥下改善剤および、患者の症
状に応じて使用態様を変えることのできる嚥下改善キットを提供
する。

【解決手段】炭酸水からなる嚥下改善剤であって、前記炭酸水の炭
酸ガス量が、０．２ｖｏｌ％以上５．０ｖｏｌ％以下であり、前記炭酸
水のＢｒｉｘ値が、０％以上１５％以下である。

169 糖尿病による脂肪肝及び腎肥大を抑制
する組成物及びその製造方法

特願2015−058547 （出願日：2015年3月20日）

発明者：門脇 基二、久保田 真敏、近藤 堯、川上 智子
【課題】ミミズを有効成分として含有することにより、糖尿病によっ
て引き起こされる可能性が高い脂肪肝及び腎肥大を抑制する組成
物を提案することを目的とする。

【解決手段】青果エキスに酵母を接種して得た発酵液に、ミミズを
混入して該ミミズを発酵させることで発酵ミミズを得、この発酵ミ
ミズに田七人参を混合し発酵乾燥させて発酵混合物を得、この発
酵混合物に蟻とイチョウ葉を混合して得た糖尿病による脂肪肝及
び腎肥大を抑制する組成物。
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分裂病様精神疾患動物モデル、その作出
方法およびその用途

精神分裂病様の認知行動異常を示す動物
とその作製方法

特許第4002952号 （登録日：2007年8月31日）

発明者：那波 宏之、岡 眞
本発明は、精神分裂病様の認知障害動物モデル、その作出方法お
よび当該モデルを用いた精神分裂病様の認知障害の評価方法に
関する。具体的には、脳機能の発達期にある幼若動物において、
インターロイキン１もしくはその類縁体および／またはインターロ
イキン１もしくはその類縁体により誘起される細胞内シグナル伝達
物質を体内に過剰に存在させることによる、性成熟以後に持続的
な認知異常を呈する哺乳動物の作出、並びに当該動物における認
知異常を行動学的に測定することによる、認知障害の評価方法に
関する。

特許第4102875号 （登録日：2008年4月4日）

発明者：那波 宏之、二村 隆史
精神分裂病と極めて類似した慢性的な認知行動学的異常性を示
す動物を提供するために、発達期の幼弱動物に、脳機能発達を阻
害する特定のタンパク質因子を投与する事により、認知行動異常
を示す動物を作製した。本発明の動物で認められる認知行動異常
は、精神分裂病と類似しており、精神分裂病の治療薬や診断薬の
開発に有用である。
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キチンシートとその製造方法

急性腎障害の検査方法

特願2012−095864 （出願日：2012年4月19日）

発明者：田中 孝明
【課題】簡便に生分解性・生体吸収性材料であるキチンをシート
状に成形する方法を提供する。

【解決手段】塩化カルシウム・２水和物飽和メタノールにα−キチ
ンを溶解して調製したキチン溶液を型に塗布した後、このキチン
溶液を前記型とともにアルコールに浸漬し、その後、生成したシー
ト状のキチンゲルを水で洗浄することにより、キチンシートを得
た。加熱や冷却の操作は必要とせず、少ない工程数で簡便に生分
解性・生体吸収性材料であるキチンシートを製造することができ
る。得られたキチンシートは柔軟性のある透明なシートであり、タ
ンパク質の吸脱着特性を有する。

特願2012−045844 （出願日：2012年3月1日）

発明者：斎藤 亮彦、黒澤 寛之、平山 吉朗
【課題】本発明は急性腎障害リスクの検査方法を提供することを課
題とする。

【解決手段】上記課題は、尿中細胞外領域メガリンを検出すること
を特徴とする、急性腎障害の検査方法により解決される。本発明
の検査方法では、尿中細胞外領域メガリン値が基準値より高い場
合に、急性腎障害リスクが高いと判定することができる。

190 嚥下誘発装置

特許第5419174号 （登録日：2013年11月29日）

発明者：山田 好秋、杉野 伸一郎、山村 健介、北川 純一
【課題】嚥下障害の患者に対して電気的な刺激を与えることにより
嚥下の訓練や治療を行うことのできる嚥下刺激装置を提供する。

【解決手段】刺激電極を、鼻腔を経由して咽頭の粘膜に密着させ、
この刺激電極に適切な値の電流を供給することにより、嚥下障害
患者に正しい嚥下の訓練や治療を行うことができる。この刺激電
極に永久磁石を設け人体の外部から磁力による刺激電極の位置
決めを行うことも可能である。または刺激電極に弾力性のある支
持体を設けて位置決めをすることもできる。

185
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ヒト白血病細胞のアポトーシスを誘導する
ヘプタマー型スモールガイド核酸

足付き車いす

特許第5995849号 （登録日：2016年9月2日）

発明者：梨本 正之、高橋 益廣、成田 美和子、吉田 哲郎、
 宮澤 達也
ヒト白血病細胞のアポトーシスを誘導する、配列番号１から１５の
いずれかの７塩基配列からなるヘプタマー型スモールガイド核酸
と、このヘプタマー型スモールガイド核酸を有効成分として含有す
る白血病治療薬で、ヒト白血病細胞のアポトーシスを誘導するこ
とができる新規なヘプタマー型ｓｇ核酸を提供する。

特願2013−531217 （出願日：2012年8月20日）

発明者：岡田 徳次
簡単な手動操作によって複数の足を任意の向きに制御でき、滑り
易い路面、軟弱な路面、障害物に対応して、自由に移動することを
可能にする足付き車いすを提供する。車いす本体と、車いす本体に
大輪軸を介して軸支される大輪と、大輪に回転軸を介して軸支され
る複数の足と、大輪軸に軸支されたプーリと、回転軸に軸支され足
が固定された複数のプーリと、大輪軸に軸支されたプーリから複数
のプーリへ動力を伝達するワイヤと、回転ハンドルとを備えた。複
数のプーリをワイヤにより大輪軸に軸支されたプーリと同一の角度
変化をするように結合し、プーリの角度変化を大輪の回転に関係し
ない回転ハンドルの回転操作により制御可能に構成した。

187 中枢神経原発悪性リンパ腫患者の予後
予測方法、キット及び使用

特許第5963748号 （登録日：2016年7月8日）

発明者：山中 龍也、岩立 康男、藤井 幸彦、角間 辰之、
 川口 淳、梶原 浩司
本発明が解決すべき課題は、中枢神経原発悪性リンパ腫患者の予
後を予測する方法、ならびに前記方法に用いる遺伝子セット、予
測式およびキットを提供することである。本発明は、中枢神経原発
悪性リンパ腫患者の予後を予測する方法であって、該患者から採
取された試料において、特定の２３遺伝子の発現レベルを測定す
る工程を含む方法、予測式ならびに該方法を実施するための遺伝
子セットおよびキットを提供する。
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脳情報処理装置、脳情報処理方法、
およびプログラム

抗ＧＡＰ４３抗体

特願2012−270747 （出願日：2012年12月11日）

発明者：神谷 之康、長谷川 功
【課題】潜在的な意識を示す高度な脳活動の情報を用いて、人が
類似する感覚を覚える対象物を検出できる脳情報処理装置、脳情
報処理方法、プログラムを提供する。

【解決手段】対象物を被験者に見せた際の脳の活性度に関する情
報である脳活動情報と、対象物に関する情報である対象物情報と
を有する１以上の脳情報を格納しており、被験者が見た場合の脳
の活性度に関する脳活動情報を受け付ける受付部と、当該脳活動
情報と予め決められた条件を満たすほど近似する１以上の脳活動
情報に対応する１以上の対象物情報を取得する対象物情報取得
部と、対象物情報取得部が取得した対象物情報を出力する出力部
とを具備する脳情報処理装置による。

特願2013−539717 （出願日：2012年10月19日）

発明者：武内 恒成、五十嵐 道弘、野住 素広、河嵜 麻実
配列番号１３に示されるマウスＧＡＰ４３のリン酸化されていない
第８９番目のスレオニン残基（Ｔ８９）と、リン酸化された第８９番
目のスレオニン残基（ｐＴ８９）とを識別でき、成長円錐を特異的
に検出可能な抗ＧＡＰ４３抗体、前記マウスＧＡＰ４３のリン酸化
されていない第９６番目のセリン残基（Ｓ９６）と、リン酸化された
第９６番目のセリン残基（ｐＳ９６）とを識別でき、成長円錐を特
異的に検出可能な抗ＧＡＰ４３抗体、前記マウスＧＡＰ４３のリン
酸化されていない第１７２番目のスレオニン残基（Ｔ１７２）と、リ
ン酸化された第１７２番目のスレオニン残基（ｐＴ１７２）とを識別
でき、成長円錐を特異的に検出可能な抗ＧＡＰ４３抗体、これらの
抗ＧＡＰ４３抗体を利用する免疫学的分析方法。

184 嚥下誘発具および嚥下誘発システム

特願2012−215595 （出願日：2012年9月28日）

発明者：山田 好秋、杉野 伸一郎、山村 健介、北川 純一
【課題】人の鼻腔を経由して中咽頭または下咽頭まで、内視鏡や義
歯床などの大型設備を用いなくとも、容易に挿入することができ、
且つ先端電極を咽頭粘膜に簡単な操作で接触させることができる
嚥下誘発具および嚥下誘発システムを提供する。

【解決手段】導電性線材と、該導電性線材の遠位端に接続された
先端電極と、前記導電性線材を覆う電気絶縁性チューブとを有し、
放置状態において概ね真っ直ぐで且つ人の鼻腔を経由して中咽頭
または下咽頭まで挿入するときに弾性曲げ変形する嚥下誘発具。
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細胞シート搬送用容器

微小針アレイ及び微小針アレイを備えた
薬液注入器

特許第5545689号 （登録日：2014年5月23日）

発明者：山内 慶次郎、阿部 和幸、川瀬 知之、田中 孝明
【課題】病院から別の病院までの間といった遠距離間でも細胞シー
トを安全に搬送し、どの医療現場でも入手可能な汎用シャーレと
組み合わせられる搬送用容器を提供する。

【解決手段】本発明の容器は、シャーレ下皿を載置可能な底部２２
と開口部とを備えた容器本体と、開口部に載置されかつ開口部と
下皿とに蓋をする蓋体と、蓋体を容器本体に着脱自在に接続可
能な接続手段と、を備える。蓋体内側には下皿の上端ｔにその全
周に亘って接触するシール材が設けられ、蓋体の基部には、培養
液を注入又は排出するための入口と、入口を閉鎖するための閉鎖
具とが設けられる。下皿を載置した容器本体に蓋体を接続した際
に、下皿の内面と蓋体の内面とによって区画され、かつ、培養液と
細胞シートとを充填可能な内部空間が形成される。

特願2013−053676 （出願日：2013年3月15日）

発明者：井口 孝司、瀬下 智、星 光男、笹崎 淳、
 鳴海 敬倫、土屋 健介、齋藤 博、伊関 陽一郎、
 山田 敏浩、佐藤 健、樋口 智

【課題】皮膚の変形を抑制しながら皮膚へ十分かつ容易に突き刺
すことが可能な微小針アレイを安価に提供する。

【解決手段】微小針アレイは、一面が設けられた台座部と、台座部
の一面から垂直に延びた少なくとも３つ以上の微小針からなる針
群と、を備える。各々の微小針は、先端部と、台座部に接続した根
元部と、を備える。針群を構成する一部又は全部の微小針が、多
角形Ｐの頂点を成すように配置される。微小針の先端部は、多角
形Ｐの中心Ｏに向かって下降するように傾斜させた傾斜面を有す
ることを特徴とする。台座部は、他面と、他面の側に設けられた薬
液収容部と、をさらに備え、かつ、微小針は、先端部から根元部を
通過し薬液収容部まで貫通した開口部を備えることが好ましい。

181 代用気管

特願2013−556226 （出願日：2012年12月28日）

発明者：窪田 正幸
肉芽が内側に侵入することを確実に防止することのできる、新規
の代用気管を提供する。ワイヤーを隙間なくコイル状に巻くこと
で、気管欠損部の治療に用いるために気管内に挿入される代用気
管を形成した。紡錘形に形成された第１のコイルと、この第１のコ
イルの外側に隙間なく設けられた第２のコイルとからなる。中央部
に第１のコイル及び第２のコイルからなる２重コイル部を形成し、
２重コイル部の両端に第１のコイルからなる１重コイル部を形成し
た。ワイヤーは、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟
化する超弾性を有する形状記憶合金からなる。
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培養細胞が産生する石灰化物による
骨形成・再生

ヘパリン親和性エリスロポエチン

特許第5590619号 （登録日：2014年8月8日）

発明者：川瀬 知之
細胞が産生する石灰化物を用いて、より高く直接的な骨誘導能を
有する基材を開発すること。本発明は、石灰化能を有する培養細
胞から抽出された石灰化物を含む、骨組織再生用基材を提供す
る。本発明の骨組織再生用基材において、前記石灰化能を有する
培養細胞はほ乳類細胞の場合がある。本発明の骨組織再生用基
材において、前記石灰化物は高温で焼結することなく抽出される
場合がある。本発明は、本発明の骨組織再生用基材を含む人工骨
を提供する。

特許第5799409号 （登録日：2015年9月4日）

発明者：鳥羽 健、加藤 公則、塙 晴雄、相澤 義房、
 樋口 正人
本発明は、ヘパリン親和性モチーフと生物活性を有するポリペプ
チドを含むキメラ蛋白質、およびこれを含む徐放性医薬組成物ま
たは持効性医薬組成物に関する。

202 再生治療用材料

特許第5763880号 （登録日：2015年6月19日）

発明者：川瀬 知之、奥田 一博、中島 悠
【課題】多血小板血漿を利用する再生治療用材料であって、用時調
製又は冷凍保存を必要としない再生治療用材料を開発する。

【解決手段】本発明は、固体支持体にコーティングされた後に凍結
乾燥された多血小板血漿を含み、前記多血小板血漿が凍結乾燥
されてから少なくとも１日間冷蔵保存された後に使用される、再生
治療用材料を提供する。本発明の再生治療用材料は、前記多血小
板血漿が凍結乾燥されてから少なくとも３０日間冷蔵保存された
後に使用できる場合がある。前記固体支持体は、繊維製品、多孔
性基材、粒状体及び発泡体からなるグループから選択される場合
がある。前記固体支持体は、生分解性材料でできている場合があ
る。前記固体支持体は、前記多血小板血漿がコーティングされる
前に、細胞−基質間接着レセプターのリガンドがコーティングされ
る場合がある。
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受容体シグナル伝達阻害剤を含む脳梗塞
治療用医薬品組成物

免疫製剤を含む脳梗塞治療用医薬品
組成物

特許第5823672号 （登録日：2015年10月16日）

発明者：下畑 享良
【課題】脳梗塞急性期徒過後の患者にも投与できる脳梗塞治療用
医薬品組成物の提供。

【解決手段】血栓溶解薬と、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）受容体
シグナル伝達阻害剤とを含む脳梗塞の治療用医薬品組成物であ
る。本発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、脳梗塞急性期徒
過後の患者に投与可能な場合がある。本発明の脳梗塞の治療用
医薬品組成物は、組織型プラスミノゲン・アクチベーター（ｔ−Ｐ
Ａ）又はその誘導体を含む場合がある。

特許第5823671号 （登録日：2015年10月16日）

発明者：下畑 享良
【課題】脳梗塞急性期徒過後の患者にも投与できる脳梗塞治療用
医薬品組成物の提供。

【解決手段】血栓溶解薬、及び、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）と前
記ＶＥＧＦの受容体との結合を阻害する結合阻害剤を含む脳梗塞
の治療用医薬品組成物である。本発明の脳梗塞の治療用医薬品
組成物は、脳梗塞急性期徒過後の患者に投与される場合がある。
本発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、組織型プラスミノゲン・
アクチベーター（ｔ−ＰＡ）又はその誘導体を含む場合がある。本
発明の脳梗塞の治療用医薬品組成物は、抗ＶＥＧＦ−Ａ中和抗体
又はその誘導体を含む場合がある。

199 腎障害の検出用マーカーとしての尿中
メガリンの使用

特許第5694145号 （登録日：2015年2月13日）

発明者：斎藤 亮彦、富野 康日己、淺沼 克彦、
 小笠原 真也、黒澤 寛之、平山 吉朗
簡便な腎障害の検査手段を提供し、この検査手段に利用する腎
障害に関連して見られる尿中メガリンを測定することによって、腎
障害（例えば糖尿病性腎症やＩｇＡ腎症）の予後予測や障害の程
度を腎症早期から評価することが可能となる腎障害の診断用マー
カーおよびその使用。被験体から得られた尿からの腎障害の検出
のためのマーカーとしてのヒトメガリンの使用。

194

195

時間−脈管内圧制御に基づく細胞内薬物
送達システム及び細胞内薬物送達方法

腎疾患の検査方法

特許第5922864号 （登録日：2016年4月22日）

発明者：須田 剛士、上村 顕也、尾田 雅文
【課題】脈管内圧を時間軸に沿ってリアルタイムに制御することに
基づく細胞内薬物送達方法と、そのための細胞内薬物送達システ
ムを提供する。

【解決手段】対象臓器に所属する脈管に薬物を含む溶液を注入し
て脈管内圧を増加させ、時間−脈管内圧変化を制御することによ
り、対象臓器の細胞内に薬物を送達するための細胞内薬物送達シ
ステムを、溶液を送り出すための電動アクチュエーターと、この電
動アクチュエーターの動作を制御するためのコンピュータと、脈管
内圧を検出するための圧検出器７とで構成した。コンピュータは、
圧検出器により検出された脈管内圧に基づいて、予め設定された
時間−脈管内圧曲線を描くように電動アクチュエーターの動作を
制御する。

特許第5677294号 （登録日：2015年1月9日）

発明者：原 正則、斎藤 亮彦、富野 康日己、淺沼 克彦、
 黒澤 寛之、小笠原 真也、平山 吉朗
本発明の課題は、腎疾患の可能性のある被験者について、腎生検
の必要性を判定するための検査方法を提供することである。かか
る課題は、尿中のポドカリキシンと、１つ以上の他のマーカーとを
組み合わせて使用することを特徴とする、腎疾患の検査方法なら
びに、当該検査方法のための検査用試薬、および当該検査方法の
ための検査用試薬キットにより解決される。本発明により、従来の
検査方法における予後不良不顕性症例についても予後不良群の鑑
別が可能となり、腎疾患の判定、腎生検の要否の判定、予後予測
等を正確に行うことが可能となる。

196 糖尿病性腎症の検査方法

特許第5759372号 （登録日：2015年6月12日）

発明者：原 正則、斎藤 亮彦、富野 康日己、淺沼 克彦、
 黒澤 寛之、小笠原 真也、平山 吉朗
本発明は、従来の方法より早期に糖尿病性腎症を発見するための
検査方法を提供することを課題とする。かかる課題は、尿中ポドカ
リキシンを測定することを特徴とする、糖尿病性腎症の検査方法、
糖尿病性腎症を少なくとも第I期から判定する当該検査方法、前
記検査方法のための検査用試薬、および前記検査方法のための検
査用試薬キットによる。本発明は、尿中ポドカリキシンが、尿中ア
ルブミンよりも早期から鋭敏に、糖尿病性腎症の発症および病態
を反映していることを見出したことに基づく。
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血中コレステロール低減剤

無針注射器の駆動装置及び無針注射器の
駆動装置の駆動方法

特許第5818309号 （登録日：2015年10月9日）

発明者：谷口 正之、菅原 正義、藤本 浩
【課題】経口投与可能な血中コレステロール低減剤の提供。
【解決手段】プロピオン酸菌の菌体を有効成分として含む血中コレ
ステロール低減剤。

特許第5596476号 （登録日：2014年8月15日）

発明者：高橋 直紀、橋本 毅、工藤 慈、ジム フクシマ
【課題】一度の薬液充填とばね力のチャージ（負荷）で、注射を数
回に分割して投与できるようにする。

【解決手段】ノズルを設けると共にプランジャーを摺動可能に設け
た無針注射器のシリンジを前部に取り付けるケース本体、このケー
ス本体に設けられプランジャーに対向して前側に移動可能に設け
られてプランジャーを押圧可能なピストン、ケース本体に設けられ
てピストンを前方へ押圧するコイルばねを備えている、そして圧縮
されたコイルばねの弾力の一部によってコイルばねを一部伸張さ
せピストンを前進させてプランジャーに衝突させた後、コイルばね
をピストンと共に後退させてプランジャーとピストンとの間にイン
パクト用のギャップＪを形成した後、再び残っているコイルばねの
弾力によってコイルばねを伸張させてピストンを前進させてプラン
ジャーに衝突させる。

193 無血清培養できるカイコ培養細胞株の
作出およびその利用

特許第5765699号 （登録日：2015年6月26日）

発明者：今西 重雄、吉田 芳哉、関根 俊昭、武内 恒成
【課題】本発明は、無血清培地における培養により安定に増殖する
連続継代性のカイコ培養細胞系であって、低温処理によりウイル
ス感染が誘発される特徴を有するカイコ培養細胞系を提供するこ
とを目的とする。

【解決手段】本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意検
討し、カイコの胚子組織由来のＮＩＡＳ−Ｂｍ−Ｋｅ１細胞株から
連続継代性の培養細胞株（ＮＩＡＳ−Ｂｍ−Ｋｅ１７）をクローニン
グにより作出した。当該細胞株は、カイコ熱処理体液添加及び低
温処理を行うことにより、ウイルス感染を強く誘導することが可能
であることが明らかとなった。
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口内法エックス線撮影実習評価システム 血中腸型脂肪酸結合蛋白測定による
急性腸炎の検出方法

舌癌の悪性度の判定方法 人工骨の製造方法

特許第5184870号 （登録日：2013年1月25日）

発明者：西山 秀昌
【課題】エックス線の照射を行わずに、簡単な構成で口内法エック
ス線撮影実習の迅速かつ正確な評価が可能な、新規の口内法エッ
クス線撮影実習評価システムを提供する。

【解決手段】歯列が固定されたまま歯の周囲の組織３が着脱可能
に構成された歯科模型と、口内法エックス線撮影用フィルムの形
状を模擬したフィルム模擬板と、このフィルム模擬板を保持する保
持手段と、エックス線照射指示コーンの形状を模擬したコーン模
擬円筒と、このコーン模擬円筒を通してエックス線の照射野に相
当する領域を撮影する撮影手段と、この撮影手段で撮影した画像
を表示する表示手段とを備えた。

特許第4907399号 （登録日：2012年1月20日）

発明者：神田 達夫、藤井 博、舟岡 宏幸、梶浦 聡、
 大軽 靖彦

【課題】急性腸炎を定量的、客観的に判定することのできる迅速で
簡便な急性腸炎の判定方法及び判定用試薬を提供する。

【解決手段】分離された血液中のＩ−ＦＡＢＰを検出する。好ましく
は、血液がヒトの血液であり、Ｉ−ＦＡＢＰがヒトＩ−ＦＡＢＰであ
り、血液中のＩ−ＦＡＢＰの検出を免疫学的方法により行なう。免
疫化学的方法は、酵素免疫化学的方法、ラテックス凝集法または
免疫クロマト法のいずれかを用いることができ、好ましくは、酵素
免疫化学的方法が用いられる。さらに好ましくは、サンドイッチ型
酵素免疫測定法が用いられる。

特許第4827025号 （登録日：2011年9月22日）

発明者：永田 昌毅、黒川 亮
舌癌の悪性度を客観的かつ正確に判定することが可能な舌癌の
判定方法と、舌癌組織検体の分析方法と、舌癌組織検体の分析
用キットとを提供する。舌癌組織検体におけるインテグリンファミ
リー遺伝子及び対照遺伝子のｍＲＮＡ量を測定し、インテグリン
ファミリー遺伝子のｍＲＮＡ量／対照遺伝子のｍＲＮＡ量の比に
より舌癌の悪性度を判定することを特徴とする舌癌の判定方法
と、舌癌組織検体におけるインテグリンファミリー遺伝子及び対
照遺伝子のｍＲＮＡ量を測定するステップと、インテグリンファミ
リー遺伝子のｍＲＮＡ量／対照遺伝子のｍＲＮＡ量の比を臨床
データと関連づけるステップとを含むことを特徴とする舌癌組織
検体の分析方法と、舌癌組織検体の分析用キットとを提供する。

特許第5532529号 （登録日：2014年5月9日）

発明者：生越 章、川島 寛之、工藤 尚子、有泉 高志、
 堀田 哲夫、入江 洋之、井上 晃

【課題】移植による免疫拒絶反応の発生を抑制することができる人
工骨を効率的に製造する。

【解決手段】骨基質を産生する細胞を永久株化する永久株化工程
と、永久株化された細胞を骨補填材に付着させる付着工程と、生
体組織補填材に付着した細胞を増殖させることにより、前記骨補
填材を足場として骨形成作用を生じさせる形成工程と、細胞を不
活化させる処理工程とを含む人工骨の製造方法を提供する。

211 214歯周病菌プロテアーゼ阻害剤ならびに
抗歯周病菌剤 腎障害の検出方法

特許第4982908号 （登録日：2012年5月11日）

発明者：太養寺 真弓、大坪 貞視、谷口 正之
【課題】歯周病の予防や治療に有効な、安全性に優れ、医療用途
や食品成分として用いることのできるプロテアーゼ阻害剤ならび
に抗菌剤を提供する。

【解決手段】本発明のプロテアーゼ阻害剤は、イネ（Ｏｒｙｚａｓａ
ｔｉｖａ）に含まれる等電点５．０〜６．５の蛋白質又はその部分ペ
プチドを有効成分として含有する。有効成分の蛋白質又はその部
分ペプチドは、特定のアミノ酸配列を有し、歯周病菌ポルフィロモ
ナス・ジンジバリスプロテアーゼに対する阻害活性と抗菌作用を
有する。本発明の口腔用組成物又は食品は、本発明のプロテアー
ゼ阻害剤、又は本発明の抗菌剤を添加してなる。本発明の核酸
は、特定の塩基配列を有し、プロテアーゼ阻害活性又は抗菌作用
を有する蛋白質をコードする。

特許第4599568号 （登録日：2010年10月8日）

発明者：坂爪 実、下条 文武、成田 一衛、津畑 豊、
 小川 麻

【課題】腎障害、とくに傷害の激しい糸球体上皮障害を非浸襲的な
検出方法で判定することが可能な腎障害の判定方法を提供する。

【解決手段】尿中のＳＭ２２αを検出することにより腎障害を判定
する。ＳＭ２２αの検出には、ＰＣＲ法または免疫化学的方法また
はＥＬＩＳＡ法が好適に用いられる。ＰＣＲ法は、ＳＭ２２α特異的
プライマーを用いて行う。免疫化学的方法は、抗ＳＭ２２α抗体を
用いて免疫染色し、蛍光顕微鏡で観察することにより行う。ＥＬＩ
ＳＡ法は、抗ＳＭ２２α抗体を用いて行う。そして、尿は、遠心分
離法により得られた尿沈渣または尿上清である。このように、腎障
害、とくに、ポドカリキシンまたはネフリンの発現が減弱あるいは
欠失した障害の激しい糸球体上皮障害を非浸襲的な検出方法で
判定することができる。

206
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ヒト骨膜培養方法

生理活性物質を定着および発現させる
方法

特許第5330996号 （登録日：2013年8月2日）

発明者：川瀬 知之、奥田 一博
培養期間が短いヒト骨膜の促成培養方法を開発する。（１）患者か
ら採取した骨膜片を培養液を添加しない培養ディッシュに戴置す
るステップと、（２）前記培養ディッシュ上の骨膜片の表面に前記
患者の多血小板血漿を滴下して骨膜片の表面を覆うように凝固さ
せるステップと、（３）前記培養ディッシュに第１培養液を添加して
培養するステップと、（４）前記ステップ（３）の後、塩基性繊維芽
細胞成長因子を含むが前記多血小板血漿は含まない第２培養液
で培養するステップとを含む、ヒト骨膜培養方法を提供する。

特許第5547964号 （登録日：2014年5月23日）

発明者：米山 博之、鈴木 健司
本発明は、標的とする粘膜下組織に生理活性物質を投与すること
により、該組織特異的に生理活性物質を定着および発現させる方
法を提供する。すなわち本発明者らは、粘膜下組織に対し、担体
を利用せず直接生理活性物質を投与することによって、該生理活
性物質が消失あるいは拡散したりせず、安全かつ効果的に長期間
にわたって投与局所に定着し、さらにはリザーバーのように働き効
果を発揮することを見出した。また上述のようにして投与された生
理活性物質は投与臓器以外の他の臓器には影響を及ぼさず、治療
効果を有することも見出した。

208 生物学的製剤

特許第5272735号 （登録日：2013年5月24日）

発明者：塙 晴雄
異なる分子種の受容体及び／又はリガンド結合蛋白と、リガンドと
の複合体が形成できるようなヘテロダイマーを開発すること。本発明
は、ＩＬ−１受容体タイプＩＩの細胞外ドメインと第１化学的部分とを
含む第１サブユニットと、ＩＬ−１受容体アクセソリープロテインの細
胞外ドメインと第２化学的部分とを含む第２サブユニットとからなり、
第１化学的部分と第２化学的部分とは、第１サブユニットと第２サブ
ユニットとを会合させて、ＩＬ−１リガンドに結合可能な複合体を形
成させる、ヘテロダイマーを提供する。本発明のヘテロダイマーは、
配列番号３４又は３７に列挙されるアミノ酸配列のポリペプチド等
と、配列番号４３ないし４７のいずれかに列挙されるアミノ酸配列の
ポリペプチド等とを含み、前記ＩＬ−受容体アクセソリープロテインＩ
ｇ融合蛋白は、配列番号３５又は３８に列挙されるアミノ酸配列のポ
リペプチド等と、配列番号４３ないし４７のいずれかに列挙されるア
ミノ酸配列のポリペプチド等とを含むことを特徴とする場合がある。

203
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尿中ヒトメガリンを測定することを含む
腎疾患検出方法

人工喉頭

特許第5424702号 （登録日：2013年12月6日）

発明者：斎藤 亮彦、富野 康日己、淺沼 克彦、
 小笠原 真也、黒澤 寛之、平山 吉朗

【課題】腎疾患を診断する為の診断キットおよび診断マーカーの
提供。

【解決手段】尿中に存在する以下の（ｉ）〜（ｉｉｉ）の完全長ヒトメガ
リンまたはヒトメガリンのフラグメントの少なくとも１つのヒトメガ
リンを測定することを含む、腎疾患を検出する方法：（ｉ）完全長
ヒトメガリン、（ｉｉ）ヒトメガリンの細胞外領域を欠いたヒトメガリ
ン細胞内領域フラグメント、または（ｉｉｉ）ヒトメガリンの細胞内領
域を欠いたヒトメガリン細胞外領域フラグメント。

特許第5359511号 （登録日：2013年9月13日）

発明者：小浦方 格、原 利昭、菊地 朝子
【課題】構造簡易にして希望する高さの音声を得ることができる人
工喉頭を提供する。

【解決手段】呼気を導入する挿入孔を有する本体たる筒体と、挿入
孔に移動可能に挿入され呼気圧により一側に移動するピストンと、
ピストンの他側において挿入孔と外部とを連通する流出孔と、こ
の流出孔から流出した呼気により振動すると共に、ピストンの一側
への移動により張力が変化する弾性振動体膜とを備える。挿入孔
に呼気を導入すると、その圧力によりピストンが一側に押され、弾
性振動体膜が伸び、呼気が流出孔を通り、弾性振動体膜を振動す
る。このようにピストンは呼気圧を受けて一側に押され、弾性振動
体膜の張力と釣合う位置で停止し、弾性振動体膜の振動は張力と
長さ、特に張力により変化するから、呼気圧により振動数を変える
ことができる。

205 尿中タンパク質定量用の尿前処理剤、尿前
処理方法、及び尿中タンパク質定量方法

特許第5515740号 （登録日：2014年4月11日）

発明者：斎藤 亮彦、原 正則、小笠原 真也、平山 吉朗、
 黒澤 寛之
尿のｐＨの変動の影響を低減又は解消し、尿中の無機塩が析出し
た沈降物の影響を解消し、膜タンパク質の可溶化ができる尿前処
理剤、尿前処理方法、及び尿中タンパク質定量方法を開発するこ
と。緩衝剤、キレート剤及び界面活性剤を含むことを特徴とする
尿中タンパク質定量用の尿前処理剤と、尿１００質量部に対して
前記尿前処理剤１０〜１０００質量部を混合することを特徴とする
尿前処理方法と、尿１００質量部に対して前記尿前処理剤１０〜
１０００質量部を混合した後、タンパク質濃度を測定することを特
徴とする尿中タンパク質定量方法とを提供する。

N I I G A T A  U N I V E R S I T Y 3736

創薬・医工



221 224

222 225

腰椎可動性測定用把持器 関節免荷具検査装置

椎間板可動性測定手段 脳腫瘍の検出方法及びそれに用いる
脳腫瘍の検出物質

特許第4756114号 （登録日：2011年6月10日）

発明者：原 利昭、長谷川 和宏、長谷川 孝則、川崎 隆吉、
 森 満

【課題】運動抑制を伴う場合であっても定量的に腰椎の可動性を
測定することができる腰椎可動性測定用把持具を提供する。

【解決手段】腰椎可動性測定用把持具は、椎間に荷重を加えて屈
曲、伸展運動をさせ、前記荷重と椎間の変位を測定する測定装置
に用いられ、前記椎間を構成する椎骨の棘突起を係脱可能に把持
するクランプを設けた把持具本体を備え、前記把持具本体は、前
記棘突起を把持した前記クランプを固定する固定部材を有する。
前記把持具本体の一端にピボット軸を設けた。前記把持具本体は
前記クランプを開閉するアームを備え、前記アームは前記固定部
材に係止可能に構成した。

特許第4439465号 （登録日：2010年1月15日）

発明者：原 利昭、遠藤 直人、長谷川 孝則、川崎 隆吉、
 森 満

【課題】関節免荷具の可動能力を容易に評価できる関節免荷具検
査装置を提供することにある。

【解決手段】人体骨格模型の股関節に股関節免荷具を跨がせて取
り付け、股関節の可動域を自由度電気角度計によって測定するよう
にしたことにより、当該自由度電気角度計によって得られた可動域
測定結果に基づいて股関節免荷具２を股関節に取り付けたときに
股関節をどの程度可動できるか否かについて容易に認識させるこ
とができ、かくして股関節免荷具の可動能力を容易に評価できる。

特許第4756115号 （登録日：2011年6月10日）

発明者：原 利昭、長谷川 和宏、長谷川 孝則、川崎 隆吉、
 森 満

【課題】運動抑制を伴う場合であっても定量的に腰椎の可動性を
測定することができる椎間板変性評価方法を提供する。

【解決手段】椎間板変性評価方法は、椎間に荷重を加えて屈曲、伸
展運動をさせ、前記荷重と椎間の変位とを測定し、前記荷重と前
記変位との関係に基づき椎間板の変位度を評価する。パーソナル
コンピュータにより一定速度で前記荷重を加える。前記荷重と前
記変位に基づいて荷重−変位曲線を生成する。前記荷重−変位曲
線から基準値を求める。

特許第4852703号 （登録日：2011年11月4日）

発明者：山中 龍也、土屋 尚人、池中 一裕
確実に、且つ早期に脳腫瘍を検出可能な脳腫瘍の検出方法及びそ
れに用いる脳腫瘍の検出物質を提供する。さらに、脳腫瘍を治療
するための医薬組成物を提供する。脳腫瘍に特異的に発現する糖
蛋白質のＮ結合型糖鎖Ａ２Ｇ２Ｆの検出に基づいて、脳腫瘍を検
出することにより、脳腫瘍の早期発見及び治療に有益である。さら
に、Ｎ結合型糖鎖Ａ２Ｇ２Ｆに対して結合特異性を有するレクチン
を使用して、確実に、且つ早期に脳腫瘍を検出することができる。
また、脳腫瘍の検出物質は、糖蛋白質のＮ結合型糖鎖Ａ２Ｇ２Ｆ
に特異的に結合するレクチンを有するため、糖鎖Ａ２Ｇ２Ｆに基づ
いて脳腫瘍を早期且つ簡易に検出することができる。さらに、糖蛋
白質のＮ結合型糖鎖Ａ２Ｇ２Ｆに対して結合特異性を有するレク
チンを有効成分として含む医薬組成物は、脳腫瘍細胞に対してア
ポトーシスを誘発するので、脳腫瘍細胞により引き起こされる疾患
の予防および治療に有効である。

223 226股関節免荷具 ３次元形状の計測装置およびその計測
データによる義肢のソケット形状設計装置

特許第4591968号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：原 利昭、遠藤 直人、長谷川 孝則、川崎 隆吉、
 森 満

【課題】股関節の動きを制限することなく大腿骨骨頭の免荷を確実
に行なうことができる股関節免荷具を提供することにある。

【解決手段】腸骨に固定する腸骨固定部と、大腿骨に固定する大
腿骨固定部と、腸骨固定部に対して大腿骨固定部を所定方向に回
動自在に連結し、腸骨固定部からの荷重を支持するアーム部とを
設けるようにした。従って、股関節免荷具では、股関節にかかる荷
重を分散させることができるとともに、股関節を所定方向に回動さ
せることもでき、かくして股関節の動きを制限することなく大腿骨
骨頭の免荷を確実に行なうことができる。

特許第4304341号 （登録日：2009年5月15日）

発明者：尾田 雅文、花房 昭彦
【課題】超音波により、人体の外部形状だけでなく骨、筋肉、脂肪
形状等内部組織形状も併せて計測し、さらに、義肢使用時におい
て断端部周辺に作用する荷重を考慮して、義肢使用者が快適に使
用できるようなソケットを提供するための３次元形状測定装置、義
肢用ソケット形状設計装置などを提供することである。

【解決手段】本発明は、超音波の送出手段と、前記超音波の反射
波の検出手段と、前記超音波の送出手段と前記反射波の検出手段
の位置を決定する手段と、複数の材質から構成された検体の異な
る材質間の境界を求めるために、検出されたデータを解析する手
段と、解析された結果から有限要素モデルを作成する手段とを備
えた３次元形状計測装置である。また、そのデータを使って義肢用
ソケットを設計するための義肢用ソケット形状設計装置である。
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濾過膜及びその製造方法 腎疾患の活動性判定法及びその装置

アクアポリン４阻害薬 神経膠腫細胞株Ｕ２５１の増殖能抑制剤
及び浸潤能抑制剤

特許第4710018号 （登録日：2011年4月1日）

発明者：田中 孝明
【課題】生分解性であって、１μｍ程度の大きさの粒子を阻止でき、
かつ耐熱性が高い、新規の濾過膜及びその製造方法を提供する。

【解決手段】ポリブチレンサクシネートを溶媒に溶解して得たポリ
ブチレンサクシネート溶液の薄膜を、ポリブチレンサクシネートの
非溶媒に浸漬して濾過膜を得た。好ましくは、溶媒はクロロホルム
であり、非溶媒はメタノールであることを特徴とする。

特許第4487081号 （登録日：2010年4月9日）

発明者：坂爪 実、下条 文武、松田 武英、久保田 亮、
 小川 麻、嵯峨 大介、成田 一衛
確実性の高い腎疾患の活動性判定法及びその装置を提供する。
蛍光標識抗ＣＤ１４モノクローナル抗体と蛍光標識抗ＣＤ６２Ｌモ
ノクローナル抗体を用いて腎炎が疑われるヒトから採取した尿沈
渣を処理し、フローサイトメトリー法でＣＤ１４陽性ＣＤ６２Ｌ陰
性の単球を検出する。ＣＤ１４陽性ＣＤ６２Ｌ陰性の単球の数が多
数の場合に腎臓の活動性炎症があると判定することで、非侵襲的
かつ特異的に腎疾患の活動性の判定を行うことができるとともに、
より確実性の高い腎疾患の活動性判定を行うことができる。

特許第4273235号 （登録日：2009年3月13日）

発明者：中田 力、ビンセント フーバー
【課題】アクアポリン４（ＡＱＰ４）を直接阻害する作用を有し、疾
患の治療に有用な新規のＡＱＰ４阻害薬を提供する。

【解決手段】本発明のアクアポリン４阻害薬は、一般式（Ｒは任意
の置換基、Ａｒは任意の芳香族基を示す）で表される構造を有す
る。本発明のアクアポリン４阻害薬を含有する治療薬は、神経疾
患、眼科疾患、呼吸器疾患、心臓疾患、全身性脈管系疾患、癌の
治療に用いられる。

特許第4474551号 （登録日：2010年3月19日）

発明者：山中 龍也、佐野 正和、矢島 直樹
【課題】脳腫瘍に対する新たな治療法、診断学の開発のために悪性
脳腫瘍の指標となる脳腫瘍マーカーおよびその用途を提供する。

【解決手段】本発明の脳腫瘍マーカー遺伝子は、脳腫瘍の悪性度
を判定するために使用する脳腫瘍マーカー遺伝子であって、ＨＥ
ＣＴ２又はＯＳＴを含み、前記遺伝子の発現量が高いほど、前記
脳腫瘍の悪性度が高いと判定することを特徴とする。また、脳腫
瘍患者の予後を予測するために使用する脳腫瘍マーカー遺伝子で
あって、ＨＥＣＴ２又はＯＳＴを含み、前記遺伝子の発現量に基づ
いて脳腫瘍の予後を予測することを特徴とする。

217 220ヒトメガリンの測定方法 腰椎可動性測定システム

特許第4865377号 （登録日：2011年11月18日）

発明者：小笠原 真也、三浦 州平、齋藤 亮彦、竹田 徹朗
【課題】従来法に比較して簡便で所要時間が短く、且つ、ヒトメガ
リンの定量も可能なヒトメガリンの測定方法ならびに細胞・組織・
臓器特異的な機能性疾患を部位直接的かつ、早期に診断可能とす
る方法の提供。

【解決手段】ヒトメガリンを測定することによりメガリンの発現が認
められる臓器の疾患を検出する方法。

特許第4756113号 （登録日：2011年6月10日）

発明者：原 利昭、長谷川 和宏、長谷川 孝則、川崎 隆吉、
 森 満

【課題】運動抑制を伴う場合であっても定量的に腰椎の可動性を
測定することができる腰椎可動性測定システムを提供する。

【解決手段】腰椎可動性測定システム１は、椎間を構成する椎骨、
椎骨の棘突起をそれぞれ把持する把持器と、前記把持器を駆動し
て前記椎間に荷重を負荷する駆動部であるアクチュエータと、前
記荷重と前記椎骨間の変位とを測定する測定部と、前記測定装置
を制御するパーソナルコンピュータとから構成されている。パーソ
ナルコンピュータによって荷重データ及び変位データを基に各種
処理を実行し、これにより腰椎可動性測定に有用な情報を医師に
対し提供する。
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無線通信システム及び装置及び方法 超電導電力変換器

レーザ走査型干渉計及び表面形状の
計測方法 磁場発生装置及び磁場発生方法

特願2014−137910 （出願日：2014年7月3日）

発明者：本間 尚樹、村田 健太郎、西森 健太郎
【課題】アナログ回路を用いた低コストな構成で並列伝送が可能な
無線通信システム及び装置及び方法を提供すること。

【解決手段】送受信間のチャネル行列に対称性が現れるように、送
受信を含めたＭＩＭＯアンテナＡＴ１〜ＡＴ４全体をある平面を
基準に対称となるように配置する。送受信双方のアレーに対して
１８０度ハイブリッド回路ＨＴ、ＨＲを接続する。チャネル行列の
対称性および１８０度ハイブリッドカプラの入出力特性から、チャ
ネル行列はこれらのアナログ回路のみにより対角化される。すな
わちこれは、ディジタル信号処理によらずビームフォーミングを行
うことなく、干渉の無い複数の並列伝送路を構成したこととなる。

特許第5835377号 （登録日：2015年11月13日）

発明者：長村 光造、中村 武恒、岡 徹雄
【課題】従来よりも高効率な電力変換器を提供する。
【解決手段】超電導電力変換器が、並列配置されてなる複数の超
電導素子の少なくとも１つが超電導状態となるとともに、残りの
少なくとも１つが非超電導状態となるようにスイッチングを行うス
イッチング手段を備える半素子、を２つ備える。第１と第２の半素
子の間に負荷を接続するとともに第１と第２の半素子のそれぞれ
の共通化された端子の間に電源電圧を印加するようになっており、
複数の超電導素子のそれぞれの非超電導状態における抵抗値は、
負荷の抵抗値より大きく設定される。電源電圧の種別と負荷にお
いて取り出そうとする電流種別との組み合わせに応じて定まるタ
イミングにてスイッチングを行うことにより、第１と第２の半素子
に対する負荷の接続の仕方を同じとしつつ、直流から交流への変
換、交流から直流の変換、位相変換、あるいは周波数変換のいず
れかを、選択的に実行可能とする。

特願2014−109489 （出願日：2014年5月27日）

発明者：新田 勇、月山 陽介
【課題】レーザ走査型干渉計を用いて、簡単な操作で、かつ、広い
面積の測定を短時間で行うことのできる、表面形状の計測方法を
提供する。

【解決手段】レーザ光源からのレーザ光を平行光束としてビームス
プリッタ４を介して走査ミラーに導き、走査ミラーでレーザ光を走
査光に変換してテレセントリックｆθレンズに入射させ、テレセント
リックｆθレンズの焦点面近傍に近接配置した参照平面及び被観
察面からの反射光をテレセントリックｆθレンズにより平行光束に
変換し、走査ミラーで反射させた後にビームスプリッタでレーザ光
源からのレーザ光と分離し、結像レンズによって集光してテレセン
トリックｆθレンズの焦点面と共役の位置に設置したピンホールを
通過させ、ピンホールを通過した反射光の光量を受光素子で計測
する表面形状の計測方法であって、参照平面を平面ガラス板に金
属薄膜を成膜した参照板により構成した。

特願2014−042009 （出願日：2014年3月4日）

発明者：岡 徹雄、平山 絵梨、上原 翔、高橋 康宏、
 仲村 高志、横山 和哉

【課題】均一な磁場空間の位置について設計自由度を向上させる
ような磁場分布を有する磁場を発生する、高温超電導バルク磁石
を用いた磁場発生装置及び磁場発生方法を提供する。

【解決手段】磁場発生装置１は、超電導バルク磁石を備える磁極部
２を備え、超電導状態において、前記超電導バルク磁石から発生
する磁場は、前記磁極部の磁極面に、凹型形状の磁場分布を有す
る磁場を形成する。

235 238空力騒音の音源特定装置及び空力騒音の
音源特定方法

２波長半導体レーザ光の平行伝搬変換
装置

特願2014−091876 （出願日：2014年4月25日）

発明者：藤澤 延行、小熊 靖之、梨本 厚、中野 朋則
【課題】汎用的なＰＩＶシステムにより音源特定を行うことが可能
な、空力騒音の音源特定装置及び空力騒音の音源特定方法を提
供する。

【解決手段】流れ場に光を照射する少なくとも１つの発光素子と、
流れ場を撮影する第１及び第２撮像素子と、制御部とを備え、発
光素子に、第１の所定時間間隔で２回パルス発光を行う第１のマ
ルチパルス発光動作と、第１のマルチパルス発光動作から第２の
所定時間経過後に、第１の所定時間間隔で２回パルス発光を行う
第２のマルチパルス発光動作とを行わせ、第１のマルチパルス発
光動作における各パルス発光に同期して第１撮像素子が撮影した
流れ場の複数画像から、流れ場の第１の渦度ベクトル及び速度ベ
クトルを算出し、第２のマルチパルス発光動作における各パルス発
光に同期して第２撮像素子が撮影した流れ場の複数画像から、流
れ場の第２の渦度ベクトル及び速度ベクトルを算出する。

特願2014−012710 （出願日：2014年1月27日）

発明者：佐々木 修己、古山 直行
【課題】簡単な構成で安価に、２波長発振レーザ半導体から発せら
れる２つの異なる波長のレーザ光の伝搬方向を一致させることが
可能な、２波長半導体レーザ光の平行伝搬変換装置を提供する。

【解決手段】２波長発振レーザ半導体から発せられた第一の波長
λ１のレーザ光と第二の波長λ２のレーザ光を平行光にする対物
レンズと、４５度直角プリズムとを備えた。４５度直角プリズム１２
は、第一の波長λ１の平行光と第二の波長λ２の平行光が斜面か
ら入射して直角を挟む２面のうちの一方の面から出射するととも
に、第一の波長λ１の平行光と第二の波長λ２の平行光の出射角
θＯ１、θＯ２が同一になるように配置された。
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人工股関節の製造方法 癌温熱治療装置

精神分裂病の診断薬キット 遺伝子発現を指標とする統合失調症の
客観的診断法

特許第4591925号 （登録日：2010年9月24日）

発明者：新田 勇、大橋 修、山口 典男、長谷川 孝則、
 落合 清秀

【課題】真空中あるいは不活性ガスの雰囲気中で加熱処理する際
に発生する加圧治具の熱膨張力を半径方向内方に向けることで、
メッシュ層をステム部に確実に拡散接合することができる人工股
関節の製造方法を提供する。

【解決手段】チタン材料またはチタン合金材料から成形されたステ
ム部を有する人工股関節本体を設け、チタン材料またはチタン合
金材料より熱膨張係数が大きい金属材料から成形された複数のセ
グメントを有する加圧治具を設け、ステム部の表面にチタン材料ま
たはチタン合金材料のメッシュ層を積層し、加圧治具７をステム部
のメッシュ層を囲むように配置し、チタン材料またはチタン合金材
料より熱膨張係数が小さい金属材料で形成した線材を加圧治具７
の外面に巻き付け、これら全体を真空中あるいは不活性ガスの雰
囲気中で加熱処理し、加圧治具の半径方向内方を向く加圧力によ
りメッシュ層をステム部に拡散接合する。

特許第3493428号 （登録日：2003年11月21日）

発明者：斉藤 義明
【課題】人体の深部まで有効に加熱することができ、これによって
人体における癌の温熱治療を有効に行うことのできる癌温熱治療
装置を提供する。

【解決手段】直六面体形状の空洞共振器と、その上内壁面にルー
プアンテナとを具える。ループアンテナは、そのループ面が上内壁
面と直交して隣接するとともに、互いに対向する空洞共振器の側
内壁面と平行となるようにして取り付けられている。そして、空洞
共振器内に導入された高周波電力を、側内壁面と平行な方向にお
いて、強度一定の励振モードで共振させる。人体は側内壁面と平
行に空洞共振器１内に挿入され、前記高周波電力が印加される。

特許第3706913号 （登録日：2005年8月12日）

発明者：那波 宏之、二村 隆史、染矢 俊幸、浅間 弘恵
本発明により、抗上皮細胞成長因子抗体を用いて血清中の上皮細
胞成長因子量を測定することを特徴とする、精神分裂病の診断薬
キットが提供された。本発明の診断薬キットは、精神分裂病の客
観的な診断の目的において有用である。

特許第3507884号 （登録日：2004年1月9日）

発明者：那波 宏之、高橋 均、入谷 修司
【課題】本発明は、遺伝子発現を指標とした精神分裂病の客観的
診断方法を提供することを目的とする。

【解決手段】本発明は、被験者が精神分裂病に罹患しているか否
かを診断する方法であって、−核酸及び／又はタンパク質を含有
する試料を被験者から採取する工程と、−表１及び表２に記載さ
れているタンパク質若しくはその断片、及び／又は上記タンパク質
をコードする上記括弧内にＧｅｎＢａｎｋ受付番号が示された核
酸若しくはその断片及びこれらの核酸と相補的な核酸からなる群
から選択される少なくとも１つの核酸を定量する工程と、−少なく
とも１つの前記タンパク質若しくはその断片又は核酸の定量値を
指標として、前記被験者が精神分裂病に罹患しているか否かを診
断する工程と、を具備する方法を提供する。

229 232癌温熱治療装置 ＣＡＧリピート病の治療薬

特許第3477514号 （登録日：2003年10月3日）

発明者：斉藤 義明
【課題】人体の深部まで有効に加熱することができ、これによって
人体における癌の温熱治療を有効に行うことのできる癌温熱治療
方法を提供する。

【解決手段】空洞共振器に所定の高周波電力を導入するとともに、
空洞共振器１の長手方向において、強度一定の励振モードで共振
させる。次いで、空洞共振器内のテーブル上に、人体の体軸方向
が空洞共振器の長手方向と一致するようにして人体を配置する。
次いで、人体に上記共振状態にある前記高周波電力を印加する。

特許第3012923号 （登録日：1999年12月17日）

発明者：辻 省次
【課題】本発明は、ＣＡＧリピート病（ＣＡＧ	ｒｅｐｅａｔ	ｅｘｐａｎ
ｓｉｏｎ	ｄｉｓｅａｓｅ）において、ポリグルタミン鎖の伸長がもた
らす「毒性機能の増加」の分子的機序を解明し、これによりＣＡＧ
リピート病に対する治療薬を提供することを目的とする。

【解決手段】前記目的を達成するため、本発明のＣＡＧリピート病
治療薬は、トランスグルタミナーゼの活性を阻害する活性を有す
る化合物を有効成分とする。
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無線通信システムおよび無線通信方法 融雪強度推定方法

カム表面の観察方法 表面形状の測定方法及び測定装置

特許第5645135号 （登録日：2014年11月14日）

発明者：関 智弘、平賀 健、西森 健太郎
【課題】より負荷の小さい信号処理にて近距離ＭＩＭＯ通信を実現
する。

【解決手段】第１のアンテナ素子と、第２のアンテナ素子と、を具備
する第１の無線通信装置と、第３のアンテナ素子と、第４のアンテ
ナ素子と、前記第３のアンテナ素子が受信した信号に対して９０度
の位相回転を付与する移相部と、前記第４のアンテナ素子が受信
した信号と、前記移相部が位相回転した信号とを合成する合成部
と、を具備する第２の無線通信装置と、を具備する。

特許第5622265号 （登録日：2014年10月3日）

発明者：河島 克久、松元 高峰、太田 麻子、島村 誠、
 廣瀬 茂樹

【課題】簡易な温度センサを用いて従来と同程度の精度で融雪強度
を推定することができる融雪強度推定用温度センサを提供する。

【解決手段】融雪強度の推定に用いられる融雪強度推定用温度セ
ンサにおいて、センサ本体と、このセンサ本体の外面に設けた光
吸収部と、この光吸収部を設けたセンサ本体を収容する透光性の
ケースたるガラス管とを備え、前記光吸収部は黒色塗料層からな
る。光吸収部３が太陽光を吸収することにより気温と日射量に対
応した温度データが得られ、この温度データから融雪強度を推定
することができる。また、透光性のガラス管は、太陽光を通し、測
定において雨風の影響を除去することができる。さらに、黒色塗料
により光吸収部を簡便に得ることができ、黒は熱の輻射率が高い
から、日射量を反映した温度データが正確に得られる。

特許第5716459号 （登録日：2015年3月27日）

発明者：新田 勇
【課題】カム表面を観察することのできる、広視野レーザ顕微鏡を
用いた新規のカム表面の観察方法を提供する。

【解決手段】テレセントリックｆθレンズの焦点面近傍に近接配置
したカム表面からの反射光をテレセントリックｆθレンズにより平
行光束に変換し、走査ミラー７で反射させた後に、結像レンズに
よって集光してテレセントリックｆθレンズの焦点面と共役の位置
に設置したピンホールを通過させ、ピンホールを通過した反射光
の光量を受光素子で計測する。カム表面を有するカムシャフトを
その軸ｚを中心に回転させるとともに、レーザ光に対してカム表面
が常に垂直になり、かつ、レーザ光の焦点が常にカム表面に位置
するように、カムシャフトを移動させながら観察する。

特許第5733910号 （登録日：2015年4月24日）

発明者：佐々木 修己、小俣 公夫
【課題】位相変調された干渉信号を検出し、干渉信号の位相を求
める信号処理演算を行うことによってナノメータオーダでの分解能
で表面形状測定を行うことのできる、表面形状の測定方法及び測
定装置を提供する。

【解決手段】半導体レーザ光源からのレーザ光を偏光方向が互い
に直交し位相が異なる２つの光の合成光に変換してから回転多面
体ミラーに導き、レンズを通過した合成光を構成する２つの光を偏
光ビームスプリッタにより分離してその一方の光を参照面ミラー、
他方の光を被測定物体の表面に照射する。参照面ミラーからの反
射光と被測定物体の表面からの反射光を偏光ビームスプリッタに
より再び重ね合わせ、偏光板を通過させることにより参照面ミラー
からの反射光と被測定物体の表面からの反射光を干渉させる。

247 250無線通信システム、干渉回避方法、及び
無線通信端末 円筒面の形状計測方法

特許第5704534号 （登録日：2015年3月6日）

発明者：北尾 光司郎、今井 哲朗、西森 健太郎
【課題】ヘテロジーニアスネットワークにおいて、端末側に大きな
負担をかけることなく、効率的にシステム間の同一チャネル間干渉
を回避する。

【解決手段】第１のセルと通信する端末は、第２のセルからの信号
のプリアンブル区間を利用して、第１の基地局との間の第１の伝達
関数と、第２のセルとの間の第２の伝達関数を推定する。第２のセ
ルからの干渉のあるデータ区間において、第１の基地局から端末
に対し、中継局での受信信号がゼロになるような指向性で第１の
所望信号を送信するとともに、中継局において、第２のセルからの
干渉信号を受信する。第２のセルからの干渉のないデータ区間に
おいて、第１の基地局から端末に対して、第２の所望信号を送信
するとともに、中継局から端末に対し、干渉信号に関する干渉情
報を送信する。端末において、受信信号と、干渉情報と、第１及び
第２の伝達関数とに基づいて、第２の所望信号を推定する。

特許第5748414号 （登録日：2015年5月22日）

発明者：新田 勇、小俣 公夫
【課題】レーザ走査干渉を用いて円筒面の形状を簡単に、かつ、短
時間で測定することができ、同時に円筒面の表面画像を得ること
のできる、円筒面の形状計測方法を提供する。

【解決手段】テレセントリックｆθレンズの焦点面近傍に近接配置
した参照平面及び被観察円筒面からの反射光を前記テレセント
リックｆθレンズにより平行光束に変換し、結像レンズによって集
光してテレセントリックｆθレンズの焦点面と共役の位置に設置し
たピンホールを通過させ、ピンホールを通過した反射光の光量を
受光素子で計測する。レーザ光源からのレーザ光を連続点灯又は
パルス点灯させるとともに、走査光を被観察円筒面の母線に沿っ
て走査させ、かつ、被観察円筒面を有する被測定物をその円筒軸
を中心に回転させながら計測する。

239 242

240 243

通信装置、チャネル推定方法および通信
システム 二次電池テスター

ＭＥＭＳセンサ マルチチャンネルセンサ

特願2013−264167 （出願日：2013年12月20日）

発明者：満井 勉、竹村 暢康、西森 健太郎
【課題】低速な信号が用いられる場合であっても、ＭＩＭＯにおける
チャネル推定の精度を向上させることが可能な通信装置を提供する。

【解決手段】ユニークワードを含む送信信号が含まれうる受信信号
を処理する通信装置であって、受信信号から送信信号を検出する信
号検出部と、検出された送信信号に含まれるユニークワードの位相
回転量及び振幅変化によって、検出された送信信号を判別する信号
判別部と、判別された送信信号に含まれるユニークワードの位相回
転量と、判別された送信信号に対応する基準位相回転量との位相回
転差分に基づいて、判別された送信信号の位相を補正する第１位相
補正部と、位相回転差分に基づいて位相が補正された送信信号と位
相の初期値との誤差を補正する第２位相補正部と、位相の誤差が補
正された判別された送信信号と、既知の信号とに基づいて、チャネ
ルを推定するチャネル推定部と、を備える通信装置が提供される。

特許第5505478号 （登録日：2014年3月28日）

発明者：金子 双男、川上 貴浩、新保 一成、馬場 暁、
 加藤 景三、宮嵜 重利、清水 浩一、佐藤 健一、
 花岡 治

【課題】二次電池の劣化状態を、静電容量から判定する際に交流信
号を印加することなく、二次電池に流れる電流と端子電圧の時間
特性から二次電池の静電容量を求め、得られた静電容量から二次
電池の劣化状態を判定する簡便な二次電池テスターを提供する。

【解決手段】二次電池の端子電圧を測定する電圧センサーと、電
流を測定する電流センサーとを備え、交流信号を印加することな
く、測定した電圧と電流の時間特性の測定値から静電容量Ｃを求
め、予め記憶されている比較対象となる静電容量と測定値から算
出された静電容量とを比較することで劣化状態を評価できる。

特願2013−223626 （出願日：2013年10月28日）

発明者：寒川 雅之、奥山 雅則、野間 春生
【課題】近接覚計測及び触覚計測を単一のＭＥＭＳセンサで検出す
る技術を提供する。

【解決手段】近接覚計測及び触覚計測用のＭＥＭＳセンサであっ
て、透光性弾性部材と、透光性弾性部材に埋め込まれた少なくと
も１つの検知素子と、を有し、検知素子は、半導体層上に絶縁層
を介して設けられた２つの端子と、半導体層に端部が接続され、
透光性弾性部材に対する物体の接触に応じて変形するカンチレ
バーと、カンチレバー上に設けられ、２つの端子に各端部が接続
されたひずみゲージと、を備え、２つの端子間の直流抵抗の変化
に基づき接触力を検知し、２つの端子間の交流インピーダンスの
変化に基づき近接を検知することを特徴とする。

特許第6003237号 （登録日：2016年9月16日）

発明者：安部 隆、外山 晋二郎
【課題】単一の水晶振動子にて多点における検出が可能であって、
センサシステムの小型化の実現が可能な、新規のマルチチャンネ
ルセンサを提供する。

【解決手段】単一の振動子と、振動子に電気的に接続された複数
の電極とを備えた。電極を微小流路、又は微小流路中に配置する
とともに、単一の振動子の振動周波数変化に基づいて複数の電極
が配置された微小流路、又は微小流路中の被検出物質の濃度変
化をそれぞれ時差式で検出可能に構成した。

241 244画像変換装置、画像変換方法、及び
画像変換プログラム 切断面の検出方法

特願2012−259174 （出願日：2012年11月27日）

発明者：村松 正吾
【課題】画像の画質を効果的に向上させることができる画像変換装
置、画像変換方法、及び画像変換プログラムを提供する。

【解決手段】本実施の形態の非分離冗長重複変換のためのラティ
ス構成である画像変換装置の変換器（順変換ＤＴ）は、多次元対
称変換処理、冗長な表現を与える零値挿入拡張処理、及び拡張
処理から構成される。また、逆変換器は、基底（フレーム）成分結
合処理、変換器の零値挿入拡張処理で挿入した零値に応じた係
数を棄却する係数棄却処理、及び多次元対称逆変換処理から構
成される。

特許第5875040号 （登録日：2016年1月29日）

発明者：鈴木 孝昌、村松 正吾、追立 俊朗、村田 光由
【課題】画像処理の負担を軽減し、容易かつ正確に切断面を区別
することのできる、新規の切断面の検出方法を提供する。

【解決手段】第１の偏光フィルタの偏光方向を所定の方向に向けて
第１の偏光フィルタ２の偏光方向と第２の偏光フィルタの偏光方向
を直交させ、照明光を第１の偏光フィルタを透過させ試料の切断
面で反射させてから第２の偏光フィルタ４を透過させデジタルカメ
ラにより撮影して第１の画像を取得し、第１の偏光フィルタの偏光
方向を所定の方向から４５度傾かせて第２の画像を取得し、第１の
偏光フィルタの偏光方向と第２の偏光フィルタの偏光方向を平行に
して第３の画像を取得し、第１、第２、第３の画像を加算する。
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圧力測定装置、圧力測定方法およびこれ
を実行するプログラム

ウェイト算出方法、ウェイト算出装置、アダ
プティブアレーアンテナ、及びレーダ装置

ＦＭ−ＣＷ偏波レーダ装置 無線通信システム

特許第5231898号 （登録日：2013年3月29日）

発明者：中野 朋則、小熊 靖之、藤澤 延行
【課題】短時間で被測定物に向けて流れる流体によって被測定物
の表面に加わる圧力を測定し得るようにする。

【解決手段】圧力測定装置は、可視化粒子を供給する煙粒子発生
装置と、被測定物に光を照射するレーザ発生装置と、撮影領域の
可視化粒子画像を撮影するＣＣＤカメラとを有している。メモリに
記憶された可視化粒子画像データのうち被測定物の周囲の画像
データの解析に基づいて広範囲領域画像の速度場を演算し、被測
定物の境界面を含む画像データについては境界面に沿った画像
データに変形した状態における画像データに基づいて近傍領域画
像の速度場を演算する。それぞれの速度場に基づいて速度場デー
タを算出し、速度場データに基づいて被測定物に流体により加わ
る圧力場を演算する。

特許第4986284号 （登録日：2012年5月11日）

発明者：鈴木 潤一郎、山田 寛喜
【課題】ウェイト制御による時空間適応信号処理方式において、不
要波方向を零にするためのウェイト算出に際し、実質的な精度を
維持しつつ演算量を大幅に削減する。

【解決手段】アダプティブアレーアンテナで得られたレーダパルスの
目標反射信号を受信部で受信検波し、データ蓄積部に用意される処
理レンジセルに対して受信タイミングに沿った対応セル位置に記憶
する。時空間適応信号処理部は、ウェイト算出回路において、不要
波のみから形成されると想定されるセルのデータから共分散行列を
演算して適応ウェイトを求め、最終的に、ビーム合成回路において、
適応ウェイトによりアンテナ受信信号にウェイト制御を施して出力
データとする。上記ウェイト算出回路において、ウェイト算出の複数
の処理ステージのうち、損失を考慮して複数飛び越して演算するこ
とで演算量を削減しウェイトを決定し、演算時間の高速化を図る。

特許第5019316号 （登録日：2012年6月22日）

発明者：猪又 憲治、山口 芳雄
【課題】ターゲット情報を精密に得る。
【解決手段】互いに相互相関が低い符号Ｈ、Ｖを発生し、チャープ
信号を符号Ｈ、Ｖで符号変調して送信信号Ｈ、Ｖを送信し、反射さ
れたＨ偏波の受信信号Ｈを受信し、受信信号Ｈと遅延符号Ｈを乗
算して受信チャープ信号ＨＨを生成し、反射されたＶ偏波の受信
信号Ｖを受信し、受信信号Ｖと遅延符号Ｈを乗算して受信チャー
プ信号ＶＨを生成し、受信信号Ｈと遅延符号Ｖを乗算して受信
チャープ信号ＨＶを生成し、受信信号Ｖと遅延符号Ｖを乗算して
受信チャープ信号ＶＶを生成する。

特許第4993185号 （登録日：2012年5月18日）

発明者：張 兵、間瀬 憲一、岡田 啓、野崎 正典
【課題】負荷を低減して無線通信可能な無線通信システムを提供
する。

【解決手段】無線通信システムは、無線装置と、端末装置とを備え
る。無線装置は、メッシュ型の無線ネットワークを構成する。端末
装置は、無線装置に帰属する。無線装置の各々は、無線通信シス
テム全体における端末装置と無線装置との接続関係を示すグロー
バル端末接続情報を有する。無線装置は、グローバル端末接続情
報を用いて端末装置との間で無線通信を中継する。そして、無線
装置の各々は、自己に帰属する端末装置が変化したとき、その変
化情報のみを無線通信システム内でフラッディングする。

259 262形状測定方法及び装置 物理乱数生成方法及び物理乱数生成装置

特許第4696249号 （登録日：2011年3月11日）

発明者：佐々木 修己、篠ざき 亮
【課題】測定対象の位置設定精度に対する厳しい条件がなく、２次
関数の表面形状成分を含む表面形状も正確に測定できる形状測
定方法及び装置を提供する。

【解決手段】レーザビームを測定対象表面上で高速に１次元走査
し、かつ同時に測定対象表面の傾斜によるレーザビームの角度振
れを検出する光学系で構成される形状測定装置を発明した。本装
置では、平面ミラーと凹球面ミラーの位置関係を設定し、かつ角
度振れを受けた反射レーザビームをレンズにより光ビーム検出器
上に導くことにより、測定対象表面の傾斜によって測定対象面か
らの反射レーザビームの伝搬方向が異なることから表面形状の測
定を行う。このため、正確に角度振れを検出することができ、測定
対象の位置設定精度に対する厳しい条件はなくなり、２次関数の
表面形状成分を含む表面形状も正確に測定できる。

特許第4423431号 （登録日：2009年12月18日）

発明者：斉藤 義明、佐藤 孝

安全な乱数を高速に得ることが可能な物理乱数生成方法及び物理
乱数生成装置を提供する。物理乱数生成装置は、レーザー光Ｌ１
を照射するレーザー装置と、レーザー光Ｌ１の周波数を弁別する周
波数弁別フィルタと、透過光Ｌ２の強度を電気信号に変換する光検
出器と、光検出器から当該検出結果として出力されるアナログ信号
をディジタルデータに変換するｏｎ・ｏｆｆ検出器又はＡ／Ｄ変換
器30とから構成される。まず、レーザー装置から照射されたレー
ザー光Ｌ１を周波数弁別フィルタに通す。透過光Ｌ２の強さはレー
ザー光Ｌ１の周波数のゆらぎに対応して強弱に変化する。次に、こ
の透過光Ｌ２の強さを光検出器で電気信号に変換し、ｏｎ・ｏｆｆ
検出器又はＡ／Ｄ変換器を用いて２進乱数に変換する。そして、こ
の２進乱数データがＰＣに取り込まれる。
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ＳＰＲセンサー 可視光通信式ナビゲーションシステム

レール軸力測定装置、レール軸力測定
方法 ナビゲーションシステム

特許第5621983号 （登録日：2014年10月3日）

発明者：宮寺 信生、水澤 謙太、新保 一成、大平 泰生、
 馬場 暁、加藤 景三、金子 双男、川上 貴浩
小型化・多チャンネル検出を簡単な構成、及び低コストで実現可
能なＳＰＲセンサーを提供する。光路と、前記光路の側面に、表面
プラズモン共鳴現象を起こすように形成された金属層が積層され
てなる検出領域と、を有するＳＰＲセンサーであって、前記検出領
域が、１つの光路に対して２箇所以上形成されていること、及び前
記２箇所以上の検出領域のうち少なくとも１箇所の検出領域には
さらに誘電率調整層が積層されて、各検出領域においてそれぞれ
異なる表面プラズモン共鳴を有するように誘電率が調整されてお
り、前記２箇所以上の検出領域のうち少なくとも１箇所の検出領域
に積層された誘電率調整層が、被検出物に対して感受性を有する
感受性層として機能すること、を特徴とするＳＰＲセンサーである。

特許第5200873号 （登録日：2013年2月22日）

発明者：伏見 竜、牧野 秀夫
【課題】可視光通信式ナビゲーションシステムにおいて、利用者が
目的地までのルートに沿った移動をする前であっても、受信端末
が利用者に対して正確なルート案内を行う。

【解決手段】可視光通信式ナビゲーションシステムは、自器具の位
置情報を含むデータを照明光に重畳させて送信する複数の照明器
具と、受信端末とを備える。受信端末は、受信端末の位置及び方向
を判定する判定部と、照明器具の照明光を受光する受光範囲が互
いに異なる第１及び第２の受光手段とを備える。判定部は、前記第
１の受光手段が受光した照明光に重畳された位置情報から受信端
末の位置を判定すると共に、第１の受光手段が受光した照明光に
重畳された位置情報を始点とし、第２の受光手段が受光した照明光
に重畳された位置情報を終点とした方向を受信端末の方向と判定
する。これにより、位置情報の履歴が無くても、方向を判定できる。

特許第5378093号 （登録日：2013年10月4日）

発明者：相川 明、阿部 和久
【課題】現場において、自然状態にある実軌道のレールの締結を外
したりレールを切断したりすることなくレールの軸力の測定を行う
ことができるレール軸力測定装置等を提供する。

【解決手段】レール軸力測定装置は、レールの側面に取り付けられ、
レールを所定の周波数で振動させる加振器と、レールの別の一方
の側面に、加振器と別の位置で取り付けられ、レールの振動状態
を検出する受信器と、受信器から出力された振動状態のデータに
基づいてレールの所定の振動モードに対する固有振動数を求め、
事前に求めたレールの軸力とレール７の所定の振動モードに対す
る固有振動数との対応関係に基づいて、レールの軸力を算出する
分析・算出装置とを具備する。

特許第5587549号 （登録日：2014年8月1日）

発明者：長添 和史、牧野 秀夫
【課題】携帯受信端末を含むナビゲーションシステムにおいて、屋
外及び屋内で使用できるようにし、さらに、屋内で携帯受信端末
に屋外の情報が誤表示されることを防止する。

【解決手段】ナビゲーションシステムは携帯受信端末を含む。携帯
受信端末は、ＧＰＳ信号を受信するＧＰＳ測位部と、光信号ＳＬを
受信する光受信部と、表示部と、ＧＰＳ信号又は光信号ＳＬから位
置の情報を得ると共に、それらの情報の一方を、表示部に表示さ
せる端末制御部と、ＧＰＳシステムからの信号強度を判別する判別
部とを有する。端末制御部２４は、光受信部が光信号ＳＬを受信し
た後は、信号強度が一定レベル以下であると判別部が判別した場
合に、ＧＰＳ測位部がＧＰＳ信号を受信しないように制御する。こ
れにより、携帯受信端末の誤表示が防止される。

253 256超電導電力変換器 位置情報システム

特許第5497642号 （登録日：2014年3月14日）

発明者：長村 光造、中村 武恒、岡 徹雄
従来よりも高効率な電力変換器を提供する。超電導電力変換器
が、並列に配置されてなる複数の超電導素子の少なくとも１つが
超電導状態となるとともに、残りの超電導素子の少なくとも１つが
非超電導状態となるようにスイッチングを行うスイッチング手段を
備える半素子、を２つ備える。第１と第２の半素子の間に負荷を接
続するとともに第１と第２の半素子のそれぞれの共通化された端
子の間に電源電圧を印加するようになっており、複数の超電導素
子のそれぞれの非超電導状態における抵抗値は、負荷の抵抗値よ
り大きく設定される。電源電圧の種別と負荷において取り出そうと
する電流の種別との組み合わせに応じて定まるタイミングにてス
イッチング手段によるスイッチングを行うことにより、電源電圧と
負荷との間における電力変換を行う。

特許第5574286号 （登録日：2014年7月11日）

発明者：長添 和史、牧野 秀夫
【課題】屋外ではＧＰＳ信号、屋内では可視光通信システムからの
光信号を利用する携帯受信端末を含む位置情報システムにおい
て、屋内で携帯受信端末に屋外の情報が誤表示されることを防止
する。

【解決手段】位置情報システムは携帯受信端末を含む。携帯受信
端末は、ＧＰＳ信号を受信するＧＰＳ測位部と、光信号ＳＬを受信
する光受信部と、表示部と、ＧＰＳ信号又は光信号ＳＬから位置の
情報を得ると共に、それらの情報の一方を、表示部に表示させる
端末制御部と、屋内空間の出口を認識する認識部とを有する。端
末制御部は、光受信部が光信号ＳＬを受信した後は、認識部が出
口を認識するまで、ＧＰＳ測位部がＧＰＳ信号を受信しないように
制御する。これにより、携帯受信端末の誤表示を防止することが
できる。
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画像処理方法、画像処理装置および画像
処理プログラムを記録した記録媒体 ガス検知方法およびガスセンサ

不均一電場を使用した非極性複合分子の
運動の電気的検出法

薄膜形状測定方法および薄膜形状測定
装置

特許第4613316号 （登録日：2010年10月29日）

発明者：松戸 隆之、赤澤 宏平、鳥谷部 真一、牛木 辰男
本発明の課題は、従来の平滑化処理のように、近傍領域の大きさ
の設定、ノイズレベルの想定、遮断周波数の設定などのパラメー
タの設定を予めする必要がなく、ノイズを除去して鮮明な画像を
得ることができる方法を提供することである。画像を構成する各
画素の輝度信号について、注目する点についてその周囲の輝度信
号が同一の確率分布に従うかどうかを統計的手法により検定し
て、同一の確率分布に従うと見做すことができる範囲を定め、そ
の輝度データを用いて注目する点の真の輝度を推定する画像処理
方法である。特に、輝度信号の強度がポアソン分布に従っていると
考えられるような微弱な画像信号のときに、ポアソン分布の一様
性の検定により、信号の従う確率分布とノイズの従う確率分布と
を、それぞれの平滑処理をすることが効果的であり、ノイズを処理
した鮮明な画像が得られる効果が大きい。

特許第4164580号 （登録日：2008年8月8日）

発明者：新保 一成、金子 双男、加藤 景三、大平 泰生、
 川上 貴浩、皆川 正寛
本発明は、被検知ガスの吸着量に対するガス感応性薄膜の電気特
性の変化量を利用したガス検知方法及びガスセンサを提供する。
水晶振動子上にサンドイッチ電極またはギャップ電極としての特
性検出用電極を有するガス感応性薄膜７を配置し、水晶振動子の
発振周波数変化とガス感応性薄膜の電気特性とを同時に測定する
ことにより、被検知ガス吸着量に対するガス感応性薄膜の電気特
性変化の観測を行う。一体型の素子であるので確実に吸着質量と
電気特性の変化の双方をモニターすることができる。

特許第4599566号 （登録日：2010年10月8日）

発明者：樫田 昭次
従来の誘電測定法は、均一電場と双極子能率の相互作用を利用
しているため、双極子能率を持たない非極性分子の運動は電気的
に検出できない。本発明はこの非極性分子の運動を電気的に検出
する方法を提供することを課題とする。本発明では、誘電測定に
おいて不均一電場を使用することにより、非極性分子の運動を電
気的に検出する。具体的な測定法としては、誘電測定で使用する
電極に平行平板ではなく櫛型電極や表面に凹凸のある電極を使用
し、それらが発生する不均一電場と４重極子能率、及び高次の電
気能率との相互作用を使うことにより、非極性分子の運動を電気
的に検出することを可能にした。

特許第4560622号 （登録日：2010年8月6日）

発明者：佐々木 修己
【課題】被対象物の各反射面の形状や膜厚の分布を、二次平面上
で精密に測定することができる薄膜形状測定方法および薄膜形状
測定装置を提供する。

【解決手段】パソコンは、電気的に変換された干渉信号から得られ
た処理信号の値と、理論式である処理信号の値との差の二乗和を
誤差関数とし、この誤差関数を最小にすることで、理論式に含ま
れている被対象物の各反射面に関する変調振幅と位相を推定す
る。この変調振幅と位相の推定値から、被対象物の各反射面の位
置が求められ、従来のような機械的な誤差要因を排除して、被対
象物５０の各反射面の形状を二次平面上で精密に測定することが
できる。

271 274物質吸着検知方法およびセンサ レーザ干渉変位測定方法およびレーザ
干渉変位測定装置

特許第4500967号 （登録日：2010年4月30日）

発明者：新保 一成、金子 双男、加藤 景三、大平 泰生、
 川上 貴浩
本発明は、被検知物質の吸着量に対する感応性薄膜の光学特性
の変化量を利用した物質吸着検知方法及びセンサを提供する。水
晶振動子上に、クラッド、コア、吸着物質検知用薄膜を順次積層
し、光導波層ひいてはガス吸着部を構成する。また、コア表面に
光入射用プリズムと光出射用プリズムとを設ける。光導波層のコ
ア表面に被検知物質が吸着することに伴い、伝搬損失が変化する
ことによる出射光の変化と、水晶振動子の発振特性が共に変化す
ることを利用して、被検出物質の吸着質量の変化量とそれに伴う
光学特性の変化量とを同時に正確に検出できる。

特許第4501000号 （登録日：2010年4月30日）

発明者：佐々木 修己
【課題】従来よりも高速に、被対象物の変位を正確に測定すること
ができるレーザ干渉変位測定方法およびレーザ干渉変位測定装
置を提供する。

【解決手段】正弦波状に変調した注入電流をレーザ光源に入力す
る。レーザ光源からの光は、被対象物の表面とファイバの出射端
面に各々反射して干渉し、この干渉光がフォトダイオードによって
電気的な干渉信号に変換される。レーザ光源に入力する注入電流
は、急激な立上がりや立下りのない正弦波状の変化を繰り返すた
め、干渉信号を正しくサンプリング取得できる。そのため、当該サ
ンプリング取得した複数の干渉信号の演算処理によって、被対象
物の変位を正しく測定できる。
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無線周波数割り当て装置、無線通信シス
テムおよび無線周波数割り当て方法

磁気共鳴画像処理方法および磁気共鳴
画像処理装置

光ファイバの欠損や詰りを検出する方法
及びその装置 車載バッテリー管理装置

特許第4757140号 （登録日：2011年6月10日）

発明者：藤原 淳、中野 敬介、石井 健二、橋本 修、
 仙石 正和

【課題】無線メッシュネットワークにおいて、複数のチャネルを各無
線リンクに割り当てる場合に必要なチャネル数が、与えられたチャ
ネル数よりも多い場合に、干渉率を低減し、連結率を維持させつ
つチャネルを割り当てる無線周波数割り当て装置、無線通信シス
テムおよび無線周波数割り当て方法を提供する。

【解決手段】無線周波数割り当て装置に、直接伝送可能なノードの
情報および他のノードにおけるノードの情報に基づいて、さらし端
末問題が発生するリンク同士を干渉関係として求める手段と、さら
し端末問題が発生するリンク同士に割り当てる周波数を異なるよう
に割り当て、全リンクへの周波数割り当てに必要な周波数の数が、
使用できる周波数の数よりも多い場合、使用できる周波数を重複し
て割り当てる手段と、使用できる周波数が重複して割り当てられた
リンクについて辺間隔度を求め、その平均値に基づいて、所定のリ
ンクを使用禁止とする手段とを備えることにより達成される。

特許第4961566号 （登録日：2012年4月6日）

発明者：鈴木 清隆、中田 力
本発明は、灌流の評価に際して別な撮影装置や撮影方法を必要と
することなく、ペナンブラなどの関心のある領域を精密に描出する
ことを課題とする。磁気共鳴画像を出力する磁気共鳴装置に接続
される磁気共鳴画像処理装置は、０〜１０００［ｓ／ｍｍ２］の範
囲を含む拡散の感度をあらわすｂ値を複数個設定する手段と、各
ｂ値に対応した拡散強調画像系列を磁気共鳴装置から収集する
手段と、収集した拡散強調画像系列を信号処理することにより、
関心のある例えばペナンブラ領域の成分画像を抽出する手段と、
を備えている。

特許第4719894号 （登録日：2011年4月15日）

発明者：坂本 秀一
中空光ファイバの自由度を損なうことなく中空光ファイバの欠損や
詰りを検出する。炭酸ガスレーザ発生装置に中空光ファイバの入
口である１次側を接続すると共に、出口である２次側をハンドピー
スに接続している。炭酸ガスレーザ発生装置には、ラウドスピー
カーを接続すると共に、このラウドスピーカーには発振器が接続
されている。一方、ハンドピースには中空光ファイバに２次側マイ
クロホンが接続している。中空光ファイバの途中に穴が開くか、折
れた場合は、欠陥部分の穴から音響パワーが漏れ、２次側マイク
ロホンに伝わる音響パワーが極端に減衰するために、異常が２次
側マイクロホンにより確認できる。

特許第4286842号 （登録日：2009年4月3日）

発明者：石田 耕六、本間 純夫、金子 双男、川上 貴浩
【課題】バッテリーの劣化程度の判定基準となるバッテリーの内
部抵抗を、バッテリーを車載状態のままバッテリーに交流電圧を
印加することなく内部抵抗（コンダクタンスの逆数）を正確に且つ
簡単に測定して、車載バッテリーの劣化度を判定表示するバッテ
リー管理装置を提供する。

【解決手段】車載バッテリーの端子電圧・電流を測定するセンサ
と、測定値に基づいて内部抵抗を算出決定すると共に、バッテリー
劣化度を判定する演算処理部と、バッテリー状態の表示部とを備
え、センサ端子から交流信号を印加することなく、エンジン作動時
における車載バッテリーの電圧値及び電流値を微分処理又は差分
処理して算出し、或いはフィルター回路を用いて直流成分や低周
波成分及び高周波成分をカットして算出したＡＣ電圧成分及びＡ
Ｃ電流成分に基づいて内部抵抗を決定し、劣化度を判定する。

265 268ウェイト算出方法、ウェイト算出装置、アダ
プティブアレーアンテナ、及びレーダ装置

ウェイト算出方法、ウェイト算出装置、アダ
プティブアレーアンテナ、及びレーダ装置

特許第5152949号 （登録日：2012年12月14日）

発明者：鈴木 潤一郎、山田 寛喜
【課題】ウェイト制御による時空間適応信号処理方式において、不
要波方向を零にするためのウェイト算出に際し、ヌル行列の算出
をＳＩＮＲ特性の性能劣化を抑制しつつ短縮する。

【解決手段】アダプティブアレーアンテナで得られたレーダパルス
の目標反射信号を受信部で受信検波し、データ蓄積部に用意され
る処理レンジセルに対して受信タイミングに沿った対応セル位置
に記憶する。時空間適応信号処理部は、ウェイト算出回路で、不
要波のみから形成されると想定されるセルのデータから共分散行
列を演算して適応ウェイトを求め、最終的に、ビーム合成回路で、
適応ウェイトによりアンテナ受信信号にウェイト制御を施して出力
データとする。上記ウェイト算出回路では、ウェイト算出の処理ス
テージ数を、ウェイト導出過程で算出された誤差を表す変数ξｎに
より自動的に決定し、演算時間の高速化を図る。

特許第4553387号 （登録日：2010年7月23日）

発明者：鈴木 潤一郎、山田 寛喜
【課題】ウェイト制御による時空間適応信号処理方式において、不
要波方向を零にするためのウェイト算出に際し、比較的に時間を
要するヌル行列の算出を、ＳＩＮＲ特性の性能劣化を抑制しつつ短
縮する。

【解決手段】アダプティブアレーアンテナで得られたレーダパルス
の目標反射信号を受信部で受信検波し、データ蓄積部に用意さ
れる所定距離相当の長さの処理レンジセルに対して受信タイミン
グに沿った対応セル位置に記憶する。時空間適応信号処理部は、
ウェイト算出回路において、目標信号を含むと想定されるレンジ
セルを除いたレンジセルのデータから共分散行列を演算し、適応
ウェイトによりアンテナ受信信号にウェイト制御を施して出力デー
タとする。ヌル行列Ｂｎの算出方式を処理ステージ毎に、またはヌ
ル行列Ｂｎの算出方式を処理ステージに対して段階的に変更する
ようにし、演算時間の高速化を図り、かつＳＩＮＲの劣化を抑える。

N I I G A T A  U N I V E R S I T Y 4746

電気電子情報



乱数発生方法

特許第3051925号 （登録日：2000年4月7日）

発明者：斉藤 義明
【課題】周期性を持たない完全な乱数を発生させる。
【解決手段】発振信号の位相が０相となるかπ相となるかが、起動
時の回路に存在する熱雑音によって決定される第１および第２の
パラメトロン発振器を設け、第１のパラメトロン発振器を連続的
に駆動し、第２のパラメトロン発振器をスイッチをクロック信号に
同期してオン・オフして断続的に駆動する。第１および第２のパラ
メトロン発振器の発振信号の差動を差動増幅器で取り、低域通過
フィルタに通し、さらに検波回路によって検波した信号の振幅を、
乱数発生回路においてクロック信号に同期して検出し、２進数の
「０」または「１」に割り当てる。

281275 278

276 279

超伝導体の均流化回路 乱数発生方法

限流器及びこれを用いた電力システム 磁気シールド型超電導限流器

特許第3706909号 （登録日：2005年8月12日）

発明者：山口 貢、福井 聡、佐藤 孝雄、長澤 徹、
 高畑 一也

【課題】本来の超伝導性能を劣化させることなく通電能力及び交
流損失に関する不都合を軽減することができる超伝導体の均流化
回路を提供する。

【解決手段】インダクタンスが互いに相違する超伝導体は、電流Ｉ０
を発生する交流電源に並列接続されている。超伝導体のインダクタ
ンスが互いに相違するので、これらに生じる電流Ｉ１、Ｉ２によって
鉄心に発生する磁束が互いに相違し、これによってこれらの磁束が
相殺されず、鉄心に正味の磁束が生じる。このように生じた磁束が、
コイル３に鎖交し、相間リアクトルの両端に電圧が発生する。この
電圧によって、超伝導体及びコイルによって構成された閉回路に循
環電流Ｉ３が流れる。その結果、超伝導体１の電流Ｉ１には電流Ｉ３
が加算され、超伝導体２の電流Ｉ２には電流Ｉ３が減算され、最終
的には、超伝導体１、２に流れる電流はいずれもＩ０／２となる。

特許第3507886号 （登録日：2004年1月9日）

発明者：斉藤 義明
【課題】１／ｆ特性を有する雑音発生源から発生される雑音に基づ
いて、１／ｆ特性による周期性を持たないより完全な乱数を発生
させる方法を提供する。

【解決手段】１／ｆ特性を有するダイオードから発生される雑音を
増幅し、ハイパスフィルタでハムを除去する第１および第２の雑音
発生回路から出力される雑音の差動を差動回路で取って周期性を
持たない雑音を取り出し、この雑音をＡ／Ｄ変換して得られるディ
ジタル信号をまとめて２進数を生成し、その大きさとスレシュホー
ルドレベルとの比較で「１」および「０」を生成する。これら「１」お
よび「０」の出現確率が０．５に近づくようにスレシュホールドレベ
ルを調整する。このようにして得られる「１」、「０」を所定の期間毎
に区切って乱数を生成する。この期間を生成した乱数にしたがっ
て変化させてもよい。

特許第3551316号 （登録日：2004年5月14日）

発明者：山口 貢、野村 尚弘
【課題】巨大な事故電流による急激な電流増加を効果的に抑制す
ることができるとともに、大きなバイアス電流を必要とすることな
く、目的とする電力を電力負荷体に負荷することのできる限流器、
及びこれを用いた電力システムを提供する。

【解決手段】交流電源と、本発明に従った限流器と、所定の電力を
負荷すべき電力負荷体とを具える電力システムにおいて、限流器
は、整流性を有する半導体素子としてダイオードと、例えば超電導
材料から構成されるコイルと、バイアス直流電源とを具える。ダイ
オードと、ダイオードとは、それぞれ直列に接続されて直列回路部
を構成している。また、ダイオード及び直流バイアス電源とは直列
に接続されて直列回路部を構成している。これらの直列回路部を
並列に接続して整流回路を構成する。

特許第3348200号 （登録日：2002年9月13日）

発明者：海保 勝之、山口 浩、新井 利昭、近藤 潤次、
 山口 貢、片岡 昭雄

【課題】超電導現象を利用して事故電流を制限する磁気シールド
型超電導限流器で、定常時の交流損失を抑制し、迅速な制限動作
を期せるようにする。

【解決手段】限流対象となる線路電流が流れる銅コイルと鉄心との
間に設けた磁気シールド手段を、多芯超電導線をコイル状に巻回
して両端を短絡させた超電導コイルにより構成することで、多芯超
電導線内の超電導導体を厚くすることなく大電流に耐え得るよう
な設計を容易にし、交流損失を飛躍的に抑制すると共に、均一な
特性とすることで迅速な限流作用が実現可能となる。

277 280異方性解析方法及び異方性解析装置 身体接触部材を使用した体温計測装置

特許第3479685号 （登録日：2003年10月10日）

発明者：長谷川 富市
【課題】比較的簡易な測定系で、空間の一定領域に亘る同時測定
を可能とする新規な異方性解析方法及び異方性解析装置を提供
することを目的とする。

【解決手段】レーザ光源から発せられたレーザ光をハーフミラーで
２分割し、分割された一方の光の偏光面を半波長板で９０度回転
させて分割された他方の光の偏光面と直交させた後、これらを重
畳させて試料Ａに入射させる。試料Ａを透過した後、偏光ビームス
プリッタで再度分離し、前記分割された他方の光の偏光面を半波
長板で９０度回転させて前記分割された一方の光の偏光面と一致
させ、ハーフミラーで再度重畳させた後、干渉によって生じた干渉
縞をスクリーン上に投影する。

特許第3012934号 （登録日：1999年12月17日）

発明者：斉藤 義明
【課題】被験者に不快な接触感を与えずに長時間体温計測を行う
ことを考慮し、身体に温度センサを直に接触させることなく体温を
計測する寝返りも可能な体温計測装置を提供することにある。

【解決手段】本発明による体温計測装置は、身体接触部材の内部
において例えば頭部に接触する身体接触部材の表面から所定距
離の位置に温度センサを埋設したものである。温度センサにより
温度情報値を得、情報処理装置により温度情報値に所定の補正値
を加えることにより得られる推定値を表示装置に表示する。
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